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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　プロローグ







　暗くら闇やみの中で膝ひざを抱えたまま、わたしはつぶやき続けていた。




　わたしの・たんじょうびは・ろくがつじゅうろくにち。




　何度となく繰り返された言葉は、もうほとんど意味を失っている。放ほう心しんしていたわたしは言葉を止めることも忘れていた。

　わたしは山奥にある人知れぬ施設の地下室にいる。その施設には他にも何人かの子供たちと、わたしたちを育て、訓練をほどこし、監かん視しする大人おとなたちが暮らしていた。

　今は物音一つ聞こえない。施設の中は死体だらけで、生きている人間はわたし一人だった。広い建物をさまよった末に、一番最さい後ごにこの地下室に辿たどり着いた。

　季節は真冬で、外では雪が降っていた。暖だん房ぼうはとうの昔に止まっている。わたしの体は冷え切っていた。

「……ねえ」

　誰かの声が聞こえて、わたしは顔を上げる。背の高い女性が部屋の中を覗のぞきこんでいた。見たことのないモノトーンの服と頭ず巾きんのようなものを身につけている。

「この部屋にいるのはあんた一人？」

　と、彼女は言った。かすれているけれど柔らかい声だった。危き害がいを加えるつもりでないことはなんとなく分かった。

　彼女は足を引きずりながら部屋の中に入ってくる。袖そでや裾すそからかすかに白い包ほう帯たいらしきものが見えた。彼女はわたしの目の前で足を止めて、ゆっくりと時間をかけてしゃがんだ。傷に障さわるのか、顔をしかめている。彼女はわたしと正面から目を合わせた。笑ってはいないけれど、眼まな差ざしに鋭さはない。きれいな人だと思った。

「あんたは誰？」

「……クジ」

「それが名前？」

　わたしは言葉に詰まった。識しき別べつのためにそう呼ばれていただけで、それが「名前」なのかは知らなかった。

「ひょっとして、あんたはＲナンバーの子？」

　わたしはかすかにうなずく。ここにいる子供たちには「Ｒ─１」から始まるナンバーが割り振られている。わたしは「Ｒ─９」だった。

「……ここの連れん中ちゆうは、子供たちをそんな風ふうに呼んでたんだ」

　彼女は表情を曇らせて、独り言のようにつぶやいた。

「クジっていうのは、あんたの本当の名前じゃないはずよ。わたしが訊きいているのは、あんたが親からもらった名前」

　わたしは戸と惑まどった。生まれてからずっと「クジ」以外の名で呼ばれたことがなかった。でも、そういえば誰かに教えられたことがある。お前は生まれた時に付けられた名前も持っている、と。確かその名前は──。

「……ヒナコ……だと思う」

　自信がなかったので、つい声が小さくなった。それを聞くと、彼女は手を伸ばしてわたしの頰ほおに触れた。温かい掌てのひらだった。

「ヒナコ。いい名前だ」

　と、彼女は言った。

「そういう人間らしい名前で呼ばれた方がいい。特にこれから先はね」

　ほんの少し心がほぐれるのを感じた。ヒナコ、と呼ばれて初めて、自分がクジという名前をあまり好きではなかったことに気付いた。

「わたしはサメイシミツキ」

　そう言いながら、彼女は右手を自分の胸に当てた。その手には特に分ぶ厚あつく包ほう帯たいが巻いてある。名前を知ると彼女が今までより身近になった気がした。

「あんたと同じ組織のメンバーよ。色々あってここに立ち寄ったんだけど」

　──テリオン。

　わたしたちは物もの心ごころつく頃から、テリオンについて色々なことを教えられてきた。人間並なみの知性を持つ、人間ではない生物の総そう称しよう。彼らは人間の社会を脅おびやかしている。テリオンは戦器オニクスという武具によって異い形ぎようの姿に変身し、戦器オニクスはテリオンから特殊な能力を引き出すことが出来る。

　わたしたちの組織・方舟アルカはテリオンに立ち向かうために生まれた。「組織」はクランテリオンに対抗する、アルカミレスと呼ばれる戦士を育成している。ここにいる子供たちも、いずれはアルカミレスになり、テリオンと戦う使命を負っている──。

　その言葉を疑ったことはなかったけれど、どこか遠い世界の出来事のように聞いていた。わたしたちは生まれた時からこの施設で暮らしていて、テリオンどころか外にいる人間すら目にしたことがなかったからだ。

　テリオンというものがどういう生物で、どんなことをするのかを本当の意味で知ったのは昨日きのうの晩が初めてだった。ここを襲おそったテリオンたちはあっという間に皆を殺してしまった。ここにはテリオンと戦える者は誰もいなかった。

「ヒナコはずっとここにいたの？」

　と、彼女は尋たずねた。わたしは首を横に振った。ここが襲しゆう撃げきされた時、わたしがいたのは西の端はしにある自分の部屋だった。戸と棚だなに隠かくれて難なんを逃れ、すべてが終わった後で施設の中を見て回り、最後に辿たどり着いたのがこの地下室だった。

　わたしはたどたどしく彼女に説明する。辛しん抱ぼう強く聞き終えてから彼女は口を開いた。

「一つ聞きたいんだけど……テリオンの方を殺したのは誰だか分かる？」

　さっきわたしが見て回った時、死んでいたのは人間だけではなかった。襲ってきた側のテリオンも一緒に殺されていた。

　しらない、とわたしは小さな声で言った。

「……仲間割われ、ということかしら。テリオン同士で」

　彼女は扉とびらの方を振り返りながら言った。廊下にも斬きり殺されたテリオンが一人転ころがっている。わたしは黙っていた。殺されるところを見ていないわたしには分かりようがなかった。

「なんにせよ、あんたも酷ひどい目に遭あったものね」

　今までよりも沈んだ声で彼女は言った。その言葉の意味を深く考える余よ裕ゆうはなかった。わたしはもっと別のことに気を取られていた。

「あの子がいないの」

　と、わたしは言った。彼女はかすかに眉まゆをひそめる。

「誰？」

「この部屋で会った子。もう一度会う約束をしてたのに」

　突然、目の奥から涙が溢あふれてきた。前の晩、わたしはこの地下室で一人の男の子と知り合っていた。彼はどこかからこの施設へやって来たばかりだった。たった一度話しただけだけれど、初めて出来た友達──だったと思う。わたしは彼を捜していた。

「あんたと同じぐらいの子？」

　わたしはうなずいた。

「どこにもいなかったのね？」

「……うん」

「それじゃ、きっと生きてるわよ。どうにかして外へ逃げたんだわ」

　彼女は慰なぐさめるつもりだったのだと思う。でも、その言葉はわたしの胸にぐさりと突き刺さった。

（わたしを置いて行っちゃったのかな）

　わたしは膝ひざの間に顔を伏せた。一緒に逃げる理由もないことは分かっていた。でも、死者で満ちたこの施設に一人取り残されたと思うと悲しかった。

　その時、ようやくわたし自身もずっとここにいるわけには行かないことに気付いた。彼が外へ出て行ったように、わたしも出て行かなければならない。

　わたしは彼女を見上げる。彼女も「組織」の人間だと名乗った。だったら、きっとわたしを助けてくれるはずだ。

「あの……」

　そう言いかけた時、かすかにブザーのような音が聞こえた。彼女は立ち上がってわたしから離れる。そして無線機らしい端たん末まつを取り出すと、わたしから半なかば背を向けてひそひそと話し始めた。

「……こっちにはなにもないわ。使えるものもなさそうよ……それで、女の子の生存者が一人いるの……ううん。Ｒナンバーの『９』の子で……ええ。確かに『クジ』って名乗ったわ……」

　彼女はちらりとわたしの方を振り向く。その顔に浮かんでいる硬い表情に、わたしは漠ばく然ぜんとした不安にかられた。やがて彼女は仲間との通話を終えて、端末を服の中にしまい込んだ。

「ヒナコ」

　と、彼女は言った。

「これから、あんたはどうする？」

「連れていって」

　わたしは即そく座ざに答える。ここに取り残されるのは嫌だった。

　それでも、彼女の表情は変わらなかった。

「ほんとにあたしたちと一緒に行きたいの？」

　わたしはうなずいた。血の気のない彼女の唇くちびるからため息が洩もれる。ややあって、彼女は重たげに口を開いた。

「この一ヶ月で、あたしたちの仲間の多くがテリオンに殺されているの。ここが襲おそわれたみたいにね。今もあたしたちはテリオンに追われているわ……ここへ来たのは、あんたを助けるためじゃない。使える戦器オニクスが残っていないか見に来ただけ」

　あんたも酷ひどい目に遭あったものね、という彼女の言葉を思い出した。彼女は重い怪け我がを負っている。彼女もわたしと同じように──ひょっとするとわたしよりもずっと──「酷い目」に遭ったのかもしれない。

「でも、あんたの顔はまだ奴やつらにも知られてないはずよ。あたしたちと一緒に行くより、もう少し時間を置いてから一人でここを出た方が安全だと思う。この近くの町は監かん視しされているだろうけど、尾根づたいに東へ向かって歩いていけば、奴らに見つからずに逃げ切れるかもしれない」

　彼女は言葉を切り、わたしの顔を見つめた。

「それでもあたしたちと一緒に行く？」

　わたしはもう一度うなずいた。わたしは自分の選択の重みをきちんと理解していなかった。彼女と一緒に行きたいというよりは、一人になりたくなかっただけだ。

「……テリオンと戦うことになるわよ」

「別にいい」

　と、わたしは答える。
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「わたしにはテリオンと戦う使命があるから」

　それは施設にいた大人おとなたちから教え込まれた言葉だった。お前はいずれテリオンと戦う戦士ミレスになるのだと。わたしはそれを当然だと思っていた。他のことを教えてくれる人間が誰もいなかったからだ。

　彼女はしばらくの間、暗い目つきで佇たたずんでいた。この時、彼女がなにを思っていたか、今なら分かる気がする──テリオンは子供だからといって容よう赦しやしない。それでも、「組織」には少しでも多くの戦力が必要だった。たとえそれが年とし端はの行かない子供だったとしても。

　彼女はためらいを振り切るように顔を上げる。そして、わたしに向かって手を差し伸べてきた。わたしはすがりつくように両手でそれを摑つかむ。

「じゃあ、行きましょう。ヒナコ」

　きっぱりと言った。わたしたちは手を繫つないで歩き出す。

　部屋の外へ出ようとした時、彼女の低いつぶやきが聞こえた。

「……あんたを連れ出してくれる人が、他にいれば良かったのにね」




　　　　＊




　目を開けると一面の青空が目に飛びこんでくる。制服の背中越ごしにひやりとしたコンクリートを感じた。わたしは学校の屋上に寝ころんでいる。

　ほんの少しの間、わたしは眠っていたらしかった。

　あれからもう八年経たつ。一夜にして壊かい滅めつしたあの施設──クロノクレイドルを出たわたしは、彼女から戦士ミレスとして必要な知識と技術を叩たたきこまれた。

　わたしは成長したと思う。あの時、震えながら膝ひざを抱えていた少女はもういない。でも、心の片かた隅すみにはいつもあの地下室で一度だけ話した男の子がいた。

　時々、わたしは考えることがあった。

　もしあの夜、約束通りにあの子と会えていたら、わたしは今いま頃ごろどうしているだろう。そして、今あの子はどこでなにをしているんだろう……

　でも、まさかもう一度彼と会えるとは思っていなかった。

「やっぱりここにいたのか」

　突然、声が降ってくる。いつのまにかわたしを一人の男子生徒が見下ろしていた。八年前、クロノクレイドルで初めて会った時の面おも影かげはかすかに残っている。わたしは目を閉じて胸の鼓こ動どうを鎮しずめようとした。

　彼はわたしと初めて出会った時のことを憶おぼえていない。彼のことをわたしがどう思ってきたかも知らない。

「もうすぐ昼休み終わるぞ」

　わたしはそれでも動こうとしなかった。こうして彼と二人きりでいたいような、今すぐどこかへ行って欲しいような──ちぐはぐな、もどかしい気持ちだった。

「なんか考えごとか？」

「別に……空が遠いなあって」

　とっさにわたしは噓うそをつく。彼も空を見上げて、まぶしそうに目を細める。

「ほんとに空そら見るの好きなんだな」

「……うん」

　わたしは小声で言った。

　空なんかどうでも良かった。

　──本当は、君のことばかり考えていた。







　　　第一章　彼女の帰還
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　辺りには夕ゆう闇やみが迫りつつある。カラスの鳴き声に混じって、犬の遠とお吠ぼえが聞こえた。

　東とう堂どう友とも典のりと篠しの宮みや拓たく也やは線路沿ぞいの道を歩いている。二人は東堂学園から家へ帰る途中だった。

　友典の方は背が高く、茶色の髪と日焼けした肌はだが目立つ。サーファーかライフセーバーかという外見には今ひとつ学校の制服は似に合あっていない。隣となりにいる拓也に向かってまめに話しかけている。

　拓也の方は少し険けんのある目つきを除けばごく目立たない容よう姿しだった。ただ、大きな黒いケースを手に提さげている。形は楽器のケースに似ているものの、奇き妙みように頑がん丈じような造りでしっかりとした錠かぎも取り付けられていた。

　友典はその中になにが入っているかよく知っている。金色に輝く大剣クレイモアの戦器オニクス・金きん焰えんイグニス・アウルム。数少ない金色の戦器オニクスの一つだった。

　拓たく也やは金色の戦器オニクスを使いこなせる唯ゆい一いつのアルカミレスだ。それが彼のものになって以来、テリオンたちは拓也の命を狙ってこの町へとやって来る。つい二週間前にも、拓也は同じアルカミレスの日ひ向な子ことともに、「瞑めい目もくの星せい火か」の称しよう号ごうを持つテリオン・榛はる名な毬まり子こと戦ったばかりだった。

「そういえば、日向子はどうして学校に残ったんだ？　なにか用事あったのか？」

　友とも典のりは話しかけたが、拓也の返事はない。なにか物思いに耽ふけっているようだった。

「拓也？」

　彼ははっと顔を上げた。

「ん？……ああ、なんか亨きよう司じと話があるって」

　大おお江え亨司は拓也と日向子のサポート担当だった。あまり授業には出てこないが、一応は友典たちと同じクラスに在ざい籍せきしている。

「なんの話か日向子から聞いたか？」

　拓也や友典を交えずに二人だけで話すのは、「方舟アルカ」にとってあまり良くないことが起こった時が多い。

「……別に」

　と、拓也は素そっ気けなく言う。友典の表情がくもった。それでも、日向子は拓也にある程度の事情を説明しているはずだ。おそらくちゃんと聞いていなかったのだろう。

　このところ拓也の様よう子すはおかしかった。塞ふさぎこんでいるか、苛いら立だっているかのどちらかで、人の話もろくに聞こうとしない。友典はその原因を知っている。

　ちらりと拓也の右手に視線を走らせた。制服の袖すそからかすかに黒いリングのようなものが覗のぞいている。

「それ、まだ着けてるのか？」

　と、友典は尋たずねた。二週間前、アパタスという猫の姿をしたテリオンが身につけていた「首輪」で、これも戦器オニクスの一種らしい。拓也たちにこのリングを託たくした毬子の話では、空中を浮ふ遊ゆうするクランテリオンの拠きよ点てん・「城カストラ」の位置を指し示すことも出来るという話だった。

　しかし、拓也たちの誰が身に着けてもこのリングはまったく反応せず、調べても原因は分からなかった。せっかく手に入れた「城カストラ」への手がかりが役に立たない──拓也が情じよう緒ちよ不安定なのはそのせいだった。

「……相変わらず、なんにも起こらないけどな」

　拓也は自じ嘲ちよう気味に笑った。そう言いながら、このリングを外そうとはしていない。内心はまだ期待しているのだろう。

「城カストラ」にはクランテリオンに攫さらわれた篠しの宮みや礼れ菜なが監かん禁きんされている。彼女は拓也が助けに来るのを待っているはずだ。拓也にとって礼菜を取り戻すことはなによりも大切なことだった。そのために彼はアルカミレスになったのだから。

「そういえば、榛はる名なからまだ連絡はないんだよな」

　拓たく也やが問いかけてくる。友とも典のりは首を振った。

「うん……今のところは」

　毬まり子こと連絡を取ろうとして、彼女の携帯に何回かかけていたが、いつも電源が入っていない状態だった。向こうからも連絡してくる気配はない。友典の携帯の番号が書かれたメモを持っているはずなのだが。

（……なにかあったのかな）

　友典は嫌な予感がしていた。リングが反応しないことも、毬子と連絡が取れないことも、なにかの予よ兆ちようのような気がする。自分たちが気付かないうちに、想像もつかない危機が迫っているような──。

「……ん？」

　不意に拓也が立ち止まる。つられて友典も足を止めた。

「どうかしたのか？」

「なんか変な声がしなかったか？」

「変な声って？」

　拓也はちょっと考えこんだ。

「女の悲鳴……かな。よく分かんねえけど」

　友典はあたりを見回した。彼らの立っている道路の右手には線路が延びていて、左手にはぴったりと扉とびらの閉ざされた古い倉庫が並んでいる。

「誰もいないな」

　と、友典は言った。しかし、拓也は線路の向こう側をじっと見み据すえている。雑ざつ草そうの枯れかけた空あき地が広がっているだけだった。

「あっちから聞こえたのか？」

　拓也は軽くうなずく。その時、友典の耳にもはっきりと甲かん高だかい声が聞こえ始めた。悲鳴というよりは獣けものの唸うなり声に近い。冷たいものが首くび筋すじを撫なでていった。

「なんだ、あれ」

　獣を真ま似ねているが、明らかに人の声だった。ただのいたずらにしては得え体たいが知れない。普通の人間がすることとは思えなかった。

　友典はごくりと唾つばを吞みこんだ。

（ひょっとして……）

　この声の主は本当に人間ではないのかもしれない。友典は周囲に誰もいないことを改めて意識する。拓也を待ち伏せるとしたら絶好の場所だ。

　拓也は戦器オニクスの入ったケースを持ち替えると、音を立てずに鍵かぎを開けた。彼も友典と同じことを考えているようだ。

「……ちょっと様よう子すを見てくる。ここから動かないでくれ」

　拓たく也やはそう言って、線路の柵さくの方へ歩き出そうとした──。

「わん、わん、わん」

　いきなり空あき地から脳のう天てん気きな犬の鳴き真ま似ねが聞こえてきた。友とも典のりと拓也は思わず顔を見合わせる。唸うなっている時は気が付かなかったが、どこかで聞き覚えがある声だった。

「だ、誰かいるのか？」

　拓也はおそるおそる声をかける。すると、

「いますよー」

　という緩いテンポの返事とともに、茂みのかげからパーマをかけた長い髪の少女がひょいと顔を出す。友典たちの全身からどっと力が抜けた。

　同じクラスの国くに立たちはる華かだった。

「あれあれあれ。篠しの宮みやくんと東とう堂どうくんだー」

　彼女は茂みから完全に姿を現す。制服を着たはる華は、雑種らしい白い犬を胸に抱いている。毛づやが悪く、首輪もしていないところを見ると、このあたりにいる野の良ら犬いぬらしかった。

「こんにちはー」

　はる華はいきなり犬の前足を摑つかむと、友典たちに向かってぶんぶん振ってみせた。黒い肉にく球きゆうが左右に揺れる。はる華に馴なれているのか、犬はまったく抵抗しなかった。

　ふと、彼女は不ふ思し議ぎそうに首をかしげる。

「んー、二人はこんなところでなにしてるの？」

「え……なにって……」

　友典は口ごもった。なにをしているのか分からないのは、どう考えてもはる華の方だった。そもそも彼女は学園の敷しき地ち内の寮りように住んでいるはずだ。この道は彼女の通学路ろですらない。

「俺らは家に帰るとこだけど。国立さんは？」

「友達とお喋しやべりしてました！」

　はる華は力強く答える。他に誰かいるのかとつい彼女の周囲に目を凝こらした。しかし、空き地に立っているのは彼女一人だった。

「友達ってあの犬のことか……？」

　拓也がぼそっと言った。

「……じゃないかな。多分」

　吠ほえたり唸ったりしていたのも、あの犬との「お喋り」だったらしい。友典はそれ以上尋たずねる気力を失くした。

（なんなんだろう、この人は……）

　はる華は学校でも有名な変わり者で、最近はクラスの生徒たちも彼女の言動をいちいち気に留めていない。友達らしい友達は日ひ向な子こぐらいだが、かといって疎うとまれているわけでもなかった。皆、なんとなく珍しい小動物を見守るような気分で彼女に接している。

「行くか。そろそろ」

　拓たく也やの声に友とも典のりは我に返った。

「あ、うん……そうだな。じゃあ、国くに立たちさん。また明日あした」

「うん。また明日ー」

　はる華かは満面の笑みで犬の前足を振った。




　　　　２




　最後の患かん者じやが帰ってから、東とう堂どう世せ津つ子こは待合室の窓を開けた。彼女の診しん療りよう所じよは駅前商店街の外れにある。商店の立ち並ぶ狭いメインストリートを人々がせわしなく行き交っている。彼女は自分の肩を揉もみほぐしながらぐるりと首を回した。午後の診しん察さつが終わった今いま頃ごろが、一日のうちで最も疲れを覚える時間だった。

　もうそろそろ甥おいの友典も帰ってくる時間だった。友典の父親であり、彼女の兄でもあった東堂剛たけ広ひろがテリオンに殺されて以来、二人は一緒に暮らしていた。

　世津子は髪をまとめていたバレッタを取る。白はく衣いの肩にばさりとこぼれた黒くろ髪かみを一ひと振ふりして、彼女は空を見上げた。
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　朱しゆを流したような夕焼けが広がっていた。彼女はかすかに目を細める。空の色が鮮やかすぎて、胸むな騒さわぎがする。思わず目を逸そらして窓を閉めようとした──。

「あら？」

　彼女は窓のそばにある電信柱を見上げた。何週間か前、柱の真ん中あたりに箱形の機械が備え付けられた。友とも典のりから聞いた話では、テリオンが侵しん入にゆうしているかどうかを監かん視しするためのカメラらしい。同じものが町中に設置されているという。

　それがなぜか壊されていた。金属製の筐きよう体たいは押しつぶされたようにひしゃげ、台だい座ざから外れかけて、柱から伸びるケーブルでかろうじてぶら下がっている。

（……誰かのいたずらかしら）

　しかし、このカメラの存在を知っている人間はほとんどいないはずだ。いたずらにしては壊し方が念ねん入いりすぎる気もする。なんとなく気味が悪かった。

（また、なにか起こるのかもしれない）

　ほんの数ヶ月前まで、この古こ滝たき市は「テリオンのいない安全な町」だった。テリオン対策を管かん轄かつする安全対策庁ちようは月に一度「安全指し数すう」を発表しているが、この町はいつも「安全地帯ブルー」と評価されていた。

　しかし、この町に現れたテリオン──オフリス・ペインキラーに東とう堂どう剛たけ広ひろが殺されて、すべての真しん相そうが露ろ呈ていした。「安全地帯ブルー」の評価は表おもて向むきのものにすぎず、町の有力者だった剛広が、安全対策庁の担当者に賄わい賂ろを渡していた結果だった。世せ津つ子この兄は「安全」を求めている人々に高額な住宅などを売りつけて財を築いていた。

　それ以来、この町には定期的にテリオンが現れている。全国でも希け有うな「危険地帯レツド」の一つとされ、多くの住民が去って行った。一時は町の存そん続ぞくすら危ぶまれていた──が。

　最近、住民が再び増え始めていた。きっかけはこの町を中心に広まっている「赤い戦士」の噂うわさだった。古滝市には赤い鎧よろいのようなものを身にまとった謎なぞの「戦士」がいて、テリオンから住民を守っているという。それを聞きつけた人々が、出て行った人々と入れ替わるように引っ越して来ていた。今のところは噂以上のものではなく、「戦士」が本当に人々を守ってくれる保ほ障しようなどなにもないのだが、わずかな希望でもすがりつきたくなる気持ちは世津子にも分かる。

（あの子たちがまた危ない目に遭あわなければいいけど）

　世津子はその「戦士」が篠しの宮みや拓たく也やだと知っている数少ない人間だった。彼が常に命の危険に晒さらされていることも、嫌というほど知っている。それでも、彼女は戦いをやめるよう言ったことはない。彼が戦っているのは、誘ゆう拐かいされた礼れ菜なを助け出すためだからだ。

　八年前、拓也と礼菜が篠宮家に引き取られてから、二人は世津子にとって家族のようなものだった。拓也と礼菜の結びつきの強さも間ま近ぢかで見てきた。テリオンから礼菜を取り戻すという彼の意い思しを止めることは出来ない。

　礼菜がいなくなってからもう四ヶ月経たつ。今いま頃ごろ、あの子はどうしているだろう──。

「なにか心配事ですか？」

　世せ津つ子こは悲鳴を上げそうになった。いつのまにか待合室に地じ味みなスーツを着た小こ男おとこが入ってきていた。着ているものはこざっぱりとしていたが、無ぶ精しようひげのせいでどこかだらしなく見える。多少老ふけて見えるが、年ねん齢れいは三十代の半なかばというところだった。

「高たか橋はし……さん？」

　かろうじて彼女は言う。まだ動どう悸きが収まらなかった。

「すいませんね。勝かつ手てに入ってしまって」

　とても反省しているとは思えない口く調ちようで謝ってきた。

「なにか御用ですか？　理事長先生」

　彼女は素そっ気けなく言った。相手が誰なのか分かると、むかむかと腹が立ってきた。滅めつ多たに人を嫌うことのない彼女だが、この男だけは例外だった。

　高橋は安全対策庁ちようの元職員で、彼女の兄から金を握らされてこの町の「安全指し数すう」を操作した張ちよう本ほん人にんだった。剛たけ広ひろの死後、安全対策庁を半ば追われる形で退職し、いつのまにか東とう堂どう学園の理事長の座に納まっていた。

「理事長は飾りですよ。それぐらいはご存じでしょう？」

　世津子の皮ひ肉にくに、高橋は卑ひ屈くつな笑みを浮かべた。この男と兄が行った不ふ正せい行為で、大おお勢ぜいの人々が不利益を被こうむっている。オフリス・ペインキラーによる被害が大きくなったのも、彼らがテリオンの情報を隠いん蔽ぺいしていたからだ。

　彼女の兄は死によって十分に報むくいを受けたと言える。しかし、この男は前の仕事を失いはしたが、よりによってこの町で新しい職を得てのうのうと生活している。生き真ま面じ目めな世津子にはこの男の厚こう顔がんさが理解できなかった。

「そうですか。わたしはよく存じませんけど」

　実質的に東堂学園を運営しているのは、拓たく也やの仲間である大おお江え亨きよう司じだという話だった。亨司は関西の資産家の息子むすこで、拓也たちを資金面でサポートしているらしい。それ以上のことは聞いていないし、彼女も深くは立ち入るつもりはなかった。

　しかし、そう言った途と端たん、高橋の顔に拍子抜ぬけしたような表情が浮かんだ。どうやら当てが外れたらしい。

（なにかしら）

　そういえば、兄の死後に顔を合わせるのは初めてだ。わざわざここへ来たのは理由があるはずだ。

「大江亨司については、あまりご存じないんですか？」

　念ねん押おしをするように高橋は言った。

「……ええ」

　戸と惑まどいながら世津子は答えた。亨司とはほとんど会話らしい会話を交わしたことがない。風ふう変がわりな少年のようだったが、莫ばく大だいな財産を持っているとああなるのかもしれない、と思っただけだった。

　友とも典のりはよく亨きよう司じと一緒にいるらしいが、家でもほとんど彼について話さない。話すことを避けているような気がする。

「実はわたしもよく知らないんですよ。わたしの雇やとい主なんですがね」

　高たか橋はしは意味ありげに世せ津つ子こを見つめる。居い心ごこ地ちの悪い沈ちん黙もくが流れた。明らかにこちらの反応を窺うかがっている。一体なにを言いたいのか、はっきり問いただそうとした時、突とつ然ぜん高橋が口を開いた。

「あなたが調べることは出来ませんかね」

　世津子は自分の耳を疑った。

「……なんですって？」

「だから、大おお江え亨司の素す性じようを探って欲しいんですよ。わたしも色いろ々いろ調べたんですが、分からないことだらけでしてね」

　啞あ然ぜんとする彼女に向かって、高橋は畳たたみかけるように言った。

「あなたなら連れん中ちゆうに信用されている。さすがに亨司本ほん人にんは口を割らんでしょうが、他の三人……久く慈じ日ひ向な子こ、篠しの宮みや拓たく也や、それにあなたの甥おい御ごさん、彼らなら喜んで話すと思いますよ。別になにもかも探り出せって言ってるんじゃありません。ちょっとした手がかりでいいんです。世せ間けん話のついでに見聞きしたことをわたしに……」

「帰って下さい！」

　世津子は怒りに声を震わせた。この男はスパイになれと言っているのだ。

「わたしがそんなことをするはずが……」

　そこまで言いかけてはっと口をつぐむ。こんな申し出を受けるはずがないことなど、この男は百も承しよう知ちのはずだ。それなのにどうして──。

「……赤い戦士」

　高橋は薄うす笑わらいを浮かべて言った。

「え？」

「あれ、篠宮拓也のことでしょう？」

　世津子は思わず息を吞んだ。

「一体、なにをおっしゃってるんですか？」

「いやいや、別にとぼけなくても結けつ構こうですよ。あなたはご存じのはずだ……なにしろ、あなたの患かん者じやですからね」

　背せ筋すじに冷や汗が伝った。彼女はテリオンとの戦いで傷ついた拓也たちを何度も治ち療りようしている。しかし、この男はそれをどうやって調べ上げたのだろう。それこそ拓也たち以外は誰も知らないはずだった。

「昔、わたしはこの手の情報を探り出す仕事をやってましてね。亨きよう司じに雇やとわれたのも、そういう方面の特技が買われたせいです。今いま言った程度のことを調べるのは簡単なんですよ」

　彼女の動どう揺ようを見て取ったのか、高たか橋はしは先回りするように言った。

「テリオンと同じ武器を使ってテリオンと戦う連れん中ちゆうがいるっていう噂うわさは前々から聞いてたんです……前に話したでしょう？　ほら、東とう堂どうさんの家で夕食をご一緒した時ですよ。あの夜のあなたはなかなか魅み力りよく的でした」

　世せ津つ子こもその夜のことは憶おぼえている。剛たけ広ひろが殺される直前で、兄は明らかに世津子を高橋に引き合わせようとしていた。彼女にとってはお世せ辞じにも楽しい夜ではなかった。

「あの時はわたしも全然信しんじていなかった。まさか本当にそんな連中がいるなんてね……とにかく、篠しの宮みや拓たく也やは普通の人間じゃない。テリオンと似たようなもんです」

　彼女はきっと高橋を睨にらみつけた。

「あの子は人間です。わたしは彼が子供の頃からずっと……」

「子供の頃って、せいぜいこの八年だけじゃないですか。篠宮和かず男お氏に引き取られる前、どこでなにをやってたのか、本人も憶えてないんでしょう。あなただって知らないはずだ」

　世津子はぞっとした──この男は拓也の過去まで調べ上げている。彼はさらに興きように乗って話し続けた。

「もちろん、篠宮礼れ菜なについても調べましたよ。どうも彼女も普通の人間じゃなさそうですね。テリオンが人間を誘ゆう拐かいすることはたまにありますが、だいたいは暇ひまつぶしになぶり殺しにするだけだ。しかし、彼女の死体は未だに見つかってない……ということは、まだテリオンに生かされているかもしれない。それだけの価か値ちがあればの話ですが」

　礼菜が殺されるはずはなかった。彼女はクランテリオンの幹部で、かつて東京の一部を消した「災さい厄やくの絶ぜつ星せい」・ルスラン・ヴォルクの実の妹だ。どうやらこの男はまだそこまで嗅かぎつけてはいないようだ──しかし、この調子ではいつ気付くか分からない。

「……あの子たちのことを嗅ぎ回ってなにがしたいんですか？」

　と、世津子は言った。相手の話を認めることになると分かっていたが、もう黙って聞いていられなかった。

「それです」

　優秀な生徒の解答を褒ほめる教師のように、高橋は人差し指を立てた。

「正直なところ、わたしは篠宮拓也たちが誰なのか、なにをしているかなんてことはどうでもいいんです。知りたいのは大おお江え亨司の秘密なんだ。そのためにあなたに協力をお願いしているんです」

「……協力でもお願いでもないでしょう？」

　おそらくは脅きよう迫はくだ。それが目的でなければ、わざわざこんなことを調べ上げる必要はない。精せい一いつ杯ぱいの彼女の皮ひ肉にくに高橋は低い声で笑った。

「この近辺に出しゆつ没ぼつする『赤い戦士』の噂うわさが、どうしてこうも短たん期間に広まったのか分かりますか？」

　突然の質問に世せ津つ子こは面めん食くらった。沈ちん黙もくを答えだと受け取ったらしく、高たか橋はしは言葉を続けた。

「大おお江え亨きよう司じの指し示じで、わたしが各方面に情報を流しているからですよ。かといって、噂に信しん憑ぴよう性がありすぎると、安全対策庁ちようが本格的な調査に乗り出してきてしまう。『噂』程度に留めておくのはそれなりのテクニックも必要でしてね……しかし、ここでわたしが今とは違うことを始めたらどうなると思いますか？」

　ぐっと高橋は身を乗り出してくる。世津子はそれを避けるように背を反そらした。

「……本当のことをすべて公表する、ということね？」

　正体を知られれば、礼れ菜なを取り戻すことが出来ても出来なくても、拓たく也やは二度と普通の生活には戻れなくなる──しかし、高橋はがりがりと頭をかきながら首を横に振った。

「その程度では行動が制限されるだけで済んでしまいますよ。場合によっては、本当のヒーローに祭り上げられてしまうかもしれない」

「え……それじゃ……」

「彼こそテリオンだという情報を流すんです。この町で起こった事件も全て彼の犯はん行こうだということにしてしまう……なにしろ、彼はテリオンによく似ていて、いつもテリオンの起こす事件の周辺にいます。実際、安全対策庁は『赤い戦士』もクランテリオンの一員と見なしているようです。信じさせるのは簡単ですよ」

「そんなこと……」

　あなたに出来るわけがない。そう思いたかったが、確信は持てなかった。

「ご存じないかもしれませんが、今の政府の方針ではね、戦器オニクスを持つ者はそれだけで『排はい除じよ』……つまり、殺害の対たい象しようになってるんです。わたしがその気になれば、彼のところに安全対策庁の特別排除部隊ＳＥＴが殺さつ到とうしてきますよ」

　世津子の目の前が真っ暗になった。ようやく自分の置かれた立場を理解する。拓也たちを守りたければ、この男に情報を提供するしかない。それに、今いま聞いたことを誰かに相談することも出来ない。この脅きよう迫はくは口こう外がいの禁止も兼ねているのだから。

「あなたの目的はなに？」

　と、世津子は言った。

「どうして大江くんの情報を欲しがっているの……？」

　答えが返ってくるとは思っていなかった。わざわざ彼女に手の内を明かす必要はないからだ。しかし、高橋はあっさりと答えた。

「金ですよ」

　世津子は啞あ然ぜんとした。

「……お金？」

「大おお江え亨きよう司じはなにかの秘密を持っている。わたしの目的は彼が持っている莫ばく大だいな財産でね。その一部をいただくために、彼を強ゆ請する材料が欲しいんです」

　怒りよりも哀あわれみに近い感情が湧わき上がってくる。もっと複雑な事情があるのかと思っていた。目の前にいるこの男がひどくちっぽけに見えた。

「どうかしましたか？」

　高たか橋はしは不ふ審しんそうに目を細めた。

「一体、あなたはなにをしているの？」

　と、世せ津つ子こは言った。

「……は？」

「人のことを嗅かぎ回ってお金を脅おどし取ることが、あなたのしたいことなの？」

　高橋や世津子よりもずっと若い拓たく也やたちが、傷つきながら命がけでテリオンと戦っている。もともと彼らが望んだ戦いではないというのに。それにひきかえ、この男は自分の私し利り私し欲よくしか頭にない。

「恥はじを知れと言いたいんですか？」

　世津子は正面から彼の目を見み据すえる。

「その必要はないわ。わたしの質問にはっきり答えないのは、あなたがもう自分を恥じているからでしょう」

　一いつ瞬しゆん、別人のように暗い真剣なまなざしが高橋の顔をよぎった。若い頃はこんな目をしていたのかもしれない、と世津子は思った──しかし、すぐに薄うす笑わらいを取り戻して、両手を広げた。

「わたしにはね、したいことなんてないんです。他にすることがないからこうしてるだけですよ」

　彼は診しん療りよう所じよのドアに向かって歩き出した。世津子はそれを見送りながら、ふとあることに気付いた。単なる欲だけで金を必要とするとは限らない。ひょっとすると、なにかそうしなければならない事情があるのかもしれない。

「……まあ、良きにつけ悪あしきにつけ、人生には目的があった方がいいんでしょうがね。そういうものを見つけるのは、案あん外がい大変なんですよ。誰にでも出来ることじゃない」

　彼はドアの前で立ち止まり、世津子に軽く会え釈しやくした。

「また日を改めて話しましょう、先生。それじゃ、また近いうちに」

　高橋は診療所の外へ出て行った。夕ゆう闇やみがさっきよりもずっと濃くなっている。友とも典のりが戻ってくるまで、世津子は明かりも点つけずに待合室に佇たたずんでいた。
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　東とう堂どう学園の生徒会室。

　日ひ向な子こは窓まど際ぎわに置かれた会議用の椅い子すに座っている。開いた窓から入りこんだ秋の風がつややかな長い髪を揺らしていた。切れ長の目と抜けるような白い肌はだ。蔭かげのある整った顔立ちは年ねん齢れいよりも大人おとなびて見える。

　彼女は黒くろ目めがちの瞳ひとみを外に向けた。

　グラウンドにはもう日の光は当たっていない。地面を覆おおっている紺こん色いろの影がゆっくりと濃くなりつつあった。携帯で時間を確かめると、夕方の五時近くになっている。ここにいるのは亨きよう司じに呼び出されたからだ。しかし、急な用事が入ったのか、彼は一向に現れなかった。

（うちに連絡した方がいいかもしれない）

　うちというのは彼女が下宿している篠しの宮みや家けのことだった。なにも言わなければ心配をかけてしまうだろう。それに今日は夕食の準備を手伝うことになっている。家に帰るのが少し遅れると断っておきたかった。

　──うち。

　わたしのうち。

　いつのまにかそう考えていたことに気付いて、彼女ははっとした。

　彼女はすっかり篠宮家の生活に馴な染じんでいた。ずっと以前からあの家に住んでいたように思える時すらある。しかし、そのことに後ろめたい気持ちを抱き続けていた。

　理由は自分でも分かっている──礼れ菜なのことだ。もし彼女が戻ってきた時、自分の家にろくに知りもしない人間が住んでいたらどう思うだろう。礼菜の代わりに居い座すわってしまったようなものだった。

　そのことを和かず男おに相談したこともあるが、彼はまったく取り合おうとしなかった。「友達が増えれば礼菜も嬉うれしいだろう」と笑っただけだった。そんなに簡単なことではないと思うのだが、和男が自分を受け入れるつもりでいてくれることは嬉しかった。

　ドアの開く音が聞こえて、彼女は我に返った。

「遅れてすまなかった」

　そう言いながら亨司が生徒会室に入ってきた。

「……なにかあったの？」

　と、日向子は言った。

　亨司は壁に埋め込まれた巨大なモニターに歩み寄ると、電源のスイッチを入れた。

「ちょっと……とにかく、これを見てくれないか」

　彼は壁のモニターを指さした。細かく分割された画面の一つ一つに、この町の様々な場所の今の映像が映し出されている。先せん月げつ亨司が完成させた、古こ滝たき市し全体を監かん視しするシステムだった。二十四時間態たい勢せいでスタッフが常じよう駐ちゆうする監視センターは別の場所にあるが、ここからもカメラの映像を確認することが出来る。

「映っていないカメラがあるわ」

　モニターの一部の区画が、まるで虫むし食くいのように空白になっている。

「昨日きのうあたりから誰かにカメラを壊されてるんだ」

　と、亨きよう司じは言った。

「誰に？」

「まだ分からない。それを今まで調べてたんだが、手がかりが摑つかめなくてね」

　日ひ向な子こはモニターを見つめた。壊されたカメラは少なくとも二十を超えているようだ。

「壊されたカメラに、犯人が映らなかったの？」

　カメラを破壊するにはレンズにも近づく必要があるはずだ。しかし、亨司は肩をすくめた。

「いや、それが死し角かくの多い場所にあるカメラが狙われていてね。今のところ犯人らしい者の姿は映っていない。目もく撃げき者もまだ見つからないんだ」

　その時、画が像ぞうのうちの一つがまたぶつりと途と切ぎれた。亨司は小さく舌した打うちをする。

「こんな風ふうに一つずつ壊されていってる。こっちも順番に修理はしているけど追いつきそうもない。メンテナンスのスタッフは限られているんでね」

「テリオンの仕し業わざということ？」

　と、日向子は尋たずねる。亨司はしばし考えこんでから、いや、と首を振った。

「なんとも言えないな。人間に不可能な犯行というわけじゃない。それに、犯人はこの町の地理に明るいようだし」

「町の人がこんなことをする理由はないと思うけど」

「……実はそこまで言い切れないんだ」

　亨司は少し言いにくそうに顔をしかめた。

「この監かん視しシステムを設置するにあたって、ぼくは市民に広くコンセンサスを取ったわけじゃない。そんな時間もなかったからね。カメラの存在すら知らない人が大たい半はんだけど、市議会では何回か議題に上がってるんだよ。プライバシーの侵しん害がいじゃないかっていうことでさ。もちろん今のところ大きな騒ぎじゃない……でも、それを知った者が便びん乗じようしていたずらをしている可能性はある」

　日向子は目を閉じて考えこむ。確かに亨司の言う通り、人間の犯はん行こうかもしれない。しかし、もしテリオンが糸を引いていると仮定すると、計画の周しゆう到とうさは今までのテリオンの比ではない。犯人が人間である可能性をちらつかせて、こちらの混乱を誘うのも計画のうちということになる。

　これだけでは狙いがなんなのか分からない。ただ、テリオンの仕業だとしたら、これは単なる前ぜん兆ちように過ぎないことははっきりしている。この後、もっと重大な危機が自分たちを待ちかまえているはずだ。

「とにかく、まだ結論を出すのは早いと思う。ぼくの方は情報を集めながら犯人を捜していく。日向子も注意しておいて欲しい。この前まえ作らせた雪花鎧アルヌワ・ブラン用の装備も、もう一度見てくれた方がいいかもしれない」

「ええ。そうね」

　つい先日、特注で作らせた彼女専せん用ようのプロテクターが届いたばかりだった。まだ最終的な調整が終わっていなかったが。

（準備だけはしておいた方がいい）

　なにごともなければ、それに越したことはないのだから。

「そういえば、高たか橋はしがここに来なかったかな？」

　突然、亨きよう司じが話題を変えた。

「わたしがここにいる間は来ていないけど」

「ふうん」

　亨司は笑い混じりにつぶやいた。

「……一体、どこで遊んでるんだろうな。あの男は」

　日ひ向な子こは亨司を凝ぎよう視しした。口く調ちようは軽かったものの、鈍く光った両目はにこりともしていない。メガネ越しに虚こ空くうの一点をにらみつけている。なんとなくぞっとさせる目付きだった。

「亨司」

　彼女が声をかけた途と端たん、いつもの亨司に戻る。なにかの見けん間とう違ちがいだったかもしれないと思った。

「他にも話があるんでしょう？」

　監かん視しカメラの破壊は突発的な出来事で、もともとの用件は別だったはずだ。

「ああ、そうそう。忘れるところだった……例のアパタスの首くび輪わのことを訊きこうと思ってたんだ。その後、どうしてる？」

　日向子の胸がかすかにうずいた。

「……拓たく也やが持っている。相変わらずなにも起こらないけど」

　毬まり子こが置いていった黒いリングの戦器オニクスを、拓也はいつも身につけていた。しかし今は「城カストラ」の場所を指し示すわけでもなく、ただ彼の手首を飾っているだけだ。

「君からもそろそろやめるように言うべきじゃないのかな。あのテリオンが本当のことを言ったかどうかも分からないだろう。しょせんは敵の置いていったものじゃないか」

「……ええ」

　日向子は生なま返事をした。このリングで「城カストラ」の場所が分かるのか、亨司はずっと疑っていた。相手は所しよ詮せんクランテリオンだから信用しない方がいい、連絡がないのはその証あかしだ、と。

　日向子は毬子が意図的に噓うそをついたとは考えていなかった。ただ、あのリングがどういった戦器オニクスなのか知らなかった可能性はあると思っていた。もともとアパタスの戦器オニクスで、毬子が使っていたわけではないのだ。

「でもわたしが言っても、今の拓也は聞かないと思う」

　今、彼の心を占めているのは礼れ菜なのことだ。彼女のテリオンとしての覚かく醒せいが近いと毬まり子こははっきり言っていた。拓たく也やはその前になんとしても「城カストラ」へ行き、彼女を助け出そうと焦っている。

「せめて深み月つきさんが戻ってきて、もう一度あれを調べるまで待つべきだよ。彼女も心配していたじゃないか」

　今、鮫さめ石いし深月は瀬せ戸と内ない海かいに浮かぶ小さな島に向かっている。ルスラン・ヴォルクが重要な儀ぎ式しきのためにその島へ行った、という情報を摑つかんだせいだ。「儀式」はクランテリオンが結成以来密ひそかに進めてきた計画に関係しているようだが、詳しいことはクランテリオンの内部ですら限られた者しか知らないらしい。

　今のところ分かっているのはその「儀式」の名前だけだった──「聖婚ヒエロス・ガモス」。

「君から見て拓也の調子はどうなんだ？……その、体の方は」

　と、亨きよう司じは言った。

「もう問題ないと思う。この前戦った時の傷もほとんど治っているし」

　拓也は毬子との戦いの時、戦器オニクスで胸を刺された。背中まで突き抜けるほどの深い傷だったが、奇き跡せき的に心しん臓ぞうなどの重要な器き官かんをすべて外れていた。

「本当に拓也の外殻クラスタは動いたのかな？」

　二人の間に沈ちん黙もくが流れた。

　拓也は自分の赤い鎧よろい──外殻クラスタが時々自みずからの意い思しで動いているようだ、と言っている。戦いの時に毬子も同じようなことを口にしていた。拓也の戦器オニクスが内ない臓ぞうをずらして、致ち命めい傷しようを避けたのだと。

「外殻クラスタが意思を持って動くことなんてありえない。そういう機能は最初から存在しない……筋肉のようなものだもの」

　もともと、戦器オニクスはテリオンの肉体に強く作用する仕組みになっている。人間としての肉体を内部に、テリオンとしての肉体を外部に「反転リトウルネ」させるのだが、そのようにして活性化した肉体組織はテリオンの脳にも影えい響きようを及およぼす。結果として彼らは人類への敵意と強い闘争本ほん能のうに目覚めてしまう──日ひ向な子こはそう教えられている。

　アルカミレスとはテリオンの肉体組織に似た外殻クラスタを人間に埋め込むことで作り上げられた「戦士ミレス」だった。戦器オニクスはアルカミレスがテリオンであると「誤ご解かい」して、外殻クラスタを外部に出現させる。アルカミレスの体──特に神経系けいは外殻クラスタとの連れん携けいに耐えられるよう強化されているが、外殻クラスタそのものはあくまで特殊な筋肉とキチン質の融ゆう合ごう体たいに過ぎなかった。

「じゃあ、結局は拓也の錯さつ覚かくってことかい？」

　日向子は首を横に振る。外殻クラスタが動くとしたら、もう一つ別の可能性がある──ある意味ではそちらの方が驚くべきことだった。

「拓也が無意識のうちに動かしているのかもしれない……彼の意思で」

　普通のアルカミレスには、人間にとって異い物ぶつである外殻クラスタを完全には制せい御ぎよ出来ない。戦器オニクスの力を借りても、体外に出ることと、体内に戻ること、その二つの命令をかろうじて行えるだけだ。その「命令」すら不完全で、外殻クラスタを全身くまなく身にまとうことも出来ない。しかし、拓たく也やの外殻クラスタだけは完かん璧ぺきだった。彼は金色の戦器オニクスを扱える唯ゆい一いつのアルカミレスでもある。

「さすが血刃の王ロワ・デ・ルジエというところかな」

　亨きよう司じは感心したように言い、それから表情を改めた。

「だったら、拓也がなにをしているか君はもっと気をつけるべきだと思うよ。拓也が特別なら、他のアルカミレス以上にあのリングに影えい響きようされるかもしれないじゃないか。あれは普通の戦器オニクスとはちょっと違う気がするしね」

　日ひ向な子こは唇くちびるをかんだ。深み月つきにも似たようなことを言われたことがある──拓也は特別な存在であり、それを守るのが日向子の役目だと。彼女には彼の安全を第一に考える責任があった。今のチームの中では日向子がリーダーなのだ。

「……分かった。彼に話すわ」

　拓也は感情的に反発するかもしれない。そう思った途と端たん、早くも心が萎なえかけるのを感じた。不意に自分の本ほん音ねに気付く。どうして今まで言い出せなかったのか、理由は簡単だった。

（わたしは怖いんだ）

　彼女は心の中でつぶやいた。

（拓也に、嫌われるのが）
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　キッチンにいても居間の時計が鳴っているのが聞こえた。窓の外はすっかり闇やみの中に沈んでいる。拓也はキッチンの隅すみに立ったまま、手首にはめた黒いリングを軽くさすっている。

「日向子さん、ちょっと遅いようだな」

　と、篠しの宮みや和かず男おが言った。紺こん色いろの作さ務む衣えと白いエプロンという妙みような出で立ちで、ボールの中の小麦粉こと卵と水をかき回している。テーブルの上には近くの湖で今け朝さ釣つり上げたワカサギとすでに切り終えた野菜が並んでいる。今夜のおかずは天ぷらだった。

「うん……」

　ぼんやりと夕食の支度したくを眺ながめながら、拓也は曖あい昧まいに返事をした。老人の料理はいかにも手て慣なれたものだった。妻を亡くしてからの一人暮らしが長かったと聞いている。八年前に拓也と礼れ菜なを引き取った後も、しばらくの間は彼が一人で家事のほとんどをこなしていた。

　その役は成長するにつれて礼菜に移っていったが、今はまた元に戻ってしまった。

（こんなとこでなにやってんだ、俺は）

　拓也の脳のう裏りには礼菜がルスランに連れ去れる瞬しゆん間かんが焼き付いている。助けて、と彼女は言った。あれから四ヶ月も経たってしまった。もうあまり時間は残っていない。テリオンとして覚かく醒せいすれば、礼れ菜なは人間としての生活には戻れないという。

　彼は黒いリングを固く握りしめた。これが「城カストラ」を指し示してくれれば、彼女を助けに行けるのに。どうして役に立ってくれないんだろう。

　どおん、と鈍い音がどこかから聞こえた。和かず男おはキッチンの窓に目をやった。

「この季節に雷かみなりか。珍しいな」

　拓たく也やはなにも言わなかった。雷なんかどうでもいい。それよりももっと大切なことが──。

「……それは礼菜のためになるのかね」

「え？」

　拓也は顔を上げる。礼菜、という名前に反応したのだ。老人は厳きびしい目で拓也を見つめていた。

「な、なんだよ」

「人の話もろくに聞かんで、そんな仏ぶつ頂ちよう面づらでいれば、礼菜はこの家へ帰ってくるのかね。だったら俺もそうするかな」

　和男は静かに言った。一いつ瞬しゆんなにを言われたのか分からなかったが、すぐに自分が注意されていることに気付いた。

「俺が礼菜の心配してなんか悪いのかよ」

　思わず拓也は言い返す。和男の次の言葉に身構えたが、もう彼は夕食の支度したくに戻っていた。ボールの中身をかき混ぜる菜さい箸ばしの音がかちかちと響ひびく。拓也が拍子抜ぬけし始めた頃、和男は口を開いた。

「ここ何日か、友とも典のりや日ひ向な子こさんとなにを話したか思い出せるか？」

「それが……」

　どうしたんだよ、と言いかけて、ちゃんと話をした記き憶おくがないことに気付いた。いや、二人には色々と話しかけられた気がする。自分がまともに返事をしなかっただけだ。

「礼菜の心配をしてるのは、お前一人だけか？」

　と、和男は言った。疲れのにじんだ声に拓也は胸を衝つかれた。彼女がいなくなって心を痛めているのは自分だけではない。和男にとっても礼菜は家族だった。それに、友典や日向子も礼菜を案じてくれている。ちゃんと分かっていたつもりだったのに、いつのまにか一人で礼菜のことを考えている気になっていた。

「……ごめん」

　拓也はうなだれて言った。

「俺より友典や日向子さんに謝りなさい」

　その時、居間に置いてある電話が鳴った。拓也が反応する前に和男がキッチンを出る。一人になった途と端たん、家の外から再び雷の音が聞こえた。さっきよりも少し近づいてきている。

　そういえば去年の今いま頃ごろ、こんな風ふうに天気が悪くなった日に、生徒会執しつ行こう部ぶの仕事で遅くなった礼れ菜なが「ちょっと迎えに来て」と電話をかけてきたことがあった。仕方なく出かけていくと、彼女はちゃんと傘かさを手に待っていた。

「傘持ってるのに、なんでわざわざ呼んだんだよ」

　拓たく也やが文句を言うと、礼菜は怒り出した。

「もう帰ろうって時に外が暗くなってて、天気が悪かったりすると、なんとなく迎えに来て欲しいもんなの！　素直に言うこと聞きなさいよまったく」

　要するに「夜道が寂しくて怖い」と言いたかったらしい。確かにこの家までの道は、日が落ちてしまうとほとんど人通りがない。

「日ひ向な子こさんからだったぞ」

　電話を終えて戻ってきた和かず男おが言った。

「用事が済んだので、これから帰るそうだ」

「これからって……」

　拓也は窓の方を見る。もう、いつ雨が降り出してもおかしくなかった。

　その時、三度目の雷かみなりが鳴った。用心深い日向子のことだから、傘ぐらい持って行った気がする。もし持っていなかったとしても、走って帰ってくるだけだろう。

　──でも。

（なんとなく迎えに来て欲しいもんなの）

　そういうものかもしれない。それに、早く彼女に会って謝りたかった。

「……俺、ちょっと迎えに行ってくるよ。雨降りそうだし」

　一いつ瞬しゆん、老人は目を瞠みはる──やがて、皺しわの深い頰ほおにほっとしたような笑みが浮かんだ。

「そうだな。早く行ってやりなさい」




「わん……わん……わん……？」

　はる華かはおそるおそる言った。

　そろそろ帰っていいですか、という意味をこめていた。

　彼女は線路に近い草むらに座りこんでいる。もう手元が見えなくなるほど暗くなっているし、雷も鳴り始めている。今すぐにでも帰りたかったが、白い犬は彼女から離れようとしない。尻尾しつぽと耳を伏せて、彼女の膝ひざと膝の間に潜もぐりこむように座っていた。背中を撫なでると小こ刻きざみに震えている。

「困ったなー」

　はる華はため息をついた。もちろん、学園寮りようにこの犬を連れて帰るわけにはいかない。かといって「友達」を放って帰れず、ずるずるとこの場に居い続つづけるしかなかった。

　学校の周りに住んでいる野の良ら犬いぬの多くがはる華の「友達」だった。どの場所がどの犬の縄なわ張ばりなのかも詳しく知っている。今日は彼女にとって心ゆくまで野の良ら犬いぬたちと戯たわむれる月に一度の「いぬいぬデー」だが、なぜかどこへ行っても犬の姿はなかった。

　探し回った末に普段の縄なわ張ばりとは違う場所で、ようやくこの白い犬を見つけた。すると今度は犬の方が彼女を帰してくれなかった。まるで猛もう獣じゆうにでも追い立てられたようにひどく怯おびえていた。

「……ん？」

　誰かの足音が近づいてくる。はる華かは首を伸ばして草むらの上から顔を出す。線路の向こうに見える街路灯とうの下をパーカーとジーンズを着た少年が通りすぎるところだった。はっきり顔は見えなかったが、手に持っている大きな黒いケースですぐに誰か分かった。

「お、篠しの宮みやくんだ」

　彼は急ぎ足で学校の方へ向かっていく。一いつ瞬しゆん、声をかけようか迷ったが、結局タイミングを逃した。あっという間に拓也の姿は暗がりの中に溶けてしまった。

（やっぱり、あたしも帰らないと）

　彼の消えていった方向を見ながら心の中でつぶやいた。その途と端たん、彼女の考えを察したように犬が不満げな唸うなり声を上げた。

「わん、うー」

　と、はる華は言った。ごめんね、と言ったつもりただった。それでも唸り声はやまない。犬の背中を撫なでると、震えはさらにひどくなっていた。ふと、彼女は犬の顔を見下ろす。

　犬の口は閉じていた。

「え……？」

　すぐそばに別の犬がいるらしい。彼女は左右を見回したが、どこにも姿は見えなかった。唸り声は少しずつ大きくなっていく。甲かん高だかいその声はなんとなく犬らしくない。まったく別の獣けもののような気がする。

　突然、今までとは比べものにならないほど大きな雷らい鳴めいがとどろいた。彼女の心しん臓ぞうがどくんと跳ね上がった。

（行こう）

　一秒でも早くこの場を離れたかった。はる華は犬の体に腕を回して、そろそろと立ち上がろうとする。その瞬しゆん間かん、生温かい息がふわりと彼女の首くび筋すじにかかった。背せ筋すじがぎちっと音を立てて凍りついた。

（後ろに、なにかいる）

　突然、白い犬が彼女の腕をふりほどくと、狂ったような悲鳴を上げながら線路の方へ駆け出していった。

「あ……」

　一人取り残されたはる華は、身動き一つ取れなかった。

　首くび筋すじに再び息いき遣づかいを感じた。ブレザーの襟えりのすぐ真ま後うしろに相手の顔がある。うなじの毛がぞっと逆さか立だった。彼女は地面に置いた手に力をこめる。なんとしてもここから逃げなくては。

　彼女は四つんばいのまま、前へ進んでいった。立ち上がろうにも足に力が入らない。まるで自分が犬になったような気分だった。白い犬の消えていった方に向かって、最初の草むらをかき分ける。

　突然、目の前に赤く光る目が現れた。はっきりと姿は見えない。しかし、これは人間ではない。ただの動物でもない。なにか別のものだ。

「……誰ですか？」

　はる華かは震える声で言う。

　しばらくの間、返事はなかった。ただ、耳を覆おおいたくなるようなうなり声が響ひびき渡るばかりだった。
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　校舎の昇降口から外に出た途と端たん、冷たく湿った風が頰ほおにぶつかってきた。日ひ向な子こは真っ暗なグラウンドを歩いていく。突然、雷らい鳴めいとともに一いつ瞬しゆんだけ辺りが青白く輝いて、彼女はつい足を止める。彼女は広い空間にたった一人で立っていた。

　不安が胸をよぎる──誰もいない世界に自分だけが取り残されたような気がした。

（……拓たく也や）

　気が付くと心の中で名前を呼んでいた。彼女は一直線に校門へ向かう。意識しないうちに小こ走ばしりになっていた。早く家へ帰って拓也の顔を見たいと思った。

　東とう堂どう学園の正門は厳げん重じゆうなセキュリティ・システムで守られている。彼女はＩＤカードを端たん末まつに押し当てて、合ごう金きん製せいの重い扉とびらを開けて外へ出た。

「日向子」

　突然、名前を呼ばれて立ち止まる。辺りを見回した彼女は一瞬自分の目を疑った──道路の反対側に拓也が立っている。慌あわてて彼の方へ駆け寄った。

「なにかあったの？」

　すぐに彼に会えた嬉うれしさよりも、驚きの方が先に立った。ひょっとしてテリオンが現れたのかもしれない。拓也の全身を確認したが、特に変わったところはない。なぜか拓也は困ったように目をそらしている。

「なにって、別に……」

「じゃあ、どうしてここへ来たの？」

「ほら、だいぶ暗くなってきただろ」

「ええ」

　彼女はうなずいて次の言葉を待った。もう夜だから暗いのは当たり前だ。

「それに雨も降りそうだし」

　拓たく也やは顔を上向けて言った。

「ええ。そうだけど」

　日ひ向な子こも空を見上げる。確かに真っ黒な空からは今にも雨が降りそうだった──それがどうしたんだろう。

「……あの、それで？」

「だから……その、迎えに来た」

　日向子は呆あつ気けに取られた。

「わたしを？」

「他に誰がいるんだよ」

　やっと拓也が自分の方を見ていない理由に気が付いた。照れているらしい。それが分かった瞬しゆん間かん、日向子の方も猛もう烈れつに恥ずかしくなった。彼女は顔を見られないようにうつむく。

「べ、別に暗くても、雨ぐらい降ってても帰れるのに」

　口に出してから、迎えに来てくれて嬉うれしいと素直に言えば良かったと悔くやんだ。拓也に会いたいと思ったばかりなのに。

「うん……そうだろうなって思ったんだけど……」
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　拓たく也やはわずかに言い淀よどんだ。

「迷めい惑わくだったか？」

「そんなことない」

　日ひ向な子こは慌あわてて首を振る。

「……ありがとう」

　それだけ言うのがやっとだった。しばらくの間、二人はただ向かい合っていた。お互いがなにか言い出すのを待っているような、奇き妙みような沈ちん黙もくが流れた。

「か、帰るか」

　と、拓也が言った。

「うん」

　彼女は小声で言った。




　しばらく歩くうちに、雨あま粒つぶがぽつぽつと地面を叩たたく音が聞こえ始めた。拓也は傘かさを開こうとして、困り顔で日向子の方を向いた。

「日向子、傘持ってるか？」

　彼女は首を横に振った。

「一つしか持って来なかったんだけど、いいか？」

　うん、と日向子はうなずいた。いちいち訊きかなくてもいいのに、と思った。

　彼の傘に入ると同時に、雨足が強くなり始めた。肩が触れていることに気付いて、日向子はうろたえた。少し距離を置こうとすると、彼女の肩が傘の外に出てしまう。それに気付いたらしく、拓也は黙って彼女の方に傘を差し向ける。そうすると、今度は拓也の肩が濡ぬれてしまう──結局、日向子は彼にぴったりと寄り添った。自分の心しん臓ぞうの鼓こ動どうが聞こえそうな気がした。

　二人は通い慣れた線路沿ぞいの道にさしかかる。点々と並んでいる街路灯とうの光は、強い雨に遮さえぎられてぼんやりとしか見えない。日向子は足元を確認するように歩いていった。

「日向子」

　不意に拓也は言った。

「俺、日向子に謝ろうと思って」

　驚いて顔を上げると、彼は前を向いたままだった。

「ここんとこ、全然周まわりが見えてなかったっていうか……日向子の話もちゃんと聞いてなかっただろ」

「でも……それは、礼れ菜なさんのことを……」

　彼女の名前を出す時、胸の奥がちりっと音を立てた。

「だったら、もっと俺は冷静になんなきゃいけないんだ。それに、礼菜を助けようとしてるのは俺だけじゃないんだし。日向子だって協力してくれてるじゃないか」

　彼女は黙っていた。もともとアルカミレスとしての役割の中に、礼れ菜なを助けることは入っていなかった。しかし、礼菜を助けようとする拓たく也やを守るつもりでいた。彼にとって、礼菜がかけがえのない存在だと分かっているからだ。

（一緒にいたい、か）

　毬まり子こと戦った時、拓也は日ひ向な子こにそう言ってくれた。しかし、本当に拓也が一緒にいることを願う相手は、自分より礼菜だという気がする。日向子が現れるまでの八年間、二人はずっと一緒にいたのだから。日向子はその時間の重みに立ち入ることは出来ない。

「わたしからも話したいことがある」

　と、日向子は言い、二人は同時に立ち止まった。

「その腕にはめているリング、外した方がいいと思う」

「……え？」

　拓也は自分の右手を見下ろした。日向子はさっき亨きよう司じとその戦器オニクスの危険性について話し合ったことを伝えた──拓也の外殻クラスタの話は伏せておいたが。拓也は黙って耳を傾けていたが、彼女が話を終えると同時に口を開いた。

「でも、これでなにか起こるかもしれなくても、外したら手がかりはなくなるじゃないか。だったら……」

「必要ならわたしが身につける」

　彼女にとって、それが拓也を守るということだった。彼は大きく目を見開く。

「日向子……」

「本当はどういうものだとしても、大事な手がかりなのは確かだと思う。わたしがしばらく着けてみて、なにも起こらなければまた考えればいいでしょう？」

　拓也は考えこんでいる。本当は安全だと分かるまで、彼の手に戻すつもりはなかった。叩たたきつける雨音に混じって、電車の走行音が近づいてくる。

「……榛はる名な、どういうつもりでこれを渡したんだろうな」

　と、彼はつぶやいた。日向子にもそれは分からなかった。状況から言って、あの時の毬子が噓うそをついたとは考えにくい。それでも彼女は毬子を信用しているわけではなかった。状況が変わればまたいつ敵に回るか分からない。毬子は今まで何十人ものアルカミレスを屠ほふってきたテリオン──「瞑めい目もくの星せい火か」なのだ。

　その時、日向子は視し界かいの端はしで動くものに気付いた。彼女は雨でけぶった線路に目を向ける。誰かが足を引きずるようにして、ゆっくりと線路を渡ろうとしていた。走ってくる電車のライトが、その人物をぼんやりと浮かび上がらせた。

「あ……」

　日向子の全身がこわばった。そこにいたのは自分と同じ東とう堂どう学園の女子生徒だった。あちこちが破れたブレザーもブラウスもスカートも重たげに濡ぬれている。力なく伸びた指先やスカートの裾すそから、朱しゆの混じった雨あま粒つぶがぽたぽた滴したたっていた。乱れたパーマの奥にある顔が、ゆっくりと日ひ向な子こたちの方に向いた。

「……はる華か」

　日向子は声を震わせた。全身を血で染めた国くに立たちはる華が立っていた。ちょうど線路の真ん中までさしかかったところで、彼女は力尽つきたようにぐったりと倒れた。

　既すでに運転手の顔が見えるほど近くに電車は来ている。拓たく也やと日向子は瞬しゆん時じに反応した。太ふと股ももにベルトで固定した鞘さやから、日向子は短たん剣けんの戦器オニクス──百視剣アルゴスガノンを抜く。

「わたしが行く！」

　戦器オニクスのケースを開けている拓也に声をかけながら、線路の柵さくへ向かって走り出した。




「反転リトウルネ！」




　日向子の体を甲こう殻かくに似た白い鎧よろいが覆おおっていく。外殻クラスタが完全に定着するのを待たずに、一いつ足そく飛びに柵を跳び越えた。枕まくら木ぎのそばに着地した彼女は、まだ電車までの距離が十分にあることを確認する。そしてはる華を抱えると、元いた道路へと再び跳ちよう躍やくした。

　彼女ははる華の冷たい体を地面に横たえる。まだ息はあるものの、手首の脈は弱くなっている。どくどくと温かい血が流れ出し、濡ぬれた地面に広がっていった。

「どうしてこんな……」

　彼女の傷は一カ所ではない。肩も、手足も、首くび筋すじも、まるで弱い獲え物ものをなぶるように切り裂かれている。

「日向子、あれ！」

　突然、拓也が叫んだ。彼はイグニス・アウルムを構えたまま、線路の反対側に広がっている空あき地に視線を定めている。今まで気が付かなかったが、そこに黒い人ひと影かげのようなものが見える。彼女は目に入りかけた雨を振り払って、柵さく越ごしにそのシルエットを凝ぎよう視しした。

　一いつ瞬しゆん、稲いな光びかりがあたりを照らし出した。

　青白く染まった草むらの中に、フードのついたマントを身につけた小こ柄がらな人物が立っていた。のっぺりとした仮か面めんに覆おおわれて顔を見ることは出来ない。

「あれは……」

　日向子は息を吞んだ。彼女たちと戦った時は違っていたが、他のアルカミレスを狩った時はいつもこの出で立ちだったと聞いている。かつてアルカミレスたちを狩ったテリオン。

「……『瞑めい目もくの星せい火か』？」

　隣となりで拓也が息を吞むのが分かった。

「それって榛はる名な毬まり子このことか？」

「それは……」

　日ひ向な子こは言い淀よどんだ。確かに身につけているのは「瞑めい目もくの星せい火か」と同じ服だ。しかし──。

　線路を進む電車が二人の会話を遮さえぎった。短い編成の車しや輌りようが日向子たちの目の前を流れていく。電車が通りすぎた時には、もうマントの人物の姿はどこにもなかった。
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　東とう堂どう診しん療りよう所じよの待合室には重苦しい沈ちん黙もくが漂っている。もう雨は止んでいるらしく、外から物音は聞こえない。

　友とも典のりは拓たく也やや日向子と向かい合うように黒い椅い子すに座っている。拓也たちがはる華かを連れてきてから、もう一時間近く経たっていた。隣となりの診しん察さつ室しつでは世せ津つ子こがはる華に治ち療りようをほどこしている。

（夕方会った時、もうちょっと気を付けていれば……）

　友典は後こう悔かいしていた。あそこに彼女がいたのも、なにか理由があったような気がする。せめてもう少し長く話をすればよかった。ひょっとすると、もうあの時テリオンは周囲にいたかもしれない。

「榛はる名な……なんで国くに立たちを襲おそったりしたんだろうな」

　ふと、拓也はつぶやいた。榛名という名前に友典は眉まゆをひそめた。

「……榛名さんって決まったわけじゃないだろ」

「じゃあ、誰なんだよ」

　拓也はぶっきらぼうに言って、日向子の方を向いた。

「あのカッコしてるテリオンって、今まで榛名以い外がいにいなかったんだろ？」

　物思いに耽ふけっていた日向子ははっと顔を上げた。

「う、うん。一応……少なくとも、他には知られてない」

「だったら、やっぱり榛名なんじゃないのか」

「でも、榛名さんが今さらこんなこと……」

「本人がその気じゃなかったとしても、もう一回グロスマンって奴やつに捕まったのかもしれないだろ。今まであいつに連絡が取れなかったのも、そのせいなんじゃないか？」

　友典は口をつぐんだ。確かに連絡が取れないのは気になっていた。彼女にはグロスマンを倒すというはっきりとした目的があり、そのためにあの黒いリングを託たくしてきた。拓也たちの「城カストラ」への侵しん入にゆうを陽よう動どうに使うつもりなのだろう。だとしたら、こちらが今なにをしているのか知ろうともせず、こちらからの連絡にも応えないのは確かに妙みようだ。

　しかし、それだけで結論は出せない気がした。

「じゃあ、榛名さんだったら、なんでわざわざ国立さんを襲うんだよ。全然ワケが分からないじゃないか」

　今度は拓たく也やの方が黙る番だった。

　友とも典のりは底そこ知しれない不安を感じていた。単に相手の意図が分からないだけではない。敵はこちらがそういう状況にあることも読み切って、その上で手を打っているように思える。今までこの町に現れたテリオンとはどこかが違っていた。

「……亨きよう司じはどこにいると思う？」

　ふと、日ひ向な子こが口を開いた。さっきから何度も携帯にかけているのだが、圏けん外がいにいるらしい。どこに行っているのか、三人のうち誰も知らなかった。なんとなく、これも「兆ちよう候こう」の一つのような気がする。

　その時、ドアが開いて世せ津つ子こが現れた。思わず友典たちは立ち上がった。

「応急処しよ置ちは終わったわ。なるべく早く専門の外科病院に搬はん送そう出来るよう手配するけど、今のところは安定しているわね」

　友典たちはほっと胸を撫なで下ろした。とりあえず命は助かったらしい。

「彼女がこれを握ってたんだけど、ちょっと見てくれないかしら」

　世津子は三人の方へ右手を差し出す。友典たちは彼女の周りに集まった。その手には一ひと房ふさの黒い毛が載っていた。

「なんだこれ。髪の毛かな？」

　拓也は首をかしげている。

「……違う」

　目を近づけていた日向子は首を振った。

「多分、動物の毛……だと思う」

「わたしもそう思うわ」

　と、世津子は言った。

「彼女の傷はかなりひどいけど、刃は物ものでつけられた傷じゃないみたいなの。爪とか牙きばで引き裂いたような……その黒い毛の持ち主が、彼女を襲おそったんだと思うわ」

　その光景を想像したのか、彼女は眉まゆに皺しわを寄せる。友典はふと疑問を抱いた。テリオンは戦器オニクスを持っているはずだ。真の姿に戻った時に牙や爪を持っているとしても、わざわざそれだけを使う必要はない。

「はる華か、意識はあるんですか？」

　日向子は世津子に尋たずねた。

「今は眠ってるわ……治ち療りようしている間にほんの少し目を覚ましたけど」

「なにか言ってましたか？」

「なにに襲われたのかよく分からないそうだけど、意識を失う前に黒い服を着た人が来たと言ってたわ。仮か面めんをかぶっていて、顔は全然見えなかったらしいけど」

「あいつか……」

　と、拓たく也やが言った。どうやら、二人が線路際ぎわで見たというテリオンらしい。

「その人が、彼女に質問をしたんですって」

「どういう質問ですか？」

　世せ津つ子こは日ひ向な子この顔を見つめた。

「久く慈じ日向子はどこにいるのか、って聞いたそうよ」

　日向子は目を瞬まばたかせた。

「……わたし、ですか？　拓也ではなくて」

　彼女の戸と惑まどいが友とも典のりにも伝わった。日向子を捜しているとしたら、今度のテリオンは拓也のイグニス・アウルムを狙っていないのかもしれない。

「心当たりはある？」

　日向子は首をかしげた。

「分かりません……わたしに恨うらみを持つテリオンがいても、おかしくないですけど」

「そう。ただ、彼女の話では……」

　世津子は言葉を選ぶようにためらった。

「そのテリオンの声に聞き覚えがあったみたいなの……同じクラスに似たような声の人がいた気がするって」

　待合室がしんと静かになった。それぞれが考えをめぐらせているようだった。

「やっぱり、榛はる名なじゃねえか？」

　と、拓也が言った。

　毬まり子こはアルカミレスの調査のために東とう堂どう学園に潜せん入にゆうし、何日か友典たちと同じクラスにいた。もちろん、はる華かも教室の中で毬子の声を聞いていたはずだ。

　今度は友典も否定出来ない気がした。

「クラス……」

　日向子が小声でつぶやいた。さっきから彼女の顔色が悪いような気がする。友達のはる華がテリオンに襲おそわれて、ショックを受けているのだろうと思っていたが、それだけにしては様よう子すがおかしい──。

　その時、友典の携帯が鳴る。画面を確かめると知らない番号からだった。首を傾かしげながら通話ボタンを押すと、

『ぼくだ。亨きよう司じだけど』

　いきなり亨司の声が聞こえてきた。

「お前、今どこにいるんだよ？」

　友典は大声で訊きいた。

「さっきからさんざんお前の携帯にかけてたんだぞ」

『ずっと市内の監かん視しセンターにいたよ』

　変だな、と友とも典のりは思った。監かん視しセンターは古こ滝たきの中心部から少し離れているが、ちゃんと携帯の電波は入るはずだ。亨きよう司じがそこにいる時に何度かかけたことがある。

「繫つながらなかったよ」

『済まない。こっちの携帯の調子がおかしいんだ。それでセンターの電話からかけてる……そっちでなにか変わったことはないか？』

　珍しくせっぱ詰まった声だった。彼の方でもなにか起こっているらしい。とにかく、友典は今起こっていることをかいつまんで説明した。はる華かがテリオンに襲おそわれたこと、東とう堂どう診しん療りよう所じよで彼女を治ち療りようしていること、テリオンの正体や意図はまだはっきり分からないこと──。

　最後まで話が行きつくと同時に、亨司は苛いら立だったように言った。

『じゃ、そこに日ひ向な子こがいるんだね？』

「うん。いるけど……」

『変わってくれ。すぐに』

　亨司から、と言って日向子に携帯を渡した。最初のうち、彼女は黙って相手の話に耳を傾けていたが、自分から話をする時はなぜか待合室の隅すみへ行って背中を向けてしまった。どうやら他の人間には聞かれたくないらしい。世せ津つ子こは気を遣つかったのか、患かん者じやの様よう子すを見てくると行って診しん察さつ室しつへ戻ってしまった。

　やがて日向子は電話を切って、友典と拓也の方を振り向いた。

「……古滝市にある監視カメラのうち、四割近くが破壊されたそうよ。さっきの大雨で視し界かいが悪くなった時に一気にやられたみたい。特にこのあたりに設置されたカメラは、もうほとんど役に立たないらしいわ」

　友典は啞あ然ぜんとした。どうやらはる華を襲ったことをきっかけに、「敵」は本格的に動き始めたらしい。

「でも、なんでカメラなんか壊してるんだろう？」

　と、拓也は言った。日向子はわずかに視線を落とした。

「まず、わたしたちの『目』を奪ったんだと思う。わたしたちの活動を制限するため……でも、それだけじゃないかもしれない。もっとなにか別のことをしようとしているのかも」

「ってことは、榛はる名なの他にもまだテリオンがいるってことだよな」

　一いつ瞬しゆん、日向子は言葉を詰まらせた。

「……でしょうね。ほんの数十分で何十台もの監視カメラを破壊するのは、一人では無理だから。はる華を直接襲ったのも、そのもう一方のテリオンだと思う」

　脳のう裏りに毬まり子この姿がくっきりと浮かんだ。何事も決闘で決着を付けようとしていた彼女が、果たしてこんな風ふうに遠とお回まわしのやり方を取るだろうか──どうしても、友典には毬子が裏で糸を引いているとは思えなかった。

「とりあえず、亨司とは学校で合流することになったわ。その後でどうするか考えましょう」

　友とも典のりはうなずく。ふと、日ひ向な子こが自分の方を見ていることに気付いた。

「ん？　なに？」

「ちょっと話しておきたいことがあるの。一緒に外へ来て」

「えっ……？」

　思わず拓たく也やの顔を見る──どうしてこの場で話さないのだろう。

「あの、俺は？」

　拓也が自分の鼻先を指さすと、日向子は硬い表情で首を振った。

「拓也はここで待ってて」

「は？　なに言ってんだ？　どういう……」

「すぐ戻るから！」

　日向子は友典のシャツの袖そでを摑つかんでぐいぐい引っ張った。抵抗する間もなく、診しん療りよう所じよの玄げん関かんの方へ連れて行かれる。ふと、友典は自分の袖を握りしめている日向子の拳こぶしが小こ刻きざみに震えていることに気付いた。

　玄関から外へ出ると同時に、日向子は後ろ手に扉とびらを閉めた。雨上がりの澄すんだ冷気を肌はだに感じた。すでにシャッターを下ろしている店も多く、商店街を歩いている人はほとんどいない。

「一体どうしたんだよ、日向子」

　友典はおずおずと尋たずねる。突然、彼女は制服のリボンのあたりをぎゅっと摑つかと、扉を背にしたまま力尽つきたようにしゃがみ込んでしまった。

「えっ……ちょっと」

　慌あわてて彼も膝ひざをついて日向子の顔を覗のぞきこむ。彼女は大きく目を見開いて、肩で息をしている。

「具合が悪いのか？　だったら……」

「違う！」

　日向子は絞しぼり出すように言った。

「気持ちの整理がつかないだけ。これからどうしたらいいのか……落ちつくまで少し待って。そうしたら話す」

　こんな風ふうに取り乱す日向子を目にしたのは初めてだ。友典は明かりのついた待合室の窓を横よこ目めで見る。おそらく、拓也には聞かせたくない話なのだろう。だとすると、よほどのことに違いない。

　不意にどこかから低いうなり声が聞こえた。

「え……？」

　背中に突き刺さるような視線を感じる。思わず友典は振り返った。駅とは反対の方向で、その先は住宅街へと続いている。

　道路には誰の姿も見えなかった。それでも、どこからか声は聞こえている──彼の隣となりで日ひ向な子こが静かに立ち上がった。いつのまにか、黒い短たん剣けんを抜いて身構えていた。

「動かないで」

　押し殺した声で日向子が言う。彼らから十メートルほど離れたところに、細い路地との交差点がある。古い電柱に取り付けられた街路灯とうから、黄きばみかけた白い光が濡ぬれたアスファルトに降り注そそいでいた。

　突然、路ろ地じから大きな四つ足の獣けものがふらりと現れた。黒く長い体たい毛もうに覆おおわれたその獣は、道路の真ん中で立ち止まって、赤い光を帯びた目で辺りを見回している。

「あれ……犬じゃないよな？」

「狼おおかみ、だと思う」

　日向子はかすれた声で言った。友とも典のりははっと息を吞んだ。はる華かが持っていたあの黒い動物の毛はこの狼のものではないのだろうか。

（ひょっとして、あいつが国くに立たちさんを……）

　突然、その狼は地面を蹴けり、一いつ足そく飛とびに日向子に飛びかかってきた。ただの動物とは思えない俊しゆん敏びんな動き──日向子は外殻クラスタを身につける余よ裕ゆうすらないようだった。辛かろうじて手にしていた戦器オニクスで相手の爪を受け流す。狼は着地すると、大きく迂う回かいしながらさっき立っていた交差点まで立ち戻る。そして、威い嚇かくするようにうなり声を上げて、路地へと消えていった。

「あれがテリオン、か」

　と、友典は言った。こんなところにただの狼が現れるはずがない。しかし、日向子は首を傾かしげている。

「違うのか？」

「ううん……でも、動物に近すぎる気がして。テリオンにしてはあまり知能が高くないようだし……」

　その時、さっきテリオンが現れた交差点を、黒い狼が二頭横よこ切ぎっていった。たった今いま日向子を襲おそった狼とはまた別の個体だった。

　テリオンたちはそのまま路地へと消えていく。

　友典はごくりと唾つばを吞みこんだ──一頭だけではない。群れなのだ。

「……あいつら、何頭ぐらいいるんだろう」

　と、友典は言った。

「分からないけれど、今見みただけが全部ではないでしょうね」

　日向子は戦器オニクスをスカートの中に収める。友典は慌あわてて目をそらした。

「でも、あのテリオンたちはここでなにをしているのかしら……わたしを本気で襲うつもりもないみたいだった」

　突然、友典の携帯が鳴った。慌てて自分のポケットを探ってから、さっき日向子に携帯を預けたままだったことを思い出した。

「はい」

　日ひ向な子こから携帯を渡される。また亨きよう司じからか、と思いながら画面を見た彼は、凍りついたように動けなくなった、

「どうしたの？」

　日向子の問いかけはほとんど耳に入らなかった──画面には「榛はる名な毬まり子こ」の文字があった。

「……榛名さん」

　と、友とも典のりはつぶやいた。
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　友典は震える指で通話ボタンを押した。

「……榛名さん？」

　おそるおそる呼びかける。

『あなたは東とう堂どう友典ですか？』

　突然、まったく知らない女性の声が流れてきた。友典は面めん食くらって携帯の画面をもう一度見た。確かに毬子の携帯からかかってきていた。

「あの……？」

『質問に答えて下さい』

　女の声は柔らかかったが、口く調ちようは妙みように事務的だった。

『あなたの名前は東堂友典ですね？』

「はい……そうですけど……」

『少々お待ち下さい』

　沈ちん黙もく。携帯の向こうからざあっと波の音が聞こえた──海？

『……友典？』

　くぐもって聞き取りにくかったが、今度は毬子の声のようだった。

「榛名さん？……あの、今の人は？」

『そんなことどうでもいいわよ……相変わらず下らないことばかり聞くのね』

　彼女の声に嘲ちよう笑しようが混じった。いきなり非難から入るこの会話に、友典は相手が本物だと確信した。耳を澄すますと、やはりすぐ近くで規則正しく打ち寄せる波の音がする。この古こ滝たき市から海までは少なくとも二十キロは離れている。

「榛名さん、今どこにいるんだ？」

　返事はなかった。自分の答えたくないことにはまったく答えないのも、彼女の特とく徴ちようだった。

「あの……最近、古こ滝たきに来なかったよね？」

『行くわけないでしょう。馬ば鹿か馬鹿しい』

　友とも典のりはほっと胸を撫なで下ろした。やはり彼女ははる華かを襲おそったテリオンではない。しかし、同時に他の疑問が次々と湧わき上がった。それなら今どこにいるんだろう。どうして今まで連絡が取れなかったんだろう。どうして急に電話してきたんだろう──そして、今この古滝市にいるテリオンは何者なんだろう。

『友典……』

　と、毬まり子こがつぶやく。その時になって、ようやく相手の様よう子すがおかしいことに気付いた。妙みように息が荒い。疲れきっている状態で無理に話しているような気がした。

『お前は……その、元気なの？』

　あまりにも普通の質問に戸と惑まどった。

「う、うん。俺は元気だけど」

『……そう』

「榛はる名なさんは？」

　一いつ瞬しゆん、沈ちん黙もくが流れた。

『元気よ。とりあえず生きてるわ』

　友典は首をかしげる。なんとなく引っかかる答えだった。そこへ日ひ向な子こが肩を叩たたいてきて、友典は我に返った。会話の内容が気になっているらしい。こんなことを話している場合ではなかった。毬子がこの土地を襲っているテリオンでないなら、彼女からなにか情報を得られるかもしれない。

「今、こっちはテリオンに襲われてるんだ」

　彼は携帯に向かって言った。

「アパタスと似たような首くび輪わをした黒い狼おおかみと、後は……」

　不意に携帯の向こうで毬子が息を吞むのが分かった。

「……榛名さん？　もしもし？」

　聞こえてくるのは波の音と彼女のかすかな息づかいだけだった。不安になった友典がもう一度語りかけようとした時、

『よく聞きなさい、友典』

　彼女は重々しい声で言った。否いや応おうなしに友典の緊きん張ちようも増す。

『命が惜しかったら、お前たちは今すぐそこから脱出しなさい』

「え？」

『その黒いテリオンはフェンリルよ』

「フェンリル……？」

　なにかの本で読んだことがある。確か北ほく欧おう神しん話わに登場する、狼の姿をした怪かい物ぶつだったと思う。

『ええ。テリオンを処しよ刑けいする時だけ、城カストラの檻おりから放たれる最低の獣けものよ。グロスマンか、グロスマンの許可を得た者の命令しか聞かない』

「……テリオンを処刑？」

　思わず友とも典のりは聞き返した。

『命令されればどんな相手でも喜んで殺すわ。そいつらの一番の好物はテリオンの肉よ……アルカミレスの肉も好むかもしれないわね』

「テリオンの肉って……あいつらも同じテリオンなんじゃ……」

　それでは共とも食ぐいだ。携帯を持っている友典の腕がぞっと粟あわ立だった。

『フェンリルは普通のテリオンとは違うわ。他のテリオンのように知性もないから、モラルも理解しない。見た目通りの狼おおかみよ』

　毬まり子こは吐き捨てるように言った。

「うん……確かに、動物みたいだったけど……」

「本当にただの狼なのよ。人間との混血ではなく、狼とテリオンを掛け合わせて作り出された道具だから」

　ぶるっと友典の背せ筋すじが震えた。

（それじゃ、動物みたいなものじゃないか）

　彼はテリオンを人間に似た生物だと思ってきた。人間に敵てき対たいするということは、それだけ人間に近い存在ということになる。テリオンの考えを受け入れることは出来なくとも、少なくとも理解する余よ地ちはあるはずだ。しかし、その「フェンリル」は違うらしい。動物にテリオンの戦せん闘とう能力と凶きよう暴ぼう性が上うわ乗のせされているだけということになる。

『一頭だけなら、さほど強敵ではないわ。でも、奴やつらは百頭近くいる。一いつ斉せいに襲おそわれたら、ルスラン・ヴォルクだって勝てるかどうか』

　百頭、という言葉に友典は呆ぼう然ぜんとした。たった今いま見た三頭もまだ群れのごく一部なのだ。友典は日ひ向な子こを振り返る──この話をしたところで、日向子たちの答えは分かっている。二人とも逃げようとはしないはずだ。

「……それでも戦うとしたら、どうすればいいんだ？」

　一いつ瞬しゆん、毬子は逡しゆん巡じゆんした。

『指し揮き官を叩たたきなさい。グロスマンがその場にいなければ、一人だけ別の種類のテリオンが近くにいるはずよ。そいつが近くからフェンリルたちに命令を出している。まずはそいつを倒すか、出来るだけ遠くにおびき出しなさい。そうすればフェンリルたちの動きが鈍るから、個別に始し末まつしていくの。ただ、注意して。フェンリルの能力は』

　突然、そこでぶつりと通話が切れた。

「え……」

　友とも典のりは呆ぼう然ぜんと手の中の携帯を見下ろした。




　ゆるやかな波の音が聞こえる。白い波は頭とうが波打ち際ぎわに押し寄せては消えていく。

「友典？」

　人ひと気けのない砂浜に座りこんでいる毬まり子こは、慌あわてて携帯に向かって語りかけた。しかし、既すでに通話は切れてしまっている。まだ大事なことを話していないというのに。

「ちっ」

　震える手でリダイヤルをかけようとした時、頭上から伸びてきた女の手が携帯を奪い取った。

「あ……」

　毬子は思わず顔を上げた。彼女の額ひたいには金色の銃じゆう口こうが突きつけられている。

「電話は一回だけ、という約束だったはずですよ。『瞑めい目もくの星せい火か』」

　目の前には白と黒の小こ間ま使づかいの服を着た女が立っている。銀色の髪に褐かつ色しよくの肌はだのコントラストが美しく映えていた。彼女は無表情に巨大なリボルバーを構えている。彼女は金色の戦器オニクス・ニュメン・ルメンの使い手にして、クランテリオンの粛しゆく清せい者・レディ・バレット──彼女はこれから毬子を処しよ刑けいするところだった。




　レディ・バレットに追われていることに毬子が気付いたのは、古こ滝たき市を出てしばらく後だった。いつのまにか彼女は監かん視しされていたらしい。
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　毬まり子こは「粛しゆく清せい」されてもおかしくないことを自覚していた。グロスマンに復ふく讐しゆうを誓ちかい、クランテリオンを離り脱だつすると宣言し、アパタスの遺のこした戦器オニクスをアルカミレスたちに渡している。誰の目にも明らかな利り敵てき行為だった。

　毬子は逃げることにした。

　本来の実力なら、毬子がバレットに後れを取ることはなかったかもしれない。しかし、アルカミレスたちと戦った時の傷はまだ癒いえていなかった。しかも、愛用の戦器オニクス・ファランクスを失っている。予備の戦器オニクスも持ち歩いてはいたが、バレットのニュメン・ルメンに立ち向かうのは難しかった。

　彼女は人間のいない山間部をほとんど休むことなく彷徨さまよい続けた。バレットを隠かくれてやり過ごしたかと思うと見つかり、また隠れてやり過ごしたかと思うと見つかる──その繰り返しだった。最初はバレットの追跡の詰めが甘いのだと思いこんでいたが、時間が経たつにつれて考えを変えた。

（体力を奪うつもりだ）

　高い視し力りよくと聴ちよう力りよくを持つバレットは、遠距離にあっても獲え物ものを見失うことはない。毬子が力尽つきて倒れる瞬しゆん間かんを待っているのだ。しかも、長時間空そらを飛ぶことの出来るバレットは、抜ばつ群ぐんの持じ久きゆう力りよくも持っていた。

（わたしはグロスマンに復讐する）

　最初のうち、彼女の頭を占めていたのはその一いち念ねんだった。それが彼女の生きる目的であり、原動力だったからだ。しかし、徐々に朦もう朧ろうとする意識の中で、別のことが気になり始めていた。

　追跡され始めてから毬子は携帯の電源を切っていた。バレットはごく小さな音も聞き逃さない。出来るだけ音の発生源げんを持ちたくなかったからだ。

（これ、俺の携帯の番号）

　彼女の服のポケットには、友とも典のりから渡されたメモが入っている。気が向いたらかけて欲しい、という意味だったのだろう。なんとなく、今も自分の電話を待っている気がする。その姿を想像すると滑こつ稽けいだったが、なぜかそのことが頭にこびりついて離れなかった──いつのまにかバレットから逃げ切ったら、友典に電話をかけるつもりになっていた。

　結局「バレットから逃げ切る」瞬間はついに訪れなかった。山地を通り抜けて海岸に辿たどり着いたところで力尽つきた彼女は、気が付くと額ひたいに銃じゆう口こうを突きつけられていた。

「どうして、すぐわたしを殺さなかったの？」

　砂浜に座りこんだまま、毬子はバレットに尋たずねた。

「お前の実力なら、今のわたしを警けい戒かいする必要はなかったはずよ」

「いいえ。あなたは才能豊ゆたかなテリオンですから」

　バレットは静かに首を振った。

「あなたには金色の戦器オニクスを扱う才能がありますし」

　その言葉に彼女は苦く笑しようした。確かに金色の戦器オニクスはごく限られたテリオンにしか扱えず、以前は彼女もその使い手になりうる実力者だと言われていた。

「わたしに才能なんかないわよ。イグニス・アウルムもわたしを選ばなかった」

　拓たく也やたちと戦った時、彼女は彼の戦器オニクスを奪って戦おうとした──しかし、結局彼女にはあの大剣クレイモアを扱う資格はなかったらしい。過去の記き憶おくを呼び覚まされただけで、テリオン本来の姿に変へん身しんすることも出来なかった。

「ただのテリオンなら、『剣』を握っただけで死にます。『剣』を手に取っても生き延びているのは、あなたに才能があるからです」

　毬まり子こは首を傾かしげた。

「どういうこと？」

「『剣』が扱えなくとも、あなたには『銃』なら扱える可能性があります。わたくしにも『剣』は扱えませんから」

「金色の戦器オニクスの中にも、序じよ列れつがあるの？」

「『剣』と『銃』では役割が異なります。確かに『剣』の方がより重要かと思いますが」

　バレットはそれ以上説せつ明めいしようとはしなかった。毬子は自分に向けられている銃じゆう口こうを見つめた。だとしたら、テストはむしろ合格だったらしい──この銃を自分も使えるかもしれない。今となっては、もう意味のないことだったが。

「でも、わたしを殺すのよね？」

「そうですね。あなたの罪ははっきりしていますから」

　バレットは言い、それからさりげなく付け加えた。

「わたくしとしては、あなたを生かしておきたいのですけど」

　毬子はこのテリオンの胸の内を垣かい間ま見みたような気がした。彼女の主人であるルスラン・ヴォルクはグロスマンと対立する関係にある。あの老人に対抗するための手て駒ごまとして、毬子に価か値ちを見いだしているのだ。

「死ぬ前に、なにか望むことはありますか？」

「グロスマンを殺すまで、わたしの処しよ刑けいを待ってもらうことは出来ないかしら」

「出来ません」

　と、バレットはきっぱりと言った。

「グロスマン様はクランテリオンの戒かい律りつを破ったわけではありませんから」

「……わたしの両親の敵なのよ」

「それはテリオンにとって罪にはなりません……他の望みをおっしゃって下さい」

　おそらく温おん情じようのつもりで言っているのだろうが、毬子は復ふく讐しゆう以外に望みらしい望みを持っていなかった。グロスマンに仕えている時も、その後も、結局はグロスマンのことしか考えなかった。

　その時、友とも典のりの顔が頭に浮かんだ──些さ細さいなことだが、例外といえばそれぐらいだ。

「それじゃ」

　と、毬まり子こは言った。

「一度だけ、電話をかけていい？」




　携帯を取り上げた後も、バレットはなぜかすぐに毬子を撃うとうとはしなかった。毬子の携帯を不ぶ器き用ように操作して耳に押し当てる。

「……なにをしているの？」

「わたくしからもう一度かけてみます」

「どうして？」

　バレットは答えない。右手に銃を構えたまま、友典が電話に出るのを待っているらしい。やがて、彼女は片手で携帯のパネルを折りたたんだ。

「どうやら、かからないようですね」

　それから、銃じゆう口こう越ごしに毬子の顔を見下ろした。

「『フェンリルが放たれた』とさっき言ったのは本当ですか？」

　抑よく揚ようのない声のせいか、質問の意図がよく分からなかった。

「多分」

「確実ではないのですか？」

「はっきり分かるわけがないじゃない。わたしは見ていないんだから」

　バレットは目を細めて考えこんでいる。あまりにも長い時間そうしているので、毬子は少しずつ苛いら立だってきた。

「なにが言いたいの、一体」

「……グロスマン様は『城カストラ』からは離れられないはずです。あれを操あやつらなければならないですから」

　バレットは低い声で囁ささやくように言った。

「グロスマン様の右腕だったあなたはここにいる……では、誰がフェンリルを操っているのでしょうか？」

　言われてみれば思い当たらなかった。グロスマンに配下は大おお勢ぜいいるが、真に側そつ近きんと言えるのは毬子とアパタスだけだった。それに、以前アルカミレスを殺すために罪人である火か凜りんと水すい漣れんを使って失敗している。刺し客かくを差し向けるにしても慎しん重ちようになっているはずだ。

　毬子はさっきの友典との会話を思い返した。彼は最初に彼女がどこにいるのか尋たずねていた。古こ滝たきにいないと答えたらほっとした様よう子すだった。古滝に現れたフェンリルが毬子と関係がないか確かめたのかもしれない。

「それに、フェンリルは実力のあるテリオンでなければ操あやつれません。それこそ、あなたのように金色の戦器オニクスを扱える可能性があるような……」

　バレットの言葉がぷつりと断ち切られる。彼女は銃を構えた状態のまま、彫ちよう像ぞうのように動かなくなった。褐かつ色しよくの顔からみるみる血の気が引いていくのが分かる。

（え……？）

　突然、ニュメン・ルメンを握った右手が大きく跳ね上がった。毬まり子こは思わず目を閉じる。撃うたれたと思ったのだ。しかし、どこにも傷を負ってはいない。再び目を開けると、バレットは距離を置いてエプロンの下に戦器オニクスをしまい込むところだった。

「……急用が出来ました」

　抑えた口く調ちようだったが、かすかに声に震えが混じっている。怒りか、不安か、毬子には分からなかった。バレットの背中がめりめりと音をたてて隆りゆう起きし、大きな黒い翼つばさと化していく。

「わたくしはこれから『城カストラ』に戻ります。場合によっては、あなたにグロスマンの始し末まつをお願いするかもしれません。構いませんか？」

　いつのまにかグロスマンに敬けい称しようを付けていなかった。彼女の心しん中ちゆうでよほどのことが起こったらしい。毬子の返事を待たずに大きく翼を羽ばたかせる。周囲の砂が音をたてて舞い上がった。

「わたしを始末して行かないの？」

　と、毬子は尋たずねた。

「お前はクランテリオンの粛しゆく清せい者しやでしょう？」

「もう、そのようなことはどうでもいいのです」

「え……」

　毬子は耳を疑った。空を見上げていたバレットは、毬子を振り返って微笑ほほえみかけた。

「また会いましょう、『瞑めい目もくの星せい火か』」

　レディ・バレットは大地から飛び上がり、たちまちのうちに夜空の向こうへと消えていった。
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「電話、切れたの？」

　日ひ向な子こが彼の手元を覗のぞきこむようにして声をかけてくる。友とも典のりはまだ携帯を見つめている。自分と毬子の会話が妙みようなところで途と切ぎれたのが気になっていた。なんとなく、誰かに邪じや魔まをされたような気がした。

「……うん。ちょっと待って」

　着信履り歴れきから毬まり子この番号にかけようとする。しかし、彼の携帯は沈ちん黙もくしたままだった。呼び出し音すら聞こえない。

「あれ？」

「友とも典のり」

「もう一回かけてみるよ。だからもうちょっと……」

「違う。よく見て」

　日ひ向な子こは友典の携帯を彼の手から抜くと、くるりとひっくり返して画面を見せた。友典は目を丸くした。「圏けん外がい」の表ひよう示じになっている。

「え……そんな……」

　ここは古こ滝たき市の中でも人の多い地域だ。携帯はちゃんと使えるはずだし、第一ついさっきまで普通に会話できていた。

「ただの事故じゃない」

　と、日向子は言った。

「前にも似たようなことがことがあったでしょう？　オフリスの事件の時に」

　友典はあっと声を上げそうになった。四ヶ月前、東とう堂どう学園を占せん拠きよしたオフリスは、外部との連絡を遮しや断だんするために校内にあった携帯の中継アンテナを破壊した。

「じゃあ、さっきの……」

　日向子はうなずいた。

「あのテリオンたちがここでなにをやっているか不ふ思し議ぎに思っていたの……このあたりの監かん視しカメラをもう壊したのに」

　そういえば、亨きよう司じとも携帯では連絡がつかなかった。恐らく携帯の故こ障しようなどではない。テリオンたちは監視システムを破壊した後で、今度は携帯の基地局を破壊して回っているのだ。

「なんで携帯電話なんか……？」

「分からない。わたしたちが連絡を取りにくいようにしているのかもしれないけど……」

　彼女は言い淀よどんだ。確かに妙みような話だった。毬子が言ったように、「フェンリル」が百頭いるなら、一いつ斉せいに自分たちに襲おそいかかればいいはずだ。今のところそうしないのは、アルカミレスを狙うことだけが目的ではないのかもしれない。

「とにかく、亨司とすぐに合流した方がいいわ」

　彼女は診しん療りよう所じよの扉とびらを開けようとする。友典はふと首をひねった。そういえば、日向子はなにか話をしようとしていたはずだ。

「あの、なんか話があるんじゃなかった？」

　日向子の動きが止まった。

「今はいい。また後で話す」

　彼女は目を伏せてつぶやいた。

「……どうせ、すぐに分かってしまうだろうし」




　川沿いの道路をライトを点つけた軽けい自動車が走っている。

「君が来てくれて助かったよ」

　後部座ざ席せきに座っている亨きよう司じが妙みように上じよう機き嫌げんな声で言った。

「いえ……」

　高たか橋はしは曖あい昧まいに答えて運転を続ける。

　亨司から連絡があったことに気付いたのは、アパートに帰ってからだった。今から監かん視しセンターに車で来いというメッセージが留る守す番ばん電話に入っていたのだ。勤きん務む時間以い外がいに呼び出されるのは珍しいことだった。

　最初は口こう実じつを付けて断ってしまおうかと思ったが、こちらから電話しようにも携帯も部屋からの電話もなぜか通じなくなっていた。渋しぶ々しぶ自分の車で出かけていくと、東とう堂どう学園に行きたいので送って欲しい、という妙みように些さ細さいな用事だった。

（もう嗅かぎつけやがったかな）

　おそらく、高橋の動きが怪しいと勘かんを働かせたのだろう。東堂世せ津つ子こが話したとは思えなかった。

（人のことを嗅ぎ回ってお金を脅おどし取ることが、あなたのしたいことなの？）

　夕方の世津子の言葉が頭をよぎった。どうだろうな、と彼は思う──したいことなどなにもないと答えた時、世津子の顔に浮かんだ戸と惑まどいを彼は見逃さなかった。おそらく、高橋に単なる欲よく得とく以上の事情があるのではと考えたのだろう。確かに彼は莫ばく大だいな負ふ債さいを抱えている。金が必要なのはそのためだったが、自分に同情の余よ地ちがないことは分かっていた。その大たい半はんが裏カジノでのギャンブルで作った借金だからだ。

（まあ、人間のクズだな）

　事情が事情なのでまともな金きん融ゆう機関から借りられなかった。もうすぐ返済の期日が迫っているが、今のところ金を用意出来る見込みはない。その日以降、自分が五ご体たい満足でいられるかどうか自信はなかった。このところ、金のことばかり考えて過ごしていた。

　亨司の身しん辺ぺんを探ることの危険は承しよう知ちしていたが、他にやれることも思い付かない。自分がこの雇やとい主の役に立っているのは分かっていた。疑ってはいても、自分に手を出すことは出来ないだろうと──。

　その時、亨司が自分に話しかけていることに気付いた。

「……すいません、なんの話でしょうか？」

「なんだ、聞いてなかったのか。だからさ、君を殺そうかっていう話だよ」

　そうですか、と聞き流そうとしかけて全身がこわばった。ハンドルを握っている手のひらにじわりと汗がにじんでくる。

「どうして……ですか？」

「そんなに緊きん張ちようしないでちゃんと運転してくれよ……どうしてですかって、君がぼくを脅おどそうとしているからに決まってるじゃないか。まあ、でもそう思ったのは以前の話だ。今はそう思ってないから安心していいよ」

　そう簡単に安心出来るはずがない。「今はそう思っていない」理由がなんなのかが気になった。うまく聞き出す方法を考えたが、結局ここまでストレートな話し合いで小こ細ざい工くは無む駄だだと悟さとった。

「……あの、どうして殺すのをやめたんですか？」

　我ながらアホな質問だ、と彼は思った。

「君がぼくを脅きよう迫はくしても、もう意味がないんだよ」

　ルームミラーで確認すると、亨きよう司じはなぜか爽さわやかな笑顔を作っていた。まるで仮か面めんのようで、本ほん音ねはまったく窺うかがえない。

「以前は探りを入れるなとおっしゃっていましたが」

「まあ、探ってほしくはないからね。正直に言えば、公表されたくないこともあるし」

　高たか橋はしはかすかに首をひねる。弱みはあるが脅迫は無意味──まったく理解不ふ能のうだった。

「それはどういう……？」

「ぼくらの邪じや魔まをすると、金なんか役に立たない世の中になるかもしれないってことさ。人間の世界が終わってしまいかねない」

「はあ……」

　いきなりスケールが大きくなった話を、高橋はどう受けとったらいいか分からなかった。

「今の人類は危機を迎えている。アルカミレスがいなくなれば、おそらく危機を止める者はいなくなるんだ……」

　高橋は笑いがこみ上げてきそうになった。

（お前は何なに様さまなんだ）

　誇こ大だい妄もう想そうも甚はなはだしい。自分たちが世界を守っているとでも思っているようだ。彼らがなにをしているのか、大まかなところは調べがついている。たった二人の「アルカミレス」とやらで、強大なクランテリオンにどうにか抵抗しているだけの連れん中ちゆうだ。そのクランテリオンにしたところで、まだこの国一つ支配出来ているわけでもない。

「これから、その危機……は確実に起こるんですか？」

「クランテリオンの動きが以前と違う。なにか大きなことが起ころうとしているんだ……半分は勘かんだけど、ぼくには分かる。君もそういう気配をうすうす感じているんじゃないか？」

　高橋は心の中でつぶやいた──感じねえよ。

「ぼくは君にどれぐらい借金があるのかも、返済の期限がいつなのかも知ってる。そこで提案なんだが、ぼくたち二人がこれから起こる諸もろ々もろからうまく生き残れたら、返済に十分な金をやるよ。悪い話じゃないだろう？」

　悪い話というよりは、気味の悪い話だった。金で懐かい柔じゆうしようとしているようにも聞こえるが、その前になにかをさせるつもりらしい。

「ここから先は正しよう念ねん場ばなんだ。君にも積極的に参加してもらうよ、高たか橋はし」

「……どういう意味ですか？」

「これからしばらく、命をかけて働いてもらうってことさ。こうやって君を呼んだのも、そのせいなんだ」

　不ふ吉きつな予感がし始めた。人の身しん辺ぺんを嗅かぎ回ったせいで、脅きよう迫はくよりもずっと危険なことに足を踏み入れる羽は目めになった気がする──。

　頭を悩ませながら、高橋はハンドルを切った。車は川沿いの道路を折れて、細い鉄てつ橋きように入った。幅の狭い橋をのろのろと徐じよ行こうする。

「……高橋、車を停めてくれないか」

　突然、低い声で亨きよう司じは言った。高橋は言われた通りにブレーキを踏み、軽けい自動車は橋の中ほどで動かなくなった。

　亨司はヘッドレストの間から顔を出して、フロントガラスのずっと先を凝ぎよう視しする。橋のたもとにぼんやりと人間のシルエットが見えた。

「ライトの向き、変えましょうか」

　高橋がそう言うと、亨司は無言でうなずいた。亨司の緊きん張ちようが否いや応おうなしに伝わってくる。高橋は首を傾かしげながらヘッドライトをハイビームに切り替えた。

　白い光の中にフードのついた黒いマントを着た人物が浮かび上がる。背せ格かつ好こうからすると女性か子供のようだった。マントと同じ色の仮か面めんを着けているせいで、顔も分からなかった。

「誰ですかね、あれは」

　答えは返ってこない。どうやら亨司の耳に入っていないらしかった。なんにせよ、黒いマントの人物は橋を塞ふさぐように立っている。このまま進むわけには行かなかった。

「どうします？　どいてもらいますか？」

　雇やとい主の顔を振り返った高橋は驚いた。亨司の目は瞳ひとみの形がはっきりと分かるほど大きく見開かれていた。高橋は彼の視線の先を追う。

　マントの人物にはさっきとは違うところがあった。黒いマントに隠かくれていた右腕が見えている──思わず高橋は息を吞んだ。不ふ釣つり合いに長く太いその腕は、銀色の体たい毛もうで覆おおわれていた。

（テリオン）

　獣けものの姿をした腕には金色の巨大なリボルバーが握られていた。その銃じゆう口こうがゆっくりと持ち上がり、彼らの乗った車に向けられる。爪つま先さきからぞくりと戦せん慄りつが駆け上がってきた。

「出るんだ！」

　亨司は後部座ざ席せきのドアを開けて、外へ飛び出していった。取り残された高橋は慌あわててシートベルトを外そうとする。指が震えてバックルのボタンをなかなか押せない。

　顔を上げると、テリオンがこちらに向けている銃の尖せん端たんが青白く輝き始めていた。なにが起こるのか分からないが、命の危険に晒さらされていることははっきり分かった。

（間に合わない）

　そう思った瞬しゆん間かん、運転席側がわのドアが開いた。亨きよう司じが身を乗り出してシートベルトを外し、背広の襟えり首くびをつかんで無む理り矢や理り高たか橋はしの体を運転席から引きずり出した。二人が地面に伏せた刹せつ那な、頭上を凶きよう暴ぼうな白い光が通りすぎていった。




　突然、川の方の空がまばゆい光で照らし出される。

「……ん？」

　拓たく也やは思わず足を停める。もう一度目めを凝こらした時には、光はもう消えていた。

　彼は東とう堂どう学園から川へ向かう道の途中にいる。ここからはまだ見えないが、次のカーブを曲がれば河か原わらに出るはずだ。

　拓也たちが学園に着いたのは十五分ほど前だった。亨司たちはまだ到着しておらず、拓也は一人で様よう子すを見に出たところだった。入れ違いにならないように、日ひ向な子こと友とも典のりには残ってもらっている。

（なんだったんだ、今の）

　胸むな騒さわぎがする──早足で歩き出そうとした時、さっき光が見えた方の空に、もうもうと黒こく煙えんが立ちのぼり始めた。空もうっすらとオレンジ色に染まっている。

（なにか燃えてる？）

　彼は戦器オニクスのケースを背負って全速力で駆け出した。ケースの鍵かぎはとうに開けてある。いつでも戦いを始められる状態だった。

　カーブを曲がると川にかかっている細い橋が見えた。そのちょうど真ん中のあたりで、停止した車の残ざん骸がいが赤い柱のような炎ほのおを噴ふき上げている。その炎の手前に黒いマントを身にまとった人ひと影かげが立っていた。

（テリオンだ）

　拓也は大きく目を見開く──炎えん上じようする車のそばには、折り重なるように二人の男が倒れている。そのうちの一人はどうやら亨司らしい。

「くそっ」

　拓也は走りながら大剣クレイモアを取り出し、黒いケースと鞘さやをほとんど同時に橋のたもとに投げ出した。




「反転リトウルネ！」




　みるみるうちに体が赤い鎧よろいに覆おおわれていく。拓たく也やはほとんど一いつ瞬しゆんで完全な外殻クラスタを持つ赤のアルカミレス・血刃の王ロワ・デ・ルジエへと変へん身しんした。

「あっ」

　突然、拓也は声を上げて立ち止まった。テリオンの銀色の腕がぶら下げている戦器オニクスに気付いたからだ。その巨大なリボルバーは金色に輝いていた。

（金色の戦器オニクスか）

　形はまったく違うが、拓也の持っているイグニス・アウルムと同じ材質のようだった。剣けん以外の金色の戦器オニクスを目にするのは初めてだった。

（こいつ、金色の戦器オニクスの使い手なんだ）

　拓也の緊きん張ちようが否いや応おうなく高まった。テリオンとの距離は彼の歩ほ幅はばで十歩ほど──相手はこちらを見ようともせずにぼんやりと立っている。一気に距離を詰めることも出来るが、どんな能力を持っているか分からない敵に突とつ撃げきするのは危険だった。

「お前、何者なんだ？　グロスマンの部下か？」

　テリオンの首がぎこちなく動いて、拓也の方を向いた。

「……だれ？」

　くぐもってはいるが甲かん高だかい声を耳にした瞬しゆん間かん、拓也は一歩も動けなくなった。

（この声……まさか……）

　知っている声によく似ていた。榛はる名な毬まり子こではない。ずっと昔から親しんできた人間の声だった。

　突然、テリオンは左手を上げて自分の仮か面めんを摑つかんだ。左手は人間のそれだ──しかし、五本の指それぞれに、デザインの異なる黒いリングがいくつもはまっていた。びっしりと指を埋め尽くしているリング同士が、ぶつかり合ってかちかちと音を立てていた。

（あ……）

　テリオンは仮面を外した。その下から十六、七の少女の顔が現れる。長い睫まつ毛げに二ふた重えの目に形のいい薄い唇くちびる。可愛かわいい顔立ちだったが、まるで死体のように血の気がなかった。

「お前……なんで……」

　拓也はそう言ったきり絶ぜつ句くする。頭の中が真っ白になっていた。戦器オニクスが手から離れて足元に転がる。

「帰ってきたのか……？」

「ただ……いま」

　少女の唇がゆっくりと動いた。拓也に向けて言ったというより、「帰ってきた」という言葉に反応しただけのようだ。うつろな目はどこにも焦点が合っていなかった。

　彼の目の前に立っているのは、篠しの宮みや礼れ菜なだった。

「礼菜……？」

　ひりついた喉のどからどうにか声を出した。すでに拓たく也やの反転リトウルネは解けている。足の震えをこらえて、拓也は礼れ菜なの方へぎこちなく歩み寄ろうとした。すると、彼女の目が警けい戒かいするように細くなる。

「俺だよ。拓也だ」

　彼女の表情は変わらない。わずかに首をかしげただけだった。さらに一歩近づくと、礼菜は銃じゆう口こうを拓也の胸元に向ける。

「なんだよ……それ……」

　拓也は呆ぼう然ぜんと金色の戦器オニクスを見つめる。

（俺のこと、憶おぼえてないのか）

「くじ……」

　突然、彼女は言った。

「え？」

「くじ……ひなこ」

　頭の中で「久く慈じ日ひ向な子こ」という名前に変換されるまで、しばらく時間がかかった。

「日向子のことか……？」

「くじひなこ、しってるの」

　その途と端たん、彼女の顔が苦痛をこらえるように歪ゆがんだ。今にも泣き出しそうに見える。

「しってたら……あいたいって、つたえて」

　子供のようなたどたどしい口く調ちようで彼女は言った。

「ころす、から」

　拓也は耳を疑った。確かに殺すと聞こえた。あの礼菜がそんなことを言うはずがない。自分がテリオンであることすら、受け入れられなかった礼菜が。それでも、亨きよう司じたちの乗った車を撃うったのは彼女のようだった。

　突とつ然ぜん礼菜は踵きびすを返し、まだ燃えている車の脇を通って走り出す。たちまち黒いマントの背中が闇やみの中に溶けていった。

「礼菜！」

　我に返った拓也は、彼女が去っていった方へ向かって叫ぶ──しかし、空むなしい沈ちん黙もくが返ってくるばかりだった。







　　　第二章　それぞれの戦い
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　古こ滝たき市の異い変へんが本格的になり始めたのは、市内の電話が通じなくなり始めた頃だった。最初は携帯が使い物にならなくなり、次は家々にある固定電話が通じにくくなっていった。

　事態に気付いた電話会社は慌あわてて調査を始めた──すると、市内のあちこちで通話を中継する基地局や交換機が破壊され、電話線も切せつ断だんされていることが分かった。

　原因が人じん為い的なものであると知った電話会社は警察に通報したが、その時には警察署しよの方も既すでに大だい混乱に陥っていた。

　古滝市は神か奈な川がわ県の山間部に位置しているが、市内を横切るように東京へ通じる高速道路が走っている。道路と古滝市の市し境ざかいが接している二カ所──つまり、古滝市の入口と出口のあたりで、相次いで玉たま突つき事故が発生し、完全に通行止めになっていた。二カ所でほぼ同時に発生した大だい規模な交通事故に疑問を抱いた県けん警けいは、急いで被害者からの聞き取り調査を行った。

　すると、どちらの現場でも事故の前後に大きな黒い犬のような生物が目もく撃げきされており、それが事故を引き起こしたらしいことが分かってきた。テリオンによる犯行の可能性があると判断した県警から知事へ報告が行き、知事はテリオン対策を管かん轄かつする安全対策庁ちように出動を要よう請せいした。

　しかし、事態は既に人間たちの予想を超える速さで動いていた。

　古滝市には他の警察署からの応援や安全対策庁の調査チームがやって来ていたが、彼らはなかなか目的地へたどり着けなかった。彼らの乗った車は古滝市に入るとすぐに、謎なぞの黒い獣けものの集団に襲おそわれて事故を起こしてしまうからだ。テリオンが外部からの救きゆう援えんを妨ぼう害がいしているのは明らかだった。

　止める者もいないまま、テリオンによって古滝市のインフラは破壊され続けていた。今や被害は通信網もうだけではなく、電気や水道などのライフライン全般にまで及および始めていた。この町はそう簡単に回かい復ふく出来ないだけのダメージを受けつつあった。古滝市の中にいる人間の一部は、ようやく考え始めたところだった。

　ひょっとすると、このテリオンたちの狙いは、この古滝市そのものを破壊することではないのか、と。




　東とう堂どう学園の生徒会室に友とも典のりたちは集まっていた。テーブルの片側に拓たく也やと日ひ向な子こが座り、反対側に友典と亨きよう司じが座っている。亨司の頭には白い包ほう帯たいが巻かれていた。亨司と高たか橋はしが学園へ来る途中でテリオンに襲おそわれたらしい。

　そのテリオンというのは──。

「……確かに礼れ菜なだったんだよな」

　拓たく也やの話を聞いた後で、友とも典のりは尋たずねた。彼はこくりとうなずく。まだショックから覚めていない様よう子すだった。黒いマントのテリオンが礼菜──金色の戦器オニクスで亨きよう司じたちを襲い、フェンリルたちを操あやつっているという。友典には到とう底てい信じられない話だった。

「じゃあ、国くに立たちさんが自分を襲った奴やつを同じクラスだって言ってたのは、一体……」

「そのことだけど」

　日ひ向な子こが抑えた声で言った。

「はる華か、今のクラスに入る前はＣ組にいたの」

　友典はあっと声を上げそうになった。六月のオフリスの事件の後、一時期生せい徒とが激げき減げんした東とう堂どう学園では、クラスの再さい編成が行われた。友典たちのいる二年Ｂ組は、隣となりのＣ組と合がつ併ぺいされる形になった。

　二年Ｃ組は礼菜のいたクラスだ。

（日向子には分かってたんだ）

　診しん療りよう所じよで友典に話そうとしていたのはこのことだろう。あんなに取り乱していたのも、拓也に聞かせたがらなかったのも、これが理由だったのだ。

「しかも金色の戦器オニクスの使い手だとはね」

　亨司が大げさにため息をついた。

「まあ、もともと彼女はルスラン・ヴォルクの妹だ。血ち筋すじから言えば、当然才さい能のうはあったんだろうな」

　友典は歯を食いしばった。誰かを傷つけることなど、礼菜は考えもしない性格だった。それなのに、クランテリオンの刺し客かくにさせられてしまった。

（君は篠しの宮みや礼菜が無事に帰ってくると本気で思っているのか？）

　毬まり子こが現れる少し前、亨司にそう言われたことがある。友典は腹を立てただけで、あの時もその後も真剣に考えようともしなかった。考えたくもなかったからだ。あの時に耳を塞ふさいだツケを今いま払わされている気がした。

「裏で糸を引いているのは、グロスマンでしょうね」

　日向子が沈んだ声で言った。

「あの『瞑めい目もくの星せい火か』と同じように、指輪で記き憶おくを封ふう印いんして手先として使ってる。グロスマンは彼女が持っている敵意を誘ゆう発はつして、フェンリルを指し揮きさせてるんだと思う」

「しかし、どうして敵意の対たい象しようが古こ滝たき市全ぜん体たいじゃなくて日向子なんだろう？　フェンリルがやっているのは、この町全体の破壊じゃないか」

「……対象を絞しぼった方が、敵意を誘発しやすいからだと思う」

「だったら、それこそ敵意の対たい象しようは拓たく也やの方がいいじゃないか」

　亨きよう司じの物言いに友とも典のりはぎょっとした。拓也の方をうかがったが、彼はぼんやりと俯うつむいているだけだった。友典以い上じように動どう揺ようしている様よう子すだった。

「多分、拓也よりもわたしへの敵意の方が誘ゆう発はつしやすかったんだと思う。拓也と礼れ菜なさんは……その、結びつきが強いから」

　彼女は口ごもりながら言った。

（礼菜はもともと、日ひ向な子こにあまりいい感情を持ってなかった）

　自分と拓也の間に日向子が入ってくるのを嫌がっていたし、ほとんど日向子のことを知る時間もなく、ルスランに攫さらわれてしまった。本来ならちょっとした日常の心の葛かつ藤とうを、テリオンに利用されているのだろう。

「……連れん中ちゆうは次になにをしてくるだろうね」

　亨司は自分の背後にあるモニターを振り返りながら言う。監かん視しカメラからの映像はもはやほとんど届いていない。彼が作り上げてきた監視システムは完全に機能しなくなっていた。

「とにかく、テリオンは今すぐにわたしたちも、町の人も殺すことが出来る状態にあるわ……今のところそうしていないのは、単に手て順じゆんの問題だと思う」

　しん、と部屋の中が静かになる。相変わらず、相手がなにをしようとしているのか分からないままだった。ただ今の状況が手始めに過ぎないことだけははっきりしていた。

「俺……どうすればいいんだろう」

　突然、拓也がぽつりと言った。

「拓也……」

　隣となりにいた日向子がなにか言いたげにためらっている。

「どうすればいいかなんて、分かりそうなものだと思うけどな」

　呆あきれたように亨司が口を開く。拓也はのろのろと顔を上げた。

「ぼくたちは篠しの宮みや礼菜と戦うんだよ。他にないじゃないか」

「礼菜と戦えるわけねえだろ！」

　拓也は音を立てて椅い子すから立ち上がった。

「そんなこと絶対に出来ない」

　亨司は軽く肩をすくめた。

「もともと、ルスランが彼女を誘ゆう拐かいしたのは自分の仲間にするためだろう。この程度の事じ態たいを予想しなかった君がどうかしてるんじゃないか？」

「亨司、お前……」

　拓也の声は震えている。

「最初っからこうなることを予想してたのか？」

　亨司は眉まゆ一つ動かさずに拓也を見上げている。

「人が礼れ菜なを助けようとしてるそばで、お前は礼菜を敵だと思って色いろ々いろ準備してたのか！」

「……ぼくの役目は、君の家族を助けることじゃないんだ。アルカミレスが戦える環かん境きようを作ることなんだよ」

「俺の目的は礼菜を助けることなんだ！」

「つくづく君は自分のことしか考えていないんだな」

　亨きよう司じは皮ひ肉にくっぽく言った。拓たく也やはぎくりと体を震わせる。

「篠しの宮みや礼菜のためだけに戦っているのか、君は。アルカミレスを必要としている者は、他にも大おお勢ぜいいると思うんだがね」

　しばらくの間、拓也は二つの拳こぶしを握りしめたまま立っていた。やがて、テーブルを離れて大おお股またでドアに向かった。

「拓也！」

　友とも典のりが呼びかけたが、拓也は振り返りもせずに出て行ってしまった。友典は亨司をにらみつける──亨司が言ったことは別に間違っていない。彼がこういう事態に備えて準備していたのも、必要なことだったかもしれない。しかし、亨司はそれ以上のことをやっている。礼菜の存在に関係なく拓也を戦わせることが出来るよう、意い図と的に「赤い戦士」の噂うわさを流して人々をこの町に呼ぼうとしていた。

「なにしてるんだ。早く拓也のフォローをしに行ってくれよ」

　亨司は友典に向かって言った。

「あんな言い方、する必要あったのか？」

「あんな言い方って？」

「なんでわざわざ拓也を怒らせるような言い方するんだよ」

　亨司は軽く肩をすくめた。

「そうじゃない言い方は君がすればいいじゃないか」

　一いつ瞬しゆん、友典はこの少年を本気で殴なぐりたい衝しよう動どうにかられた──が、結局なにも言えなかった。拓也を追って廊下へ飛び出していった。




　生徒会室に残ったのは日ひ向な子こと亨司だけだった。亨司は友典が出て行ったドアを見つめている。

「……あの二人の甘さは長所だとは思うけどね」

　それから、彼は日向子に向き直った。

「これで君も話しやすくなったんじゃないか？　これからどうするか、もう計画は練ってあるんだろうし」

「……ええ」

　日向子はうなずいた。亨司がわざと拓也たちを出て行かせたことはなんとなく分かっていた。兄けい妹まいのように育ってきた礼れ菜なを、「敵」としてどう対たい処しよするかなど、今の彼らは冷静に話し合える状態ではない。ショックを受けている二人の前で話を進めるのは、日ひ向な子こも辛つらかった。

「それで、どうする？」

「グロスマンが彼女から引き出した敵意を、逆に利用する……明日あした、本当にわたしが彼女に会うわ」

「会ったら殺されるんじゃないのか？」

「殺されないようにすればいい」

　と、彼女は言った。

「わたしは古こ滝たきの外へ逃げる。彼女の目的がわたしなら、きっと追ってくると思う」

　亨きよう司じは椅い子すに背中を預けて腕を組んだ。

「指し揮き官かんを引き離すわけか？」

　日向子はうなずいた。

「フェンリルは近くで命令されなければ力を発はつ揮き出来ないという話だったでしょう？　彼女が離れればきっと統とう制せいが取れなくなるはず。拓たく也やはここに残って、亨司たちと協力しながらフェンリルを倒す」

　要するに二ふた手てに分かれて、二種類のテリオンに個別に対処する、というのが日向子の計画だった。統制された状態のフェンリルに攻められたら、おそらく勝つ見込みはない。
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「……君は金色の戦器オニクスを持つテリオンと一いつ騎き討うち。拓たく也やは百頭のテリオンを一人で駆く除じよ」

　そう言いながら、亨きよう司じは苦く笑しようを浮かべた。

「どちらも正気の沙さ汰たじゃないな……まあ、他に選択肢しもなさそうだ」

　最初は日ひ向な子こと拓也の役割を入れ替えることも考えた──金色の戦器オニクスを持つ者同士で戦った方が、戦力的には拮きつ抗こうしているはずだからだ。しかし、日向子は拓也と礼れ菜なを戦わせたくはなかった。それに、礼菜に指名されているのは日向子の方だった。

「それで、君はどうするんだ？」

　日向子は亨司の言葉に戸と惑まどった。

「どうって……だから、礼菜さんを町から引き離して……」

「いや、だから引き離した後にさ。逃げるって言ってるけど、彼女は君を殺すつもりなんだろう？　逃げるだけじゃなんの解決にもならない」

　日向子は答えに詰まった。拓也に一番聞かせたくなかったのがその部分だった。

「指輪を外せば彼女は元に戻るはず……だから、どうにかやってみる」

　亨司は眉まゆをひそめた。

「……金色の戦器オニクスを持っている相手にかい？」

「出来ることは全部やるわ」

　日向子は低くつぶやいた。

「……そうか」

　亨司もそれ以上は深く尋たずねなかった。しかし、もし彼女の呪じゆ縛ばくを解くことが出来なかったら、取るべき行動は一つだった。この町に残る他の人々を犠ぎ牲せいにするわけには行かない。

　日向子は自分の両手を見下ろした。

　その時は、自分が礼菜を殺すしかない。




　　　　２




　亨司の話が終わってから、日向子は拓也の姿を捜した。生徒会室を飛び出していった後、どこにいるのか気になったからだ。一階から三階まで人ひと気けのない校舎を歩き回った末、ふと思い出して屋上へ行ってみた。

　雲もなく、空には月が出ていた。

「……あ」

　拓也が金かな網あみのフェンスの前に立って、じっとグラウンドを見下ろしている。どう声をかけようか迷っていると、不意にくるりと振り返った。

「あ、日向子」

　普段の声で拓也は言った。日向子はほっとして小こ走ばしりに近づいていった。

「……ずっとここにいたの？」

　横顔を見ながら尋たずねる。

「うん……」

　沈ちん黙もくが流れた。彼はもう落ちついている。明日あした自分たちがなにをしなければならないか、話しても大丈夫かもしれないと彼女は思った。

　その時、学園の外で流れている有ゆう線せん放送がかすかに聞こえた。




『現在、多数のテリオンが市し境ざかい付近に出しゆつ没ぼつしています。大変危き険けんですので、家の中にいるか、なるべく頑がん丈じような建物の中に避ひ難なんして、次の指示を待って下さい……』




　停電でテレビからの情報が遮しや断だんされているので、有ゆう線せん放送が積極的に使われているのだろう。そういえば、必要があればこの学校からも放送設備を使って、外部に情報を流すかもしれないと亨きよう司じも言っていた。

　ふと、日ひ向な子こは大きな荷物を持った二十人ほどの人々がグラウンドを横切っていることに気付いた。この学校の生徒ではない。年ねん齢れいも性別もばらばらで、どうやら何なん世せ帯たいかの家族が集まっているらしい。彼らは警けい備び員いんに連れられて、体育館の方へ歩いていった。

「……あの人たちは？」

「この近くに住んでる人たちみたいだな。さっきから時々避ひ難なんしに来るんだ……別にここは避難施し設せつじゃないけど、事情が事情だから受け入れることにしたんだってさ。このあたりじゃ一番丈じよう夫ぶな建物だし、自じ家か発電施設もあるから明かりも点ついてるだろ」

　日向子は学園の塀へいの向こうに目を凝こらした。そういえば、明かりの点いている家々が妙みように少ない。市内から外へ人間を出さず、インフラを破壊する。どうやら、まずはこの町を徹てつ底てい的なパニックに陥らせるつもりらしい。

（礼れ菜なさんが、これをやっているんだ）

　日向子の気持ちは暗く沈んだ──むろん、筋すじ書がきを書いたのはグロスマンで、礼菜はそれを実行しているだけなのだろうが。

「でも、この学校って前にもテリオンに襲おそわれてるってのに、かえって心配じゃないのかな。あの人たち」

　拓たく也やはグラウンドを見下ろしながら言った。

「……他に頼れるものがないんだと思う」

「うん……まあ。そうかもしれない」

　老人や子供も混じっているせいか、避難してきた人々の歩みはゆっくりだった。案内している警備員と話しながら、年配の女性が何度も頭を下げている。きっと電話も通じず、電気も消え、不安になってここへ駆けこんだのだろう。

「……頼られるのは理由があるからだよな、多分」

　ふと拓たく也やは言う。軽い口く調ちようだったが、彼の目は真剣だった。

「頼られる方は、それにちゃんと応えないといけないんだ。自分のことを考えてるばっかりじゃなくて」

　日ひ向な子こには彼が自分のことを話していることが分かった。さっき亨きよう司じに言われたことをここで考えていたのだろう。

「それは大事だけど、別に義務じゃないと思う。自分がしたいと思っていることを……すればいい」

　言っているうちに日向子は恥ずかしくなってきた。彼女が今ここにいるのは、拓也と一緒にいたいからだった。もちろん、アルカミレスとして拓也を守るという責任はある。しかし、おそらく彼女自身の意い思しより重要なものではない──。

　気が付くと、拓也は驚いたように日向子を見つめていた。

「な、なに？」

「日向子、他人にはそう言ってくれるんだな」

　彼は遠い目で言った。

「さっき、友とも典のりと亨司がここに代わる代わる来てさ。亨司から明日あしたどういう作戦になるのか聞いたんだ」

　拓也は傍かたわらに置いてある戦器オニクスのケースをじっと見つめている。

「本当は、俺がやらなきゃいけない役なんだよな……礼れ菜なと、戦うのはさ」

　日向子は静かに首を振った。

「彼女が会いたがっているのは、わたしだから。それに、君はここに残らないと。この町の人をフェンリルの包ほう囲い網もうの中に置いていくわけには行かないでしょう？……わたしたちは分かれて戦わなきゃいけないの」

　拓也は金かな網あみをぎゅっと握りしめる──おそらく、頭では分かっていても割り切ることが出来ないのだろう。

「俺は礼菜を助けたい……でも、自分の目的しか考えてなかった。日向子はそうじゃないよな。いつもちゃんと周りを見て行動してる」

「そんなことない」

　日向子は慌あわてて否定した。

「わたしも自分のしたいことを考えてる……拓也とあまり変わらない。それに、拓也の目的って礼菜さんを助けることでしょう。自分のしたいこととは少し違うと思う」

「俺は礼菜の家族だろ。でも、日向子はほとんど知らない相手じゃないか。それなのに、出来る限りあいつを助けようとしてくれてる……友典にも言われたよ。日向子みたいにもう少し冷静になれってさ。そういえば、夕方にも同じようなこと言ってたな、俺」

　拓たく也やは苦く笑しようする。聞いているうちに日ひ向な子こは胸が苦しくなってきた。

「わたしはそんなにいい人間じゃない」

　礼れ菜なを助けたいという気持ちはある。しかし、拓也の手伝いをしたい気持ちの方がはるかに強い。彼の喜ぶ顔が見たかった──それが偽いつわらざる本ほん音ねだった。

「まあ、自分じゃそう言うんだろうけどさ」

　彼はまだ笑っている。謙けん遜そんだと思っているらしい。

「本当に違う。自分のためにやってるの」

「じゃあ、日向子のしたいことってなんだよ？」

　いきなり核かく心しんを突かれて、彼女はぐっと詰まった。

「……だから、あるわよ」

「答えになってないんだけど」

　拓也は苦笑している。気き恥はずかしさと怒りが同時にこみ上げてきて、日向子は顔を赤らめた。どうして当たり前のことを聞こうとするのだろう。

「とにかくあるの」

「そんなに言い張らなくてもいいだろ。ないならないで……」

「君と一緒にいること」

　早口で彼女は言った。

「えっ」

　そう言ったきり、拓也は黙ってしまう。日向子は口に出したことを後こう悔かいした。しばらくの間、彼は目をそらしてもぞもぞと背中を動かしていた。

「そっか……うん。その、俺もそう思ってるけど……」

「え……」

「前に戦ってる最中に日向子に同じこと言われただろ。俺も言ったけどさ。あれっきりだったから、なんかの気の迷いだったんじゃないかって思ってた」

　顔を上げていられなくなった──憶おぼえていてくれた。

「拓也だって、あれっきりだった」

「うん。そう……だけど」

　彼は空を見上げて言葉を探す風ふうだったが、結局なにも思い付かなかったらしい。いきなり手を伸ばしてきて、日向子の手を不ぶ器き用ように握りしめた。

「あ……」

　思わず体が震えた。拒まれたと勘かん違ちがいしたのか、離れようとする拓也の手を、今度は日向子が強く握り返した。

「日向子、俺……」

　彼女は息を詰めて次の言葉を待った──。

　突然、屋上のスピーカーから放送開始を告げるチャイムが流れてきた。校内ではなく、学園の外へ向けての放送らしい。水を浴びせられたように二人はぱっと手を放した。




『こちらは東とう堂どう学園です。当学園への避ひ難なんを予定しておられる方にお知らせ致します……』




（なにやってるんだろう、わたしは）

　こんな時だというのに。雰ふん囲い気きに流されそうになっていた自分が恥ずかしい。穴があったら入りたかった。

「……校舎に戻るか」

　慌あわてたように拓たく也やは歩き出す。日ひ向な子こは自分の気持ちに蓋ふたをして、それから彼の後を追った。




　　　　３




　篠しの宮みや和かず男おはいつものように夜明けと同時に目を覚ました。まだ鳴っていない目覚まし時計のアラームのスイッチを切り、枕まくら元もとにきちんと畳たたんでおいた服に着替える。セットした時間の五分前に起き出すのが彼の習慣だった。

　障しよう子じを開けると抜けるような青空だった。収しゆう穫かくの終わった畑の向こうに高速道路の高こう架かが見える。普段ならこの時間でもそれなりに車は走っているが、今日は一台も走っていないようだ。テリオンが起こした事故のせいで通行止めになっているからだ。

　ふと、どこからか視線を感じる。窓に額ひたいをつけるようにして外を見ると、畑のあぜ道に大きな犬に似た黒い獣けものが立っていた。この家に視線を注そそいでいる。

「……あれか」

　と、老人はつぶやいた。この町を我が物顔がおに歩き回っているテリオンのうちの一頭らしい。しばらくすると高架の方へ向きを変えて去って行った。

「気味の悪い生き物だな」

　テリオンと言っても色々だ。和男はきちんと障子を閉めると、ふすまのそばに置かれた小さな旅行バッグをまたいで廊下へ出て行った。

　本当なら和男はとっくにこの家を出ているはずだった。昨さく晩ばん遅く、学園に泊まると言っていたはずの拓也が突とつ然ぜん顔を見せた。「この家の近所でテリオンがなにかを起こしそうだから、すぐにどこかへ避難してほしい」とだけ言って、また学校へ戻っていった。

　両隣どなりの住民は既すでに避難を済ませており、向かいの家は空あき家だった。この近所にとどまっているのは和男しかいない。言われた通りにするつもりで荷に造づくりを済ませたのだが、結局この家で朝を迎えている。

　和かず男おは庭の見える居間に入る。家の中の静けさに、彼は深いため息をついた。

「人のいない家ってのは、嫌なもんだ」

　つい独り言を口にしてしまうのは、長く一人暮らしをしていた頃の癖くせだった。

　とりあえず茶を飲むことにした。停電で電化製品は動かないが、水道とガスはまだ通っている。キッチンの方へ行きかけた時、かすかに放送を告げるチャイムが聞こえた。東とう堂どう学園のある方角からだ。




『古こ滝たき東ひがしにお住まいの篠しの宮みやさん、久く慈じ日ひ向な子こさんは、本ほん日じつ篠宮さんの家で待っています』




　老人の額ひたいの皺しわが深くなる。昨さく晩ばんも何度か東堂学園から流れてきた放送だった。彼が避ひ難なんしなかったのは、この奇き妙みような放送を耳にしたからだ。

　東堂学園は定期的にテリオン関連の情報を外部に向けて流している。その中には付近の住民たちの安あん否ぴを伝えるものも含まれているので、これを聞いても不ふ審しんに思う者はいないだろう──和男を除いては。

（誰を呼んどるんだ？）

　今この町にいる篠宮家の人間は自分と拓たく也やだけのはずだ。拓也は東堂学園にいて、和男はここから避難することになっている。日向子はこの家で一体どんな「篠宮」と会うつもりなのだろう？　なにか胸むな騒さわぎがして、様よう子すを見ることにしたのだった。

　彼はやかんをガスレンジにかけて居間に戻り、窓を開けて外を眺ながめた。ろくに手入れしていない庭木は不ぶ格かつ好こうに枝を伸ばしているが、それでも澄すんだ空気と朝日に包まれて輝いている。

「うむ」

　和男はその眺めに満足する。朝起きてすぐに庭を眺めるのが彼の日課になっていた。しかし、足りないものが一つあった。

「……礼れ菜な」

　朝起きて庭を眺めていると、決まった時間に礼菜が起き出してきたものだった。そして短い時間でくるくると動き回って家か事じをこなしていく。礼菜は家事が本当に好きだった。楽しげに働く足音に耳を傾けるのも、朝の楽しみの一つだった。

　彼女が人間ではなく、新しん宿じゆくを消したテリオンの妹だと知ったのは四ヶ月前だった。礼菜がさらわれた後、拓也は自分たちの正体を和男に話した。礼菜はテリオンで、拓也はテリオンと戦うアレカミレス──。

　そうか、とだけ言ってあっさりと話を終わらせたので、拓也は明らかに拍子抜ぬけしたようだった。どうやら驚いたり動どう揺ようするはずだと思われていたらしい。彼にとってはあまりにも当たり前のことだったのでずっと言いそびれていたのだが、その時に拓也に伝えるべきだったのかもしれない。

（お前たちが普通の人間じゃないことぐらい、最初っから分かっとったよ）

　キッチンで笛ふえつきのやかんが鳴り始めて、和かず男おは我に返った。もう少し朝の空気を入れたかったので、窓を開け放ったままキッチンへ戻った。

　湯ゆ吞のみと急きゆう須すを出しながら、拓たく也やたちに初めて会った時のことを思い出す。二人を見つけたのは八年前の真冬だった。二人はほとんどの記き憶おくを失って、大雪の山中にどこからともなく現れた。

　その頃からどことなく尋じん常じようでないものを感じていた。しかし、彼らの出しゆつ自じをいちいち調べようとも思わなかった。今も昔も二人の正体になど興味はない。自分と同じ人間だから二人を慈いつくしんできたわけではなかった。あの時、子供もなく、妻を失い、職を退しりぞいてゆっくりと老いていくだけだった自分に、子供たちは誰かと共に過ごす喜びを思い出させてくれた──それ以上、なにを望むことがあるだろう。

　彼は二人のためにこの家の門を開けておくつもりだった。二人の周囲にいる子供たち──友とも典のりや日ひ向な子こや毬まり子こや、あのレディ・バレットと名乗ったあのテリオンに対しても、その気持ちは変わらなかった。

　彼らが敵てき味み方かたに分かれて戦っていることは知っている。自分もそれに巻きこまれているし、礼菜を誘ゆう拐かいしたことを和男自身も許していない。しかし、彼にとっては皆似にたような子供たちだった。戦うことを望んでいる者は一人もいない気がする。彼らの持つ力そのものが戦いを生み出しているような。

　急須と湯吞みの載った盆ぼんを持って居間に戻る。窓まど際ぎわの定てい位い置ちに腰を下ろそうとして、老人ははっとした。日向子が庭から呆ぼう然ぜんと和男を見上げていた。

「……まだ、避ひ難なんなさってなかったんですか？」

　ほとんど裏返りそうな声で彼女は言った。頑がん丈じようそうなブーツに迷めい彩さい服ふくを身につけ、右腕と右足を金属製せいのプロテクターで固めている。腰には鞘さやに収まった短たん剣けんを下げていた。

「うん。ちょっとな。しかし、今日はまた珍しい格かつ好こうだな」

　日向子はちらりと自分の体を見下ろす。

「これから……その、山へ行くんです」

「そうかね」

　出来るだけ軽い口く調ちようで相づちを打ったが、どう見ても山歩きではない。

　戦うための装備だった。




（……どうしよう）

　日向子は内ない心しん気が気ではなかった。まさか和男がまだここにいるとは思ってもみなかった。

「ちょうど茶を飲むところだ。あんたも一杯飲のんで行きなさい」

　返事を待たずに老人は新しい湯吞みを出してきた。

「あのっ」

　必死に動どう揺ようを押し隠かくして日ひ向な子こは言った。ん、と老人が振り向く。

「今すぐここを避ひ難なんして下さい。テリオンが来るかもしれないんです」

　東とう堂どう学園からの放送を使って、礼れ菜なをここに呼び出すことを決めたのは日向子だった。こちらから捜すよりも、その方が会える確率が高いと踏んだからだ。そのためには和かず男おにこの家を空あけてもらうのが絶ぜつ対たい条件だった。礼菜がフェンリルを操あやつってこの町を襲おそっていることを、和男には知らせたくない。

（拓たく也や、ちゃんと話さなかったのかしら）

　昨日きのう、拓也はここへ説明しに来たはずだ。和男はあれこれ詮せん索さくすることなく荷に造づくりまで始めていたと聞いている。その後になにかあったのだろうか。

「茶が入ったよ」

　窓まど際ぎわに座っている老人は、日向子のためにスペースを空けて待っていた。

「あの……本当に危ないんです。今すぐ避難していただかないと、テリオンが……」

「その話は聞いとるよ……で、どんなテリオンなんだね？」

　一番触ふれてほしくないことを質問されて、日向子は答えに詰まった。

「とにかく、こっちへ来なさい」

　手招きされるままに日向子は和男の隣となりに腰を下ろす。こんなことをしている場合ではないが、彼がなにか理由があってここへ残ったのは分かる。彼女と話をしなければおそらく動こうとはしないだろう。

　日向子は湯ゆ吞のみを受けとって仕方なく一口飲んだ。斜めに差しこんだ朝日が彼女の膝ひざを暖かく照らしている。今日はいい天気になりそうだ。一いつ瞬しゆん、本気でくつろいでしまいそうな自分を慌あわてて戒いましめた。

「日向子さん。ちょっと聞きたいんだが」

「は、はい」

　日向子は息を詰めた。ひやりとした秋風が庭木を揺らしている。

「この家での生活は、どうかね」

「はあ……」

　全身からがっくりと力が抜けた。しかし、出来るだけ早く話を終わらせなければならない。いつ礼菜がここに現れるか分かったものではない。

「楽しいです。とても」

　と、切り口こう上じようで答えた。

「そうか」

　老人の口元にいたずらっぽい笑みが浮かんだ。

「それで、拓也のことは好きかね」

　湯ゆ吞のみを口に運びかけていた日ひ向な子こは、驚きのあまりもう少しで中身を吹き飛ばすところだった。

「な……な……」

　なにか言おうとしても言葉にならない。

「どうかね」

「ど、どうって……そんな……」

　昨日きのう繫つないだ拓たく也やの手の感かん触しよくがありありと蘇よみがえる。答えは分かり切っていた。

「もちろん、ここだけの話だ。誰にも言わんよ」

　ようやく、和かず男おが冗じよう談だんで言っているわけではないことに気付いた。穏おだやかな声には奇き妙みように切実な響ひびきがある。なにか深い意味のある質問に違いない。うろうろと視線を彷徨さまよわせた末、ぎゅっと前のめりに体を縮めて言葉を絞しぼり出した。

「………………はい」

　恥ずかしいというよりは後ろめたい気分だった。

「それはよかった」

　和男は安あん堵どしたように深くうなずいて見せた。

「だったら、今日これからなにが起こっても、必ずここへ帰ってきなさい」

「えっ……」
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　日ひ向な子こは絶ぜつ句くした。節ふしくれ立った手が日向子の膝ひざに置かれた手と重なる。その手を揺さぶるようにしながら、和かず男おは語りかけてきた。

「絶対に、なにがあってもだ。拓たく也やもそれを望むだろう」

　日向子の背せ筋すじがぶるっと震えた。老人の言葉の意味が分かった気がした。

「……もう、ご存ぞん知じなんですね」

「なにをだね」

「わたしが、ここで誰と会うか」

　万まんが一いち、礼れ菜なを傷つけてしまったら、もうこの家には戻れないと思っていた──それを察しての言葉なのだ。

　初めて老人の顔に苦く悩のうの色がにじんだ。

「どうにかして俺に会わせまいとしているようだからな。それでだいたい察しが付いた……もう、手遅れだが」

　老人は思いがけない敏びん捷しようさで立ち上がると、裸足はだしのまま庭へ降りていった。彼の向かった先に目を向けた日向子は凍りついた。黒いマントを身につけた少女が、門の向こうで影のように佇たたずんでいた。

「お帰り、礼菜」

　和男は穏おだやかに声をかける。その途と端たん、彼女は人ひと慣なれしない獣けもののように飛び退のいた。老人のことも誰なのか分からないらしい。

　マントの合わせ目から戦器オニクスの銃じゆう口こうが光っていた。

（いけない）

　日向子は門へと走りながら腰の百視剣アルゴスガノンを抜いた。




「反転リトウルネ」




　彼女の左半身を中心に非ひ対称な白い外殻クラスタが覆おおっていく。右半身のプロテクターは亨きよう司じを介かいして最近作らせたもので、ここ一週間はその微び調整をしていた。動きを損そこなうことなく、右半身の防御力を高めてくれるはずだった。

「……くじ……ひなこ？」

　老人を庇かばうように立つ日向子に、礼菜は問いかけてくる。

「ええ。わたしが久く慈じ日向子」

　たちまち礼菜は怒りの形ぎよう相そうになる。感情の起き伏ふくの激しさはまるで子供のようだった。

「あたしのものを……とるな」

　不ふ機き嫌げんそうな声が唇くちびるから流れる。

「……どうなっとるんだ？」

　老人は小声でつぶやいた。

「ほとんどの記き憶おくが封ふう印いんされてるようです」

　マントの中から銃が完全に姿を現す。彼女の右手はすでに変へん身しんを遂とげている──ただ、他の部分はどこも変身していないようだった。

「待ちなさい、礼れ菜な」

　と、和かず男おが言うと、礼菜は首を振った。

「あたし、は……イレーナ・ヴォルク」

　その言葉を耳にした途と端たん、老人は悲しげに顔を歪ゆがめた。

「それはお前の名前じゃない……お前は篠しの宮みや礼菜。ここはお前のうちだ」

　銃を構えようとしていた動きが止まった。うっすらと困こん惑わくの表情を浮かべている。彼女はちゃんと呼び出された通りにここへ来ることが出来た。篠宮礼菜という名は否定したが、篠宮家けの記憶は残っているのだ。

「あたしの……うち？」

「そうだ。お前の家だ。俺はずっとお前を待っていた……もちろん、拓たく也やもだ」

　彼女は拓也という名前には反応しなかった。しかし、懐なつかしそうに目を細めて家を見つめている。過去の記憶が蘇よみがえっているのかもしれない。このまま行けば、戦わずに彼女の指輪を外せるかもしれない。

　日ひ向な子こはさりげなく門を開けて外へ出た。礼菜はこちらに注目していない。円を描くように足を運んで、彼女の死し角かくに回りこもうとする。変身した右腕から戦器オニクスを叩たたき落とすことが出来れば、この場で彼女を解放できる。日向子は相手の斜め後ろにある電信柱ばしらのそばで立ち止まった。

（……行ける）

　地面を爪つま先さきで蹴けろうとした時、くるりと礼菜が振り返った。出で鼻ばなをくじかれた日向子は一歩も動けなくなった。

「くじ……ひなこ」

　彼女は歯を食いしばった。頰ほおには一ひと筋すじの涙が伝っている。

「……おまえ、が、あたしのうちを、とった」

　その言葉にざくりと胸を衝つかれて、日向子は一いつ瞬しゆん棒立ちになった。彼女がいない間に、ここに住み着いたのは確かだった。

「おまえは……ここ、から……いなくなれ！」

　感情の昂たかぶりを示すように、彼女の声は尻しり上あがりに高くなっていった。

「危ない！」

　老人の言葉に我に返ると、金色のリボルバーが日向子に狙いを定めていた。横に転がって逃れるのと同時に、真っ白な光の塊かたまりが銃じゆう口こうから噴ふき出した。その光は彼女の立っていた場所を通過し、道路の反対側にある二階建ての古い空あき家へと吸いこまれていった。

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくの後、屋根も窓も壁も、すべてが弾はじけるようにどっと吹き飛んだ。生なま暖あたたかい爆ばく風ふうが彼女の顔に吹き付けてくる。

　突然、膝ひざ立だちの日ひ向な子この顔に黒い影がかかった。彼女の代わりに攻撃を受けた電信柱ばしらの一部が消失し、上の部分が倒れてくるところだった。彼女は身をよじって太い円えん柱ちゆうを避けようとする。コンクリートにこすられた左肩の外殻クラスタが、ぞりっと嫌な音を立てた。電信柱に衝しよう突とつした地面がかすかに揺れた。

　日向子は地面から跳ね起きる。もう呼吸が乱れ始めていた。赤い光を帯びた礼れ菜なの目は日向子に据すえられている。それはフェンリルと同じ目の色だった。

（……獣けものの目）

　日向子は戦器オニクスを固く握りしめた。いつ発はつ砲ぽうされるか分からない以上、古こ滝たき市の中で戦うわけには行かない。

「イレーナ・ヴォルク。わたしの命が欲しい？」

　こくりと彼女はうなずいた。日向子はもう和かず男おの方を見ようとしなかった。決心が鈍りそうで不安だったからだ。

「じゃあ、わたしを追ってきなさい。お前にとどめが刺せるものならね」

　礼菜の顔が怒りに燃え立った。

　それを確認してから、日向子はくるりと踵きびすを返す。そして、古滝市の外へ向かって全ぜん速力で駆け出した。礼菜が付いて来ていることを確認して、彼女は右肩のホルダーから携帯電話を外した。




　　　　４




　切れた電線が道路に垂れ下がっている。拓たく也やたちの乗ったワゴン車は、ぎりぎりのところでそれを避けた。通行人も走っている車もほとんど見かけないが、フェンリルの破壊による障しよう害がい物が多いようだった。

「……ちっ」

　車の後部にいる拓也にも、高たか橋はしの舌した打うちが聞こえてきた。拓也と亨きよう司じはキャビンスペースを改造して設置された機き器き類るいの前に座っている。携帯電話を切って、亨司は拓也に向き直った。亨司が持っている携帯はこの町の基地局を使わない衛えい星せい電話だった。日向子も同じものを持っている。

「……日向子は篠しの宮みや礼菜を古滝市から連れ出したそうだよ」

　拓也はうなずいた。これでフェンリルの指し揮き官かんはこの町から離れたことになる。

「じゃあ、俺たちはこれから害がい獣じゆう駆く除じよってことか」

「そういうことだね」

　ワゴン車は高速道路の高こう架かに沿って、東京方面の市し境ざかいへと走っていた。通行止めの原因になった事故現場には、五、六頭のフェンリルが居い座すわっているらしい。手始めにその連れん中ちゆうを倒すことになっていた。

「でも、なんでそこにしたんだ？」

　と、拓たく也やは尋たずねた。他にもテリオンがいるとはっきり分かっている場所はいくつかあるはずだ。

「東京から安全対策庁ちようの特別排除部隊ＳＥＴが高速道路を下ってきてる。フェンリルたちのいる事故現場を強行突とつ破ぱして、インターチェンジから古こ滝たき市し内ないに降りるつもりらしい……連中が無む傷きずで通り抜けられるように、君にフェンリルを倒しておいてほしいんだ」

「安全対策庁に協力するってことか？」

「逆だよ。連中を君に協力させるためだ」

「……どう違うんだ？」

「このままだと君きみ一人がフェンリルに包ほう囲いされかねない。正体が知られるリスクはあるけど、攻撃対たい象しようを君以い外がいにも分ぶん散さんさせたいんだ。それに、戦力は少しでも多い方がいいからね」

　ワゴン車はコンクリートの高架脚きやくの前で停止した。巨大な鉄骨の桁けたが道路を支えている。亨きよう司じは親指を上向けた。

「この上が事故現場だ」

　彼は小さなヘッドセットを投げて寄よ越こした。火か凜りんや水すい漣れんと戦う時にも使った無線機だった。

「こいつで連絡を取ろう」

　拓也は無言でヘッドセットを装そう着ちやくした。これがあれば戦っている最中も亨司たちと話をすることが出来る。

「このあたりの監かん視しカメラは壊されてるから、テリオンたちの正確な位置は分からない。もちろん、事故車しやも撤てつ去きよ出来ていない。障しよう害がい物ぶつがあることを覚かく悟ごしておいてくれ」

　ごくりと唾つばを吞みこんだ。ほんの数メートル上にテリオンがいると思うと、身が引き締まる思いだった。

「何度も言っているけど、君が反転リトウルネ出来る時間は五分だけだ。戦闘が始まって四分経たったら無線で知らせる。そうしたら、フェンリルたちを倒しきれなくても撤てつ退たいするんだ」

「分かってるよ」

　黒いケースからイグニス・アウルムを取り出す。日ひ向な子こは危険を冒おかして礼れ菜なをここから引き離している──外殻クラスタと戦器オニクスの能力を使って、自分もするべきことをしなければならない。

（……ん？）

　拓也はふと疑問を覚えた。フェンリルたちもテリオンである以上、なんらかの特とく殊しゆ能力を持っているはずだ。毬まり子こもそのような話をしていたと友とも典のりも言っていたが──。

（まあ、考えても仕方ないか）

　これがフェンリルとの緒戦なのだ。今の状況では戦いの中で探っていくしかない。

「じゃ、行ってくる」

　ワゴン車のドアを勢いよく開けて外へ出た。高速道路のすぐ近くにいるというのに、あたりは静せい寂じやくに包まれている。拓たく也やはイグニス・アウルムをすらりと鞘さやから抜いた。光こう彩さいを放つ刀とう身しんを頭上に突き立てて、目を閉じて大きく深しん呼吸する。高こう架かの反対側にある雑ぞう木き林ばやしから、鳥のさえずりが聞こえた。

「……よし」

　拓也はかっと目を開けた。




「反転リトウルネ！」




　彼の全身を赤い外殻クラスタが覆おおっていく。完全なアルカミレスへと変へん身しんを遂とげるのを待ってから、彼は深く膝ひざを屈かがめる。

　そして、赤のアルカミレス──血刃の王ロワ・デ・ルジエは高架の上へ向かって跳ちよう躍やくした。




　高速道路の防音壁へきを飛び越えた拓也は、足元に広がった光景に息を吞んだ。

（ひでえ）

　横おう転てんしたトレーラーが道路を塞ふさぎ、そこへ次々と後続車しやが突っこんだらしい。七、八台の車の残ざん骸がいが丸めた紙のようにひしゃげて転がっていた。下りの車線はまだ車の通る余よ地ちもあるが、上りの方は完全に通行不ふ能のうの状態だった。ガラスや部品の破は片へんがぶちまけられたアスファルトの上に着地する。思ったよりもずっと大きな事故だった。

　低いうなり声が耳に響ひびく。いくつもの目が自分を見ていることを感じた。拓也は両足を踏ん張って、大剣クレイモアを脇に構える──すると、横転したトレーラーのかげから一頭の黒い狼おおかみが姿を現した。

（でかいな）

　小型の馬ほどの大きさがある。動きも敏びん捷しようそうだった。他のフェンリルは隠かくれていて、様よう子す見のために一頭だけ姿を現したのだろう。そう考えた刹せつ那な、テリオンは一直線に拓也に向かって走ってきた。

「あっ」

　予想よりもずっと手前でテリオンは力強く跳ちよう躍やくした。前足の尖せん端たんから信じられないほど長い爪が伸びる。気が付くとその尖端が赤いマスクのすぐ目の前まで迫っていた。

　ほとんど無意識のうちに体が動いた。踏みこみざま横に薙ないだイグニス・アウルムの刃やいばが、体たい毛もうにくるまれた首くび筋すじに食いこむ。次の瞬しゆん間かん、テリオンの頭はくるくると回転しながら跳ね飛んだ。胴どう体たいだけで着地した狼おおかみは、そのまま何歩か足を進めた後で倒れた。そこへぼとりと血まみれの首が降ってきた。

（……倒した？）

　妙みように手て応ごたえがないような気がする。特に能力らしい能力も持っていないようだ。

　狼の胴体に近づいていくと、傷口から鮮せん血けつを溢あふれさせながら小こ刻きざみに痙けい攣れんしている。拓也は四し肢しに生はえている長い爪に目を凝こらす──その黒い光こう沢たくには見覚えがあった。このテリオンの爪は戦器オニクスになっている。体の中に武器を埋め込まれているのだ。

『どうしたんだ？』

　亨きよう司じの声が無線から聞こえてくる。

「一頭は倒した」

　ふと、テリオンの首の付け根になにか黒いものが見えることに気付いた。剣の切きっ先さきで体毛をかき分けて慎しん重ちように探った。

『他のフェンリルは？』

「今は姿が見えないけど、近くにいると……」

　拓たく也やは口をつぐんだ。今まで長い毛に隠かくれて分からなかったが、細い首くび輪わを身につけている。その形には見覚えがあった。昨日きのうまで拓也も着けていたアパタスの首輪によく似ていた。

「……これは」

　突然、右の肩かた口ぐちに重い衝しよう撃げきを受けて、反射的に背後に飛び退のいた。右肩の外殻クラスタが爪らしきもので切り裂かれ、その下にある組織が露ろ出しゆつしている。拓也は慌あわてて戦器オニクスを構えながら周囲を見回したが、テリオンの姿はなかった。

（隠れてるのか？　でも……）

　その時、すぐ近くで乾いた足音がいくつも聞こえた。やはり相手の姿は見えない──。

「……そういうことか」

　拓也はぎりっと歯は軋ぎしりをした。もっと前に気付くべきだった。市内の様々な施設を破壊していたのに、なかなか見つからなかったのは理由があったのだ。

『どうなってる？　なにかあったのか？』

「こいつら、アパタスと同じだ！　姿を消す能力があるん……」

　言い終わる前にいくつもの気配が殺さつ到とうしてきて、右腕に衝撃が走った。目に見えない爪や牙きばが、一いつ斉せいに外殻クラスタを食い破ろうとしている。手の甲こうを嚙かみつかれて、あやうくイグニス・アウルムを落としそうになる。

　拓也の背せ筋すじがぶるっと震えた。さっきから狙われているのは戦器オニクスを持った右腕だけだ。

（反転リトウルネを解かい除じよさせるつもりだ）

　アルカミレスもテリオンも、戦器オニクスの力が及ぶ範はん囲い──境域グロブスの中でしか変へん身しんした姿を維い持じ出来ない。拓也とイグニス・アウルムから引き離して、生なま身みの人間に戻してから殺すつもりなのだ。

「くそっ」

　こんなところで死ぬわけに行かない。大剣クレイモアの柄つかに左手を添えて、力任まかせに一ひと振ふりする──途と端たんにすっと右腕が軽くなった。ほとんどのフェンリルは攻撃を避けたようだが、一頭だけわずかに遅れたらしい。ほんの数メートル先の地面に小さな血の染みが広がりつつあった。

（あそこだ）

　一いつ足そく飛とびで距離を詰めて、血けつ痕こんの真上を縦に切り裂いた。ずしりとした手て応ごたえの後で、獣けものの断だん末まつ魔まが響ひびき渡った。

（やっと二頭か）

　息をつく間もなく、背後から足音が迫ってくる。まだこの場だけでも三頭か四頭のフェンリルが残っている。拓たく也やはより有利に戦える場所を求めて走り出した。

　まだ戦いは始まったばかりだった。




　山道の途と切ぎれた先は、なだらかな傾斜にあるブナ林だった。

　日ひ向な子こは立ち止まって礼れ菜なが現れるのを待った。下半身に外殻クラスタを持つこちらの方が足は速い──しかし、あまり引き離すわけには行かなかった。標ひよう的てきを見失った礼菜が来た道を逆戻りしてしまうかもしれないからだ。かといって、近づきすぎるわけにも行かない。彼女の戦器オニクスの餌え食じきになってしまう。

　木々の向こうから礼菜が走ってくるのが見えた。日向子の姿を認めると、立ち止まって太い幹の一つに手を突く。最初は休んでいるのかと思ったが、すぐに考えを改めた。礼菜は金色の戦器オニクスを構えている。

（攻撃するつもりなんだ）

　このブナ林はさっきの山道よりも木々の間かん隔かくが大きく、見通しもいい。これなら命めい中ちゆうすると踏んだのだろう。銃じゆう身しんの先にさっきも目にした白い光が集まっていく。

「……加速ヴイテ」

　小さくつぶやいた途と端たん、周囲のあらゆるものの動きが遅くなった。脳の処しよ理り速度を一時的に上げる、彼女のアルカミレスとしての「能力」の一つだった。引き延ばされた時間の中で、彼女は最適な逃げ場所を探す──上だ。

　日向子は垂すい直ちよくに高く飛んで、頭上の太い枝の上に飛び乗った。地面を見下ろすと同時に、礼菜の銃から発射された巨大な光こう球きゆうが通り過ぎていく。ほとんど残ざん像ぞうしか捉とらえられなかったが、日向子は光の中心に目を凝こらす。なにか光の中に核かくのようなものが見えた。

　彼女は加速ヴイテを解くと、地面に降りて走り出す。光球の軌き道どう上にあった地面やブナの木は抉えぐり取られ、林の中にぽっかりと円えん筒とう状の空白が生まれている。今度はさっきよりも距離を置き、狙いが定まらないようにジグザグのルートを取る。

　彼女はとあるブナの幹の前で一いつ瞬しゆん足を止める。その大木は空白の延長線上にあり、今の攻撃がもたらした破壊の終しゆう着ちやく点てんらしかった。丸く焼けこげた樹じゆ皮ひの中心に食いこんだ金属片へんが、強い光を放っていた。

（……金色の弾だん丸がん）

　再び逃走に入りながら、彼女は思し考こうをめぐらせる。礼れ菜なの持つ戦器オニクスから発射されたものに違いない。さっき見た光こう球きゆうの核かくがあの弾丸なのだ。おそらく、発射された弾丸からなんらかのエネルギーが周囲に放出されているのだろう。

　とにかくあの銃は見た目通り、弾丸を発射する仕組みになっている──つまり、いつかは弾たま切ぎれになるということだ。今はとにかく速力を活かして相手の攻撃を避け続け、予備の弾丸に装そう塡てんする隙すきを狙って攻撃する。それが一いち番ばん合理的な作戦に思えた。

　突然、くっきりとした殺意を背中に感じた。何者かが急きゆう激げきに近づいてきている。さっきまでの礼菜の足音とはまったく違う。四つ足の獣けもののそれだった。

　肩越しに振り返った日ひ向な子こはその場に立ち尽くした。どこからともなく現れた黒い狼おおかみが、礼菜を背中に乗せてこちらへ迫ってきていた。

（フェンリルも一頭付いて来ていたんだ）

　日向子は自分の迂う闊かつさを呪のろった。テリオンとしての礼菜はさほど高い身しん体たい能力を持たない。彼女を守るために従ってきたのだろう。指し揮き官かんが本隊から離れる時、護ご衛えいがつくのは当然の話だ。

　既すでに礼菜はフェンリルの背中から狙いを定めている。この至し近きん距離では避けられないと悟さとった。絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいの危機に頭の中が真っ白になる。思わず顔を背そむけて目を閉じようとして──。

（拓たく也や）

　不意に彼の顔が頭をよぎった。ここで日向子が命を落とせば、町に残っている拓也たちも終わりだ。大おお勢ぜいの人々の命が危険に晒さらされる。なんとしても生き残らなければならなかった。

「加速ヴイテ！」

　再び能力を開放すると、迫ってくるテリオンの速さががくんと落ちた。しかし、それで状況が変わったわけではない。この能力では肉体の動きまでを速めることは出来ないのだ。既に礼菜の指は引き金にかかっている──逃げられない。

（なら、攻めるしかない）

　日向子は柔らかい土を蹴けり、フェンリルに向かってまっすぐに飛んだ。みるみるうちに戦器オニクスの銃じゆう口こうが大きくなる。引き金が絞しぼられる寸すん前ぜん、銃じゆう身しんめがけて百視剣アルゴスガノンを下から跳ね上げた。二つの戦器オニクスが激げき突とつし、リボルバーの向きがわずかに斜め上へ逸それる。鈍い振しん動どうとともに発射された白い光は、日向子の右肩のプロテクターをわずかにかすめて、青空へと飛び去っていった。

　二人の少女は黒い狼の上で正面から衝しよう突とつし、一体になったまま地面をごろごろと転がった。幾いく度どとなく天地が逆転した後、気が付くと日向子は礼菜に馬乗りになっていた。すぐそばの地面には礼れ菜なの手から離れた金色の戦器オニクスが転がっている。

（……今だわ）

　この戦器オニクスを取り上げる絶ぜつ好こうのチャンスだった。日ひ向な子こは急いで戦器オニクスを拾おうとする。いつの時代から存在しているものなのか、中折れ式の銃じゆう身しんを持つ古い形のリボルバーだった。今の激げき突とつの時にホールドが外れてしまったらしく、中央のヒンジから銃身が折れて弾だん倉そうの中身がはっきり見える。

　弾倉に装そう塡てん出来るのは全部で六発。発射されていない金色の弾だん丸がんがまだ三発残のこっていた。

　ふと、日向子は銃に触れる直前で指を止めた。

（わたしは金色の戦器オニクスの使い手じゃない）

　資格のない者がこの戦器オニクスに触れると、一いつ瞬しゆんで死を迎えるおそれがあった。どうするべきか迷っていると、不意に膝ひざの下で礼菜が身じろぎした。

「……どうして？」

　か細い声が彼女の唇くちびるから洩もれた。両手で目を覆おおってすすり泣いている。あまりの弱々しさに日向子は胸を衝つかれた。

「どうして、ぜんぶ……もっていこうと、するの？」

「え……？」

「せっかく、あたしのものにしたのに」

　なんのことを言っているのか、日向子には分からなかった。記き憶おくを封ふう印いんされているせいで、意識が混乱しているのかもしれない。

　突然、横から現れた黒い影に日向子は突き飛ばされる。礼菜を乗せていたフェンリルが体当たりしてきたのだ。数メートル先の木の根元に右肩から激げき突とつする。

「うっ」

　肩かた口ぐちに激げき痛つうが走った。金色の戦器オニクスの攻撃で、既にダメージを受けていたプロテクターが完全に割れた。百視剣アルゴスガノンを手放さなかったのは奇き跡せきと言う他ない。左手に戦器オニクスを持ち替えてすぐに立ち上がった。

　フェンリルはそれ以上攻こう撃げきを仕掛けてこなかった──主人を庇かばうように立ち、日向子を声と牙きばで威い嚇かくしている。のろのろと礼菜は体を起こすと、金色の戦器オニクスを拾い上げ、銃身を元に戻し始めた。

　日向子は再び地面を蹴ける。もう相手との距離を計る余よ裕ゆうなどなかった。相手が走り出す前に少しでも引き離さなければならない。単純な足の速さでは、おそらくフェンリルに敵かなわない。そして、礼菜の銃にはまだ彼女を仕し留とめるのに十分な弾丸が残っている。

　今度こそ本当に自分が狩られる側だということを意識した。状況はさっきよりもはるかに悪くなっている。

（……拓たく也や）

　心の中で呼びかける。彼も今いま頃ごろフェンリルと戦っているはずだ──無事でいて、と彼女は思った。
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『そっちは大丈夫か、拓たく也や』

　無線越ごしに亨きよう司じが言った。拓也はトレーラーの荷台に背中を預けたまま肩で大きく息をしている。

『聞いてるのか？』

「…………聞いてる」

　呼吸の合間にようやくそれだけ答えた。鉛なまりをくくりつけられているように全身が重く、手足の関かん節せつもねばりつくようだった──完全に疲れきっていた。

　事故現場のあちこちに、彼の斬きった四頭のフェンリルが転がっている。彼の右腕の装そう甲こうにはささくれたような傷が無数についている。

　フェンリルは徹てつ底てい的に彼の腕だけを狙ってきていた。彼には敵の方向がはっきり分からない。攻撃された瞬しゆん間かん、相手のいるはずの場所を狙うという方法でどうにか戦っていた。

　足音の数では残り一頭らしい。今もどこかから彼を窺うかがっているはずだ。ことさら用心深い性格らしく、攻撃を仕掛ける時とき以外は常に拓也から距離を置いている。動きも速いので今のところはうまく捉とらえることが出来なかった。

（テリオンと戦うのって、こんなに疲れるもんだったか？）

　今まで何人ものテリオンを倒してきたし、姿を消せる能力もアパタスとの戦いで経験済ずみだった。ほんの数分の戦いでここまで体力を消しよう耗もうすることなどなかった。一体、普段となにが違うのだろう──。

（……日ひ向な子こがいないからか）

　彼女がそばにいない戦いは初めてだ。これほど調子の狂うものだとは思わなかった。二人いればもっとうまく戦えるはずなのに。

　拓也は大剣クレイモアの柄つかを改めて握り直した。

（あいつは俺に会うまで、一人でずっとやってきたんだよな）

　こんなことは苦労のうちにも入らない。いつの間にか日向子に頼り切っている自分が情なさけなかった。うまく戦えないなら、自分でやり方を考えるまでだ。彼はあたりを見回す──テリオンを見つけるためではない。戦いに相応ふさわしい場所を探すためだった。

　ガードレールの手前で横よこ倒だおしになっている、四輪駆く動どうの大型車が目に留まった。

（あれだ）

　拓也は剣を担かつぐようにして走り出すと、車の上にひらりと飛び乗った。彼が立っているのは後部座ざ席せきのドアの上だった。運転席のドアは開きっぱなしになっている。ドライバーはそこから脱出したか、救出されたのだろう。

　高いところに上がったせいで、事故現げん場ば全体を見渡すことが出来た。やはり黒い狼おおかみの姿はない。しかし、足音がどこからか迫ってきていた。

『君が反転リトウルネしてからもうすぐ四分だ。脱出の準備をしてくれ』

　亨きよう司じの声が耳元で聞こえた。

「あと少しで終わる」

『さっきの話を聞いてなかったのか？　あれほど……』

「うるせえな。もうちょっとなんだよ！」

　たん、と地面を蹴ける音が聞こえた。その直後、右腕にひときわ重い衝しよう撃げきが走った。イグニス・アウルムが彼の手を離れて、車の中へ落ちていった。

「あ……」

　拓たく也やは自分も車の中へ飛び降りる。車内のあちこちに体をぶつけ、気が付くと一番底そこの助手席に体を埋めて、開いたドア越しに空を見上げていた。運転席のドアのそばの空間がわずかに揺れる。すぐそばから獣けものの息づかいが聞こえた。どうやらフェンリルは車の中に上半身を突っこんで様よう子すを確かめているらしい。

　──今だ。

　拓也はダッシュボードに立てかけられたイグニス・アウルムを摑つかむ。この剣を落としたのも、すぐ後に自分が飛びこんだのも、全て作戦のうちだった。この狭い空間なら逃げようがない。大剣クレイモアの刃は先さきを見えない敵に向かって突き上げた。

　右手に確かな手て応ごたえを感じる。喉のどを貫つらぬかれた黒い狼がゆっくりと姿を現した。そして車上でぐらりとバランスを崩し、拓也の視し界かいの外へと落ちていった。

「反転リトウルネが解けるまでの時間は？」

『一分を切った。急いでくれ』

「分かった」

　高こう架か下したへ戻る時間は十分にある。彼は倒れた車内から外へ飛び出そうとした。

「う……」

　突然、後部座席から聞こえた苦しげな声に、拓也の体は凍りついた。おそるおそる背もたれの向こうを覗のぞきこむと、スーツ姿の二十代の女性が後ろのシートに座ったままの姿勢で倒れていた。額ひたいから流れる血はすでに赤黒く固まっている。昨日きのうの晩、事故に遭あってからずっとここにいたのだろう。

『今、なにか声が聞こえなかったか？』

「車の中に逃げ遅れた人が残ってるんだ。怪け我がもしてるらしい」

『そうか。でも、君は脱出してくれ』

「え？」

　その言葉に耳を疑った。

『どうせ一時間もしないうちにここを安全対策庁ちようの部隊が通りかかる。連れん中ちゆうに救助してもらえばいい……あと四十五秒』

　その時、女性がごぼっと嫌な音を立てて咳せきこんだ。唇くちびるからどろりとした血が溢あふれ出すのを見て、拓たく也やはぞっとした。よく見ればスーツの胸元は大量の血で汚れている。内ない臓ぞうが傷ついているのかもしれない。

（あと一時間もここに置いていったら危ない）

「……とにかく助け出す」

　返事を待たずに拓也は車の外へ飛び出す。車の前ぜん方ぽう方向の地面に飛び降りると、両手でバンパーを摑つかんだ。外殻クラスタの力を使って、衝しよう撃げきを与えないようにゆっくりと車の向きを水平に戻していった。四つのタイヤが完全に地面についているのを確かめてから、後部座ざ席せきのドアを引きちぎるように開け放った。

　ぐったりした女性の体を車内から引っ張り出し、右手のイグニス・アウルムに触れないようにうまく抱きかかえた。

「あと何秒ある？」

『二十秒しかないぞ』

「それだけあれば十分だよ」

　ほっと息をついて防音壁へきの方へ走り出した。あとは高こう架かの下へ飛び降りる時、なるべく怪け我が人に衝撃を与えないようにするだけだ。

　突然、右の手首を強い力で摑つかまれて、体が大きく泳いだ。戦器オニクスが手から離れてアスファルトを滑っていく。

「あっ」

　しかし、彼がまず追ったのは両腕から落ちそうになった怪我人だった。地面ぎりぎりのところで抱き留めた時、拓也は自分の反転リトウルネが既すでに解けていることに気付いた。イグニス・アウルムの境域グロブスから離れてしまったらしい。

（今のは……？）

　戦器オニクスが滑っていった方向を振り返る。

　大剣クレイモアをまたぐように、黒い狼おおかみが立ちはだかっていた。今までのフェンリルたちよりも体が大きい。

『拓也、あと十秒だ』

「……もう関係ない」

　拓也は絞しぼり出すように言った──もう一頭いたのだ。

　あのフェンリルの足音は聞こえなかった。ということは、仲間が殺されても動かずに拓也の戦いぶりを観察していたことになる。おそらく、他のフェンリルよりも手て強ごわいはずだ。

　ゆうゆうと拓たく也やの方へ近づいてくる。もはや姿を消そうともしていなかった。こちらにもう戦う力がないことを見越しているのだ。

「くそ……」

　拓也はその場に膝ひざを突く。全身にまったく力が入らない。反転リトウルネの後は激しい疲労に襲おそわれるのが常だった。誰かを助けるどころか一人で立ち上がることも難しかった。亨きよう司じの声がさっきから聞こえているが、それを理解する余よ裕ゆうもない。

「日ひ向な子こ……礼れ菜な……」

　思わず心に浮かんだ二人の名を呼んだ。一緒にいることも、助け出すことも出来そうにない。自分の無力さが情なさけなく、恥ずかしかった。

　フェンリルは足を止め、勝ち誇ったような雄叫おたけびを上げる。不ぶ気き味みな笛ふえのようによく通る声だった。

（この声が途と切ぎれたら殺される）

　そう思った途と端たん、ぷつりとスイッチを切ったように声が途切れた。そして、目の前に大きく口を開けたままの狼おおかみの首が落ちてきた。

「……え？」

　フェンリルのすぐ後ろに、いつのまにか黒いマントを着た小こ柄がらな人ひと影かげが立っている。まるで幽ゆう霊れいのように唐とう突とつな出現だった。

　深くかぶったフードの奥は影になっている。その手に握られた細い曲きよく刀とうからは、まだテリオンの血が滴したたっていた。

「お前に死なれると困るじゃない、血刃の王ロワ・デ・ルジエ」

　聞き覚えのある若い女の声に拓也ははっとした。

　彼女はフードを取る──そこに立っていたのは、榛はる名な毬まり子こだった。
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　高速道路にいた怪け我が人にんを古こ滝たき市の外れにある外科病院へ送り届けた後、ワゴン車は東とう堂どう学園へ向かっていた。車中で拓也は自分たちの状況を詳しく説明し、毬子の身になにが起こったのかを本人の口から聞いた。クランテリオンから離れたことが原因で、彼女はずっとバレットに追われていたらしい。

「とにかく、助けてもらった礼を言うよ」

　拓也は毬子に言った。彼女が現れなければ、あのフェンリルに殺されていたのは間違いない。それに、彼女がバレットに追われていたのも、方舟アルカに情報を提供したからなのだ。

「礼を言う必要はないわよ」

　正面に座っている毬まり子こが冷ややかに答える。黒いマントを身につけた彼女の姿を眺ながめていると妙みように胸が騒いだ。一いつ瞬しゆん、見み間ま違ちがいそうになるほど今の礼れ菜なに似ていた。

「お前に死なれると困ると言ったでしょう？　わたしはわたしのためにやっているだけよ。感謝なんかされるいわれはないわ」

　自分のために行動しているだけ。

　昨さく晩ばん、日ひ向な子こもそう言ったことを思い出す。結局、誰もが自分の小さな目的のために動き回っているだけなのかもしれない。しかし──。

「そうかもしれないけど、お前に助けられたのは事実だろ。お前がどういうつもりかは関係ない。俺が感謝してるからそう言ってるだけだよ……だから、お前には礼を言っとく」

「な……」

　毬子は怒ったように顔を赤らめて目をそらした。

「ま、まあ、どうでもいいわ。そんなことは」

　本気で腹を立てているわけではなさそうだ。日向子ともこういう話をするべきだったかもしれない。誰かの役に立つということは、それだけで価か値ちがあると思う。

「……聞きたいことがあるんだけどね」

　腕組みをしていた亨きよう司じが口を挟む。

「バレットが『城カストラ』に戻ったのは、篠しの宮みや礼菜がグロスマンの手先に使われていることに気が付いたから、ということでいいのかな？」

　少し間を置いて、彼女はうなずいた。

「まあ、そうでしょうね」

「ということは、今のグロスマンとルスランは対立関係にあるということだね」

「当たり前でしょう。自分の手先にイレーナ・ヴォルクを使うなんて、ルスランやバレットが承しよう知ちするはずがないもの。もしバレットが『城カストラ』に着いたら、グロスマンを殺そうとするかもしれない」

　毬子は悔くやしそうな表情を浮かべた。グロスマンを殺すのは自分だと決めているからだろう。クランテリオンを裏切ったのもその目的のためだった。

「……もしグロスマンが死んだら、礼菜の封ふう印いんはどうなるんだ？」

　と、拓也は尋たずねた。

「少しずつ指輪は力を失って、記き憶おくも元に戻ると思うわ。もっとも、そうはならないと思うけど。バレットは『城カストラ』に辿たどり着けないでしょうから」

「えっ？」

「いつもなら『城カストラ』は同じルートを周回しているわ。でも、グロスマンも馬鹿じゃないから、見つかりにくい場所に『城カストラ』を避ひ難なんさせているはずよ。こんなことがバレットやルスランに知れたら、自分を殺そうとするのは分かりきっているもの……お前たちに渡したリングのような道具も持っていないから、今いま頃ごろバレットは見えない城を気配だけで探しているんじゃないかしら」

「そういや、あのリング使えなかったぞ」

　拓たく也やは不満を露あらわにする。何週間も馬ば鹿か正直に身につけていた自分に少し腹が立っていた。しかし、毬まり子こは驚いたように首を振った。

「そんなはずはないわ。汎はん用よう性せいの高い戦器オニクスだもの。腕かどこかにはめて念じれば、『城カストラ』がどの方向にあるか教えてくれるのよ。疑うならわたしに貸しなさい、特別に使ってみせてあげる」

　拓也は自分の腕を探ってから、昨日きのうの晩日ひ向な子こに渡したことを思い出した。

「誰が試しても使えなかったぞ。壊れてたんじゃないのか？」

　はん、と毬子は不ふ機き嫌げんそうに鼻を鳴らした。

「お前が壊したんじゃないの？不ぶ器き用ようそうだから」

「なんだ不器用って」

　内心後こう悔かいし始めていた。前もそうだったが、どうも毬子と話していると話が妙みような方向へ行ってしまう。

「そんなことよりも、グロスマンの話がもう少し聞きたいんだけど」

　険けん悪あくになってきた雰ふん囲い気きを察したのか、亨きよう司じが口を挟んできた。拓也たちはしぶしぶ言い合いをやめた。

「グロスマンの目的はなんなんだ？篠しの宮みや礼れ菜なまで使って、ここでなにをしようとしているんだろう」

「……わたしにもよく分からないわ。ただ、あいつは赤のアルカミレスを殺して、イグニス・アウルムを回収することにすごく執しゆう着ちやくしていた。この町を襲おそうとしたら、他に理由は考えられない……」

「でも、俺には直接攻こう撃げきしてきてないぜ」

　と、拓也は言った。

　フェンリルは市内での破は壊かい活動を繰り広げているし、礼菜は日向子を狙っている。それは拓也だけではなく毬子の疑問でもあるらしい。彼女は口元にこぶしを当てて考えこんでいた。

「なにか理由があるはずとしか……でもとにかく、グロスマンはルスランを牽けん制せいすることも考えてるはずよ。『聖婚ヒエロス・ガモス』も近いし……」

　聖婚ヒエロス・ガモス、という言葉に反応したのは、拓也よりも亨司の方だった。彼は毬子の方に上半身を乗り出した。

「それは一体なんなんだい？　その準備のためにルスランがどこかの島に行ったと聞いたけど、なにをしているんだ？」

　亨司は驚くほど鋭い声を出した。普段の皮ひ肉にくっぽい態度は消えて、妙みように思いつめた表情になっている。そういえば、鮫さめ石いし深み月つきがルスランを追っていると聞いた気がする。彼女のことを心配しているのかもしれない。

「わたしも知らないわ。本当の意味を知っているのは、幹部を除けばごく一部のテリオンだけよ。一度だけルスランに尋たずねてみたことがあるけれど、なにを言ってるのかよく分からなかったわね……なんとかの宝石がどうとかって」

「宝石……？」

　と、亨きよう司じが口の中で繰り返す。

「それ以上、訊きかれても答えようがないわよ」

　勝かつ手てに会話を終わらせて、彼女はそっぽを向いた。亨司は黙って考えこんでいる。

　拓たく也やは毬まり子こに向き直った。そういえば、以前から訊きいてみたいことがあった。

「ルスランとグロスマンも幹部なんだよな？　同じような地位の」

「そうだけど？」

「ルスランたちの争いを止められるようなもっと偉い奴やつってのはいないのか？……その、クランテリオンのリーダーみたいな奴っていうのは……」

　最後まで言い終わる前に、毬子に遮さえぎられた。

「どうして争いを止める必要があるの？　テリオン同士が争ったり戦ったりするのは当たり前でしょう？」

　平然と語る彼女の態度に絶ぜつ句くした──常識のあり方が人間とは違っている。確かにテリオン同士の戦いは珍しいことではなかった。

「でも、争ったりするのを全部認みとめてたら、組織がまとまらないんじゃないか？」

「クランテリオンには戒かい律りつがあるの。それに従って、誰の行為が正しいか判断されることはあるわ。もっとも、人間の法律とはだいぶ違う……一人や二人の人間を殺しても、戒律には触れないわ」

　毬子は怒りに顔を歪ゆがませた。グロスマンに両親が殺されたことを言っているのだろうと思った。

「じゃあ、リーダーってのはいないんだな」

「必要なことは幹部たちが決めているわ。もちろん、戒律を守りながら戦って結論を出すこともあるし、話し合いをすることもある……彼らが決まった方針を持っているのか、よく分からないけれど、ただ……」

　うまい言葉が見つからないらしく、彼女はしばし空中を見つめる。

「幹部たちが崇あがめるような……信仰、でいいのかしら。そういう対たい象しようはあるみたい。それが生きているテリオンなのか、死んだ誰かなのか、それともなにかの戦器オニクスなのか分からないけれど」

　おぼろげながら分かってきた気がした。信仰の対象を持ち、戒律を守る者が中心となって運営する──ある種の教団に近いものかもしれない。

「……クランテリオンって、お前も知らないことが多いんだな」

　別に皮ひ肉にくのつもりはなかったが、毬まり子こはかちんと来たらしい。片側だけ眉まゆが吊つり上がった。

「幹部になれば色々知ることも出来たでしょうね。わたしもなるはずだったわ……お前を殺していれば」

　拓たく也やはなにも言えなくなった。

　フロントガラスの向こうに東とう堂どう学園が見えてきた。むろん授業は行われていないが、大おお勢ぜいの人々が中にいるはずだ。夜が明けてからさらに多くの住民たちが避ひ難なんしてきている。

　不意に亨きよう司じが口を開いた。

「そういえば、君がどうして古こ滝たきに戻ってきたかまだ聞いていないな」

　毬子は暗い光を帯びた目で亨司を見つめた。

「わたしの目的はグロスマンを殺すことだと言ったはずよ。あいつの敵が少しでも多い方が有利なの……この計画を潰つぶせば、それだけグロスマンを追い詰めることになる。だから、フェンリルの掃そう討とうにわたしも参加してあげてもいいわ」

「でも、今の君にちゃんと戦えるのかい。前に使ってた戦器オニクスは拓也たちに壊されただろう？」

「予備の戦器オニクスはこうして持ってるじゃない」

　彼女は傍かたわらに立てかけてある曲きよく刀とうを顎あごで示した。日本刀よりも反りは大きいが、やや小こ振ぶりの刀とう剣けんだった──なんとなく、見覚えがあるような気がする。一体、どこで見たのだろう？　色々考えたが、結局思い出せなかった。

「予備の戦器オニクスがね」

　亨司が皮肉っぽく強調すると、毬子は不ふ機き嫌げんになった。

「予備と言っても、機能の方向性が違うだけよ。この戦器オニクスの名前はクレスケンス……以前使っていたファランクスはわたしの筋きん力りよくを上げる機能があったけど、こっちには動きの速度を上げる機能があるの。さっき、お前もわたしがあそこに来た瞬しゆん間かんをまったく目で追えていなかったでしょう？」

　後半の言葉は拓也に向けられていた。そういえば、あの高速道路に突然現れたように見えた。もともと毬子のテリオンとしての特とく徴ちようは類たぐい希まれな素早さだと聞いている。その素早さがさらに上がったとすると、本当に「瞬間移い動どう」と呼ぶべき恐るべき能力だ。

　ファランクスは彼女の弱点である筋力の弱さを補っていた。以前は短所を補うことでバランスを取っていたが、今は長所の特とつ化かに切り替えたのだろう。ある意味で以前よりも恐ろしいテリオンになったと言える。もう一度戦ったとしても、拓也に勝てる自信はまったくなかった。

「それに、わたしはフェンリルが姿を消していても居い場所が分かるわよ」

「えっ」

　驚く拓也に、毬子は勝ち誇ったような笑みを向けた。

「わたしはアパタスが姿を消すところをずっと見てきたもの。どういうものかよく知ってるわ。少しだけならわたしもあの戦器オニクスを使えるのよ」

「じゃあ、お前もアパタスみたいに姿を消せるのか？」

「ええ。汎はん用よう性せいの高い戦器オニクスだって言ったでしょう？　アパタスみたいに完全に使いこなすのは難しいけれど、ちょっと器き用ようなテリオンなら姿を消すぐらいは簡単に出来るでしょうね。フェンリルにも使えるぐらいだから」

　拓たく也やは顔をしかめる──彼には使えない。そういえば、初心者用ようの戦器オニクスである百視剣アルゴスガノンも使えなかった。毬まり子この言う通り、不ぶ器き用ようなのかもしれない。

「あの能力はね、光を屈くつ折せつさせる物質……わたしたちは『エーテル』と呼んでいるけれど、それを操作する能力なのよ。姿を消したい時は、それを身にまとって光を迂う回かいさせている……正確には透とう明めいになっているわけじゃないから、どうしても見え方に歪ゆがみが出るわ」

（……日ひ向な子こもそんなことを言ってたな）

　拓也は思い出した。その特とく徴ちように気付いてアパタスの能力を見み破やぶることが出来たのだ。

「フェンリルはアパタスよりも能力の使い方が下へ手ただから、少しコツを摑つかめばお前たちにも分かるはずよ……後で教えてあげてもいいわ」

　亨きよう司じがちらりと視線を向けてきた。拓也に異い論ろんはない。性格はともかく、今の状況では心強い加か勢せいだ。

「こちらとしては断る理由はないな。とにかく、この古こ滝たきの人々を守ってくれるわけだからね」

　なぜか彼女は一いつ瞬しゆん虚きよを突かれた様よう子すだった。

「そんなこと言ってないでしょう。下くだらない人間なんかどうでもいいわよ」

　ワゴン車は東とう堂どう学園の裏門の前で停まった。警けい備び員いんの合図とともに跳ね上げ式の門がゆっくりと開いていく。

「……あ」

　毬子の声が聞こえた。門の向こうから友とも典のりがワゴン車に駆け寄ってくる。勢いよくドアを開けて、毬子は外へ降りていった。

「榛はる名なさん、久しぶり」

「昨日きのう電話したじゃない。どこが久しぶりなのよ」

　バレットに殺されそうになった時、毬子が友典に携帯をかけたことを思い出した。そういえばどうしてそんなことをしたのか、彼女からはまるで説明がなかった。

「怪け我がはない？」

「そんなことお前に関係ないでしょう。馬ば鹿か馬鹿しい」

「元気そうで良かった」

　なにを言われても笑顔を崩さない友典に拓也は感心した──お前すげえよ。

「じゃあ、腹はら減へってない？」

「だから、そんなことお前に……」

　そう言いかけて、毬まり子こはふとお腹なかを押さえた。何日もバレットに追い回されていたと聞いている。満足に食事など取っているはずがない。

「よし、食堂へ行こう。避ひ難なんしてきた人たちに食事出だしてるところだから」

　友とも典のりは彼女の腕を引っ張って歩いていった。毬子もぶつぶつと文句を言っているが、それでも離れようとはしていない。

　確かに毬子が言う通り、ここへ戻ってきたのはグロスマンへの復ふく讐しゆうのためなのだろう。しかし、本人がまったく自覚していないところで、別の理由もあるような気がした。

　拓たく也やは遠ざかっていく二人を無言で見送った。




　　　　７




　黒い指輪を身につけた瞬しゆん間かんから、彼女の世界は一いつ変ぺんした。見ているもの、耳にするもの、手で触れるものの大たい半はんが意味を失い、のっぺりとした淡い暗がりとなって彼女を取り囲んだ。それは終わらない黄昏たそがれの世界だった。いつ本当の闇やみが訪れるか分からない、不安定な場所だった。

　今、彼女は狼おおかみの背に乗って木々を縫ぬうように走り続けている。時とき折おり、ずっと先に長い黒くろ髪かみと白い鎧よろいの少女の背中が見え隠かくれする。

「……くじ、ひなこ」

　右手の中の銃じゆう把はを握りしめる。これから、あの少女を殺さなければならない。




　今の一番古い記き憶おくは、なにもない暗い部屋だった。彼女は地下室に閉じこめられ、壁かべ際ぎわに一人うずくまっている。彼女は救いの手を待っている。自分をここから連れ出してくれる相手を。

　不意にカギが開けられて乱暴にドアが開く。誰かがドアの向こうに立っている。それは自分と同じぐらいの年とし頃ごろの──。

「いや、お前は一人でそこを出たのだよ」

　記憶の外から誰かの声が心地よく響ひびいてくる。

「自分の一人の力でな。お前を助けた者など存在しない」

　彼女は戸と惑まどいを覚える。しかし、そのドアを開けた少年が助けてくれた気がする──自分の命をかけて。すると、誰かが新しい指輪を左手に嵌はめてくれた。すっとその少年の姿は暗くら闇やみへ消えていった。

　その次の記憶では、彼女は温かい家の中にいる。紺こん色いろの作さ務む衣えを着た老人が窓の前に座って、明るい朝の庭を眺ながめている。彼女はその後ろをせわしなく動き回って家事をこなしていた。

　ふと、老人が振り向いて彼女を見上げる。笑みを浮かべた唇くちびるが動く。名前を呼ぼうとしているのだ。その名前は──。

「イレーナ・ヴォルク」

　また誰かの声が聞こえる。彼女の心に再び疑ぎ念ねんが兆きざす。今、語りかけているのは誰なんだろう？

「わたしはお前の味方だよ、イレーナ」

　また彼女に指輪を嵌はめながら、その誰かは言った。指輪が増えるたびに、彼女の心の中に暗くら闇やみが増えていく。

「もう一度、あの温かい家にお前を送り返してやらなければな。わたしはそのための協力を惜おしまない」

　ありがとう、と回らない舌で彼女は礼を言った。

　あの家からは学校へも通っていた。高い塀へいのある変わった学校。いつも一緒にいる男の子が二人。一人ははっきりと思い出せる。背が高くて色が黒い。気の優しい性格だった。もう一人は──よく分からない。でも、誰よりも長い時間を過ごしていた気がする。強ごう情じようで不ぶ器き用ようであまり喋しやべらない。朝から晩までケンカしていたけれど、それでも楽しかった。

（朝から、晩まで……？）

　彼女は暗闇の中で頭を抱える。彼とは一緒に住んでいたと思う。あの老人と三人で家族だった。いや、あの家に来る前から一緒だった。いつもあたしを守ってくれた……今ここにいるあたしもきっと助けてくれるはずあの暗い地下室でもあたしを連れ出してくれたようにそうだ今思い出した彼のことを全部

　ぷつん、と意識が途と切ぎれる。

「……やはりあの者の記き憶おくは完全に封ふう印いんする必要がありそうだ。この際、指輪を多く使うのはやむを得んか……封印する記憶も毬まり子この時より多いことだからな……」

　独り言めいたつぶやきの意味はよく分からなかった。気が付くと、さらにいくつもの指輪が左手に加わっている。ほとんど指が見えないほどの数だった。

「お前には助けてくれる者などいないのだよ。イレーナ」

　たすけてくれるものなどいない。

　彼女は言われた通りに繰り返した。心のほとんどは暗闇に沈んで、ものを考えることが難しくなっている。

　記憶の中に一人の少女が現れる。ある日隣となりのクラスに転校してきた綺き麗れいな女の子。あたしよりもずっと。

「それが久く慈じ日ひ向な子こだ。白のアルカミレス・雪花鎧アルヌワ・ブラン」

　日向子のことを考えると、なぜか胸が痛む。目を背そむけたくなった。

「お前の大事なものを久慈日向子は奪おうとしている。お前の持つ全てをだ」

　大事なものを思い浮かべる。あの家。一緒に住んでいた老人。学校。学校の友達──記憶は断だん片ぺん的だったが、それでもなにもかも失うと思うと体が震えた。彼女の肩に大きな手が乗せられる。

「久く慈じ日ひ向な子こは泥どろ棒ぼうだ。お前は自分のものを守らなければならない」

　彼女は必死に首を振った。盗んだのは自分だからだ。彼女の持っているものを自分のものにしてしまったのだから。それだけは絶対に譲ゆずれない。そう訴えると、相手は小さく舌した打うちをした。

「……なるほど。では、それでもいい。お前はすべてを久慈日向子に返すかね？　一人きりの暗い部屋に逆ぎやく戻もどりするかね？」

　その途と端たん、周囲の黄昏たそがれが闇やみに変わり始めた。それはいや、と彼女は悲鳴を上げる。せっかく外へ出られたのに。あそこにだけは戻りたくない。

　しかし、忍しのび寄る闇は彼女の手足をゆっくりと吞みこんでいく。

「今、お前を取りこもうとしている暗くら闇やみは、お前のうずくまっていたあの部屋から来た。わたしの指し示じ通りに久慈日向子を殺すことが、暗闇から逃れる唯ゆい一いつの方法だ。わたしの言うことに従うかね？」

　彼女は涙を流しながらうなずく。突然、強い光を放つなにかが、彼女の両手に載せられた。目を押しつぶすほどの眩まぶしさに、一いつ瞬しゆん不安を感じた。強すぎる光と深すぎる闇はどこか似ている。

「金色の戦器オニクス第三の位・煉れん雄ゆうミセリア・フォルテス」

　おごそかにその声が告げる。やがて目が慣れると、手の中には金色の拳けん銃じゆうがあった。

「これがお前の牙きば、お前の爪だ。狼おおかみの血族たる姫ひめ・イレーナ・ヴォルクよ」

　それから、駄だ目め押おしをするように付け加えた。

「久慈日向子を殺せば、全てはお前のものだ」




　そして、イレーナはフェンリルの上でその銃を構えている。日向子の背中はさっきよりも近くなっていた。しかし、彼女はなかなか引き金を引くタイミングをこちらに与えない。巧たくみに障しよう害がい物ぶつを利用して、撃うつ気を逸そらすように蛇だ行こうしている。

　日向子に銃じゆう口こうを向けながら、相手との距離を慎しん重ちように測る。距離が近すぎるとさっきのように懐ふところに飛びこまれる。かといって遠すぎると避けられる可能性がある。弾だん倉そうに残っている弾だん丸がんは三発だった。それが尽きた時に隙すきが出来ることは分かり切っている。無む駄だ撃ちはしない方がいい。とにかく今は機会を待つべきだと感じた。

　ふと、足元からかすかに川のせせらぎが聞こえた。日向子のさらに先を見ると、もうすぐ木々が途と切ぎれるようだ。イレーナは内心ほくそ笑む。なにがこの先にあるのか分かったからだ。

　林を抜けたところで、日向子が突然立ち止まる。数歩先にはワイヤー製の吊つり橋がかかっていた。

　そこは深い谷だった。

　日ひ向な子こが吊つり橋を渡るとは期待していなかった。逃げ場所のない、不安定な足場をまっすぐに駆け抜けなければならないからだ。この状況では明らかな自じ殺さつ行為だった。

　しかし、彼女がためらったのはほんの一いつ瞬しゆんだった。背後など気にしていないかのように吊り橋を走り出した。

「……え」

　イレーナはフェンリルを吊り橋の前で停止させ、谷の深さを確認した。岩を縫ぬいながら進む渓けい流りゆうは、光る蛇へびのように小さく見える。ここから落ちれば、アルカミレスといえども無事では済まない。

　銃じゆう身しんを日ひ向な子この背中に定めた。それでもすぐに撃うたなかったのは、なにかの策さく略りやくかもしれないと疑ったからだ。しかし、そんな兆ちよう候こうは見当たらない。日向子はただ無む防備な姿を晒さらしているだけだ。

（ころせば……ぜんぶ、わたしのもの）

　イレーナは自分に言い聞かせ、引き金を絞しぼろうとした。その途と端たん、気配を察したかのように日向子が振り返った。まだ吊り橋を半分しか進んでいない。

「わたしを殺せば、なにかが手に入るとグロスマンに言われたの？」

　突然、日向子は大声で叫んだ。思わず銃身を下ろしそうになった。胸の内に不安が広がりかける──しかし、頭の中でくっきりと声が聞こえた。

「久く慈じ日向子を殺そうとすれば、必ずお前を説得しようとするだろう」

　それはこのミセリア・フォルテスをくれた者の声だった。古こ滝たきへ行く直前、起こりうる全ての事じ態たいについて、細かく対応の仕方を教えてくれていた。

「話を最後まで聞く必要はない……容よう赦しやなく撃て」

　分かりました、と彼女は答えた。

「もしそう教えられたとしたら、それは……」

　日向子の言葉を終わりまで聞かずに、イレーナは引き金を引いた。銃じゆう口こうから発射された光る球きゆう体たいが、破は片へんを空中にまき散らしながら吊り橋をばらばらに破壊していく。

　しかし、その寸すん前ぜんに日向子はワイヤーとワイヤーの間から空中へ飛び出していた。白のアルカミレスは、黒くろ髪かみをなびかせながら谷底へ向かって真まっ逆さかさまに落ちていった。
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　古滝市を目指して高速道路を進んでいた特別排除部隊ＳＥＴの一個中ちゆう隊たいは、古滝市の市し境ざかいに近い事故現場にさしかかっていた。そこを占せん拠きよしていたテリオンたちがなぜか死亡していることを知って、一番先せん頭とうを行く小しよう隊たいには安あん堵どが漂っていた。作戦では彼らが道路上のテリオンたちを排除することになっていたからだ。

　トラックの荷台の一番後ろに、二は十た歳ちそこそこの若い隊員が座っている。小しよう隊たいの中では最年少の隊員だった。彼は血だまりの中に倒れている大きな犬──彼の目にはそう見えた──の死体を見下ろした。

「なにがあったんですかね」

　彼は隣となりに座っている古こ参さんの隊員に声をかけた。

「例によって仲間割われじゃないのか……あまり頭が良さそうには見えないしな」

　二人一組で活動する時は彼とチームを組むことが多い。明るい性格の彼とは気き心ごころの知れた仲だったが、うなずくことは出来なかった。

「でも、どいつも首を一いつ刀とう両りよう断だんにされていますよ」

「じゃあ、他の種類のテリオンがいたんだろうさ。いちいち生き真ま面じ目めに考えすぎるんだよ、元もと自じ衛えい官かんさんはな」

　彼はかすかに笑みを浮かべた。この部隊では新人の扱いだが、以前は陸上自衛隊に勤務していた。しかし、今のところ戦う予定のない外国の軍隊に備えるよりも、具体的な脅きよう威いであるテリオンと戦うべきだと考えて、安全対策庁ちように入庁したのだった。

　ふと、古参の隊員は表情を改めた。

「まさか、お前も信じてるんじゃないだろうな。例の噂うわさ」

「いえ。ちょっと気になっただけです」

　彼はそれ以上話すのをやめて、周囲の警けい戒かいに戻った。例の噂、というのはこの近辺に出しゆつ没ぼつするという「赤い戦士」にまつわるものだった。しかし、この部隊に「赤い戦士」の噂を信じる者はほとんどいない。そのような都つ合ごうのいい存在を、今まで誰も見たことがないからだ。二ヶ月ほど前にも、古こ滝たき市の廃はい墟きよとなったホテルで、たった一人のテリオンに一いつ個こ小隊がほとんど全ぜん滅めつさせられている。彼らを助ける「赤い戦士」などついに現れなかった。

　そして、その犠ぎ牲せいは人々の関心をほとんど惹ひいていない。浮ついた「願望」ばかりがもてはやされているようで、市民を守るという責任感の強い隊員たちは苦にが々にがしいものを感じていた。

（でも、この町にはなにかあるはずだ）

　口には出さなかったが、若い隊員はひそかに思っていた。本部の見けん解かい通りテリオン同士の仲間割われだったとしても、立て続けにテリオンが出没するのはなにか理由があるはずだ。その際にほとんど一般市民の犠牲者が出ていないことも気になっていた。

　インターチェンジを下りて市内に入ると、彼らの小隊は北部にある変電所へ向かった。そこを破壊しようとしている四、五頭の「犬」を排除するというのが、今の彼らの任務だった。

（……一個小隊で足りるんだろうか）

　やはり口には出さなかったが、それも彼が内ない心しん抱いている疑問だった。どうも本部は「敵」の危険性を低く見み積つもりすぎているように思える。

　確かにこのテリオンは武器を持った「人間型」のテリオンとは違っている。昨晩、偶然捕ほ獲かくされた一頭を調べてみると、知能は決して高いとは言えず、特とく殊しゆ能力も持っているようには見えない。テリオンの細さい胞ぼうを埋め込むことで、強化された「動物」らしいということだった。この町の施設を破壊してはいるが、今のところほとんど人間を襲おそおうとはしていない。

　結局、目もく視し出来るだけでも五十頭以上というテリオンに対して、送り込まれた隊員は百人にも満たなかった。ここ数週間でテリオンによる凶きよう悪あくな事件が各地で頻ひん発ぱつしており、その対応に追われていることも関係している。クランテリオンはなにか重大な計画を実行に移しつつあるという情報があった。

　しかし、彼は相手が「犬」に似た動物であることが気になっていた。自じ衛えい隊たいに勤務していた頃、冷れい戦せん時代まで使われていた軍ぐん用よう犬けんについて聞いたことがある。障しよう害がい物ぶつの多い森林や市街地での対たい歩ほ兵へい戦せんでは、訓練を積んだ戦闘犬はおそるべき殺さつ傷しよう能力を発はつ揮きしたらしい。優秀なハンドラーが指し揮きしていた場合は特にそうだったという。

（……普通の犬でも手て強ごわい）

　ましてテリオンの血を持つ動物がどうなるか見当も付かない。直接襲おそわれた犠ぎ牲せい者が今のところほとんど出ていないことも、かえって徹てつ底てい的な統とう制せいを物語っている気がする。野や犬けん狩がりの延長で考えるわけには行かない気がした。

　小しよう隊たいを乗せたトラックは、左右に古い家の建ち並ぶ集落にさしかかっていた。住民は避ひ難なんしているらしく、どの家もしっかりと戸締まりが済ませてある。

　はるか頭上には送電線が走っている。道路のずっと先にテリオンが居い座すわっているという変へん電でん所しよの鉄てつ塔とうが見える。彼らは手前でこのトラックを降りて、敵を急きゆう襲しゆうすることになっていた。

　突然、トラックは急きゆう停止する。首を出して前方を確認すると、一台のバイクが道の真ん中に放置されている。どうやらこの付近の住民のものらしい。助手席から降りた隊員がバイクへ走っていくのを見て、思わず苦く笑しようする。彼らの乗っているこの特殊車しや輌りようなら、あの程度の大きさのものを蹴け散ちらすのは簡単だ。しかし、隊員たちはなるべく「出動時には住民たちの家屋や財産に配はい慮りよ」するよう徹底的に指導されていた。

　特別排除部隊ＳＥＴはテリオンの「排除」の際に、何度か巻き添えの死者を出してしまっている。テリオンは普ふ段だん人間の姿を取るために確認が難しく、戦いの場所も市街地になることが多いからだ。彼らはそのたびにマスコミから強い非難を浴びてきた。些さ細さいなことでも市民感情を刺し激げきしないように配はい慮りよする癖くせがついている。

　その時、建物のかげから黒い犬が飛び出してきて、開いたまま助手席のドアから車内に飛びこんだ。運転席から悲鳴が上がり、リアウィンドウに血しぶきが散った。

「散さん開かいしろ！」

　小隊長ちようの指示が飛び、隊員たちは一いつ斉せいにトラックの荷台から飛び降りた。若い隊員は走りながらアサルトライフルの安全装置を外してコッキングレバーを引いた。自転車屋の軒のき下したに飛びこむと、シャッターに背中を預けて周囲を警けい戒かいする。

（待ち伏せられていた）

　こちらが攻撃することを見み抜ぬかれていたのだ。路上のバイクを片付けようとしていた隊員がうずくまる。ヘルメットの下の顔を切りつけられたらしく、両手で顔を押さえている。指のすき間から鮮せん血けつが溢あふれた。

　反射的にその方向へ銃じゆう口こうを向けたが、どこにも敵の姿は見えない。

（どういうことなんだ……？）

　突然、ゆらりと路上の空気が揺れた。なにもなかった場所に黒い獣けものが出現する。自分の姿を消せるテリオン──と、思い当たった途と端たん、あちこちから隊員の悲鳴と銃声が同時に響ひびき渡った。たちまちあたりに硝しよう煙えんが立ちこめる。

　彼は自分の不安が的てき中ちゆうしたことを知った。このテリオンは恐るべき敵だ。バイクを置いたのは、自分たちの車しや輌りようを止め、助手席のドアを開けさせるためだ。運転席を占せん拠きよしてしまえば、荷台にいる他の隊員たちは足を止められ、地面に降りるしかない。

　この獣たちの背後に有能な指し揮き官かんがいるのは間違いなかった。

　ふと、間ま近ぢかにテリオンの息いき遣づかいを感じた。彼はアサルトライフルを捨てると、腰のナイフを抜いた。銃は隙すきを生みやすい。テリオンとの近接戦せんでは、ナイフを使った場合の方が生存確かく率りつは高かった。自分の手足の届く範はん囲いに注意を集中する。

　テリオンはなかなか襲おそってこなかった──その間に、視し界かいの端はしで黒いものがゆっくりと大きくなってきていた。ようやくそちらに視線を向けた彼は棒立ちになった。小しよう隊たいの乗っていた輸送トラックが、バックで突進してきている。もちろん、隊員は誰も乗っていないはずだ。

　背せ筋すじに冷たい汗が流れた。

（……テリオンだ）

　他に考えられない。さっき運転席に潜もぐりこんだ一頭がアクセルを踏んで自分を轢ひき殺そうとしているのだ。さらにトラックは加速し、みるみるうちに巨大なバンパーが目の前に迫ってきた。二つのテールランプが二つの目のように赤く光った。ようやくシャッターの前から逃げようとしたが、もう手遅れだと自分でもはっきり分かった。

　ずん、と鈍い衝しよう撃げき音おんが響ひびき渡る。しかし、彼が跳ね飛ばされる瞬しゆん間かんはいつまで経たっても訪れなかった。目の前で誰かがトラックの突進を押しとどめていた。その背中も、手足も、頭も、すべてが赤い鎧よろいのようなもので覆おおわれている。

　すぐそばの地面には、一本の長ちよう剣けんが突き刺してある。柄つかや刀とう身しんの凝こった装そう飾しよくはテリオンの使う武器によく似ている。しかし、色がまったく違っていた。特有の艶つやのない黒ではなく、金色に輝いている。

（赤い……戦士？）

　若い隊員はよろよろと後ずさりをして、トラックから離れた。アスファルトの上でタイヤが空転し、焼けたゴムの臭においが漂う。

　赤い戦士の鎧よろいの表面が、どくんと脈みやく打うつように震えた。気のせいかもしれないが、手足や背中が隆りゆう起きしているようにも見える。彼はぱっと顔を上げて叫んだ。

「早くしろ、ハルナ！」

　自分たちと変わらない言葉を喋しやべったことに驚いた。その声に応えるように、運転席のドアの前に黒いマントを身につけた小こ柄がらな人物が現れた。フードの下に仮か面めんをかぶっていて、顔はまったく見えない。

　しかし、体格に比して奇き妙みように太い両腕は黒と黄き色いろの体たい毛もうに覆おおわれている。こちらはどう見ても本物のテリオンだった。

　黒いマントのテリオンは運転席のドアを開けると、右手に持った黒い曲きよく刀とうを閃ひらめかせた。獣けものの悲鳴が上がり、トラックは完全に停止した。

（なんだ、こいつらは……）

　混乱して頭がぼやける。一人は都市伝でん説せつから抜け出してきたような「赤い戦士」。もう一人は顔を隠かくしたテリオン。はっきりしていることは一つだけだった──この二人は自分を助けようとしている。

　不意に仮面のテリオンがこちらを向く。思わず手放してしまったアサルトライフルを目で探した。

「……どこにいるか分かるかしら？」

　仮面の下からテリオンが言う。想像に反して若い女の声だった。

「この人の三歩右みぎ、ぐらいか？」

　そう答える赤い戦士の声も若い。自分とほとんど変わらない年かもしれないと思った。

「まあ、そんなところね」

　と、テリオンが答える。赤い戦士は地面に突き刺さった剣を抜き、一いつ足そく飛とびに距離を詰める。そして、彼の右隣どなりの空間を縦たてに切り裂いた。

　一拍の間まを置いて、四つ足のテリオンが彼のすぐ横の空間に現れる。今にも飛びかかろうとするように体を伏せていたが、首だけは切り落とされて地面に転がっている。

「……あっ」

　その鮮やかな切り口には見覚えがあった。高速道路で見たテリオンたちの死体が頭をよぎる。思わず彼は赤い戦士を見上げた。

「あんたは……誰なんだ？」

　答えは返ってこなかった。赤い戦士は黒いマントのテリオンを振り返る。

「あと何頭残のこってる？」

「二頭ぐらいかしら」

「じゃあ、とっとと片付けるか」

　呆ぼう然ぜんと佇たたずむ若い隊員を残して、二人の異い形ぎようの戦士はそれぞれの武器を手に戦いの中へ飛びこんでいった。




　変へん電でん所しよのフェンスのそばに、ワゴン車が停まっている。フェンスには大きな穴が開いていて、その向こうにある設備は破壊され、送電線もあちこちで断ち切られていた。

　戦いを終えた拓たく也やと毬まり子こは、そこに戻ってきていた。

「だいぶフェンリルの位置が分かるようになってきたみたいね」

「ああ」

　拓也は曖あい昧まいに答える。一度反転リトウルネしてしまうと、次に戦えるようになるまでしばらく時間がかかる。こうして待機せざるを得ない自分がもどかしかった。

「だいぶ犠ぎ牲せい者が出ちまったな、さっきは」

　あの特とく殊しゆ部隊のトラックが、変電所にいたフェンリルを倒しに向かっていたのは知っていた。しかし、フェンリルたちがあんな罠わなを仕掛けているとは思わなかった。

　破壊された変電所へ着いた時には、フェンリルたちはいなくなっていた。銃声が聞こえた方へ向かうと、既すでに戦闘は始まっていて、何人もの隊員が倒されていた。

「それは仕方がないんじゃないか？　彼らの仕事はテリオンと戦うことなんだからさ」

　ワゴン車の中から亨きよう司じの声が聞こえた。後部のドアは開きっぱなしになっていて、端たん末まつの前で頰ほお杖づえを突いている亨司の姿が見える。

「むしろ、連れん中ちゆうがあんなに弱いのは問題があると思うけどな。あれで戦うのは自殺と一緒だ」

　辛しん辣らつな物言いに拓也はかっとした。

「アルカミレスじゃない人間が弱いのは当たり前なんだよ……命がけで戦わないで、そこでふんぞり返ってるお前にそんなこと言う資格あんのか？」

　はっと息を吞む気配が伝わってきた。亨司は沈んだ表情を浮かべている。

「……まあ、君の言うとおりかもしれないな」

　くるりと背を向けて、端末をいじり始める。間違ったことを言ったつもりはなかったが、少し言い過ぎたかもしれないと思った。なんとなく後あと味あじが悪い。

「でも……妙みようだわ」

　毬子が口を開いた。

「なにが？」

「……ねえ、イレーナ・ヴォルクたちは本当にここから離れた場所にいるの？」

　毬子は拓也の肩かた越ごしに車の中を覗のぞきこむ。亨司の顔がわずかに拓也たちの方を向いた。

「日向子がＧＰＳを持ってるけど、それによるとここから二十キロほど北西だ。もう、県外に出ているよ。彼女が失敗していない限り、篠しの宮みや礼れ菜なも一緒にいるだろうね。それがどうかしたのかい？」

「フェンリルたちが強過すぎる気がする」

　と、彼女は言った。

「指し揮き官かんの指示がないにしては、統とう制せいが取れすぎている。さっきも罠わなを張っていたでしょう？　ああいうことをフェンリルたちの独どく断だんでやるのは難しいはずなのよ」

「礼れ菜なが遠くから指示を出してるってことか？」

　そう口にすると、気持ちが暗く沈んだ。礼菜があんな風ふうに誰かを罠にかけることなど、想像したくなかった。

「そういう方法があるのかもしれないわね」

「……だったら、この町から引き離した意味なかったよな」

　意味もなく日ひ向な子この命を危険に晒さらしていることになる。やり切れない思いだった。

「かといって、今さら呼び戻すのはもっと無意味だな」

　と、亨きよう司じはつぶやいた。確かにこのまま続ける以外に道はなかった。

「……日向子からは連絡がないのか？」

「今のところはない。移動しているから、篠しの宮みや礼菜から逃げ続けているのは間違いないね……連絡どころじゃないんだろう」

　沈ちん黙もくが流れる。さっき高速道路で戦っていた時の不安を思い出した。ここに彼女がいてくれたらいいと感じた。多分、いつも一緒にいたいという気持ちがあるからだろう。

（日向子もそんな風に感じたりすんのかな）

　彼女も自分と一緒にいたいと言ってくれた。だとしたら、ひょっとして──。

　突然、亨司の前にある携帯が鳴った。日向子からだ。拓たく也やが車の中に飛びこむと、亨司が拓也に携帯を差し出した。

「君が話すか？」

　うなずいて受け取り、通話ボタンを押す。苦しげな息いき遣づかいが聞こえた──嫌な予感がした。

「日向子？」

　答えはなかった。

「日向子、大丈夫か？　日向子？」

　じっと答えを待つ。やがて、かすれた声が聞こえてきた。

『……拓也……』

　拓也はぞっとした。一体、なにが起こったのだろう？

『これから、わたしの話すことを……よく、聞いて』

　訊ききたいことは山ほどあったが、拓也は歯を食いしばってこらえた。おそらく長い時間喋しやべれる状態にはない。自分はするべきことをしなければならないと思った。

「…………分かった」

　日向子はゆっくりと話し始めた。
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　日ひ向な子こは携帯を切ってから、渓けい流りゆうに沿ってよろよろと走り出した。踏みしめた右足が激げき痛つうで軋きしむ。骨は折れていないようだが、挫くじいてしまったらしい。胸の痛みから察すると、肋ろつ骨こつにも何本かひびが入っているかもしれない。外殻クラスタの薄い右半身に怪け我がは集中していた。

（命があっただけでも良かった）

　彼女が落ちたのは川の中だったが、深さが足りなかったせいで川底の岩に激しく体を打ち付けられた。外殻クラスタに守られた左半身は無事だったが、右半身はそうも行かなかった。ただの残ざん骸がいになったプロテクターはさっき捨ててしまった。

　礼れ菜なたちはまだここへ来ていない。安全に降りるルートを捜しているのだろう。その間に少しでも引き離す必要があった。今追いつかれたら確実に殺される。

　さっき吊つり橋でやったような説得をもう一度試ためしても無む駄だだ。明らかに動どう揺ようしていたのに、それでも彼女は撃うった。こちらの話に耳を傾けないよう、グロスマンに教えこまれているのかもしれない。かといって戦うわけにも行かない。走ることも覚おぼ束つかないこの体では、彼女の攻撃を避けることは出来ないだろう。

　万まんが一いち、二つのうちどちらかを選ぶとしても、ここでは駄だ目めだ。

（……行こう）

　その時、日向子は狼おおかみの遠とお吠ぼえを耳にした。おそるおそる振り向いたが、どこにも礼菜たちの姿はない。ほっとして足を踏み出した途と端たん、再び同じ声が谷間に響ひびき渡った。

　今度はさっきよりもずっと近くから聞こえた。

（追いつかれる）

　彼女の心しん臓ぞうがどくんと跳ねた。ほとんど転がるようにして彼女は走り出す。もう怪我のことなど気き遣づかう余よ裕ゆうはなかった。真っ白になった頭の隅すみにこびりついているのは、出来る限り前へ進むという思いだけだ。

　渓流から離れて斜面を駆け上がった。潅かん木ぼくの枝が鞭むちのように彼女の手や顔を打ったが、そのことにすら気付かなかった。

　胸むね全体が心臓になったように脈みやく打うっている。呼吸をするたびに喉のどがひりひり痛む。彼女は上り下りを繰り返し、やがて林を抜けて平地へ出た。足元の草花を蹴け散ちらしながらなおも走る。前を見る余よ裕ゆうもほとんどなかった。背後から軽やかに駆ける足音がはっきりと聞こえる。

　血の気を失った唇くちびるが震えた。ここで終わるわけには行かない。

　どんなことをしても、あの場所に──。

　目の前に突然高い壁が現れる。彼女は体当たりするように停止した。

「あ……」

　そこはコンクリートで造られた巨大な廃はい墟きよだった。ゆるやかにカーブした壁が左右に広がっている。がくりと彼女の膝ひざが折れた。背後の足音が止まり、彼女は振り返る。金色の戦器オニクスを構えた礼れ菜なが、フェンリルの背中から降りるところだった。




　イレーナは笑っている。同時に安あん堵どもしていた。このアルカミレスの女を殺せば、なにもかも元通りの世界になる。彼女を取り囲んでいる黄昏たそがれも姿を消すはずだ。

　久く慈じ日ひ向な子こは白い壁の前で無ぶ様ざまにひざまずいている。今度こそ本当に逃げ場はない。彼女の行く手を阻はばむように、白い建物が鎮ちん座ざしていた。

「……ん」

　こめかみがちりっと痛んで、イレーナは目を細めた。心の奥深いところにある暗がりから、かすかに声が聞こえた気がした。しかし、彼女はそれを意に介かいさなかった。

　白い体たい毛もうに覆おおわれた獣けものの腕が持ち上がる。金色の戦器オニクスが日向子に向けられ、引き金に指がかかった。

　ここはイレーナを閉じこめていたあの部屋から遠く隔へだたっている。日向子を殺せば、もうあそこへ逆ぎやく戻もどりすることはなくなる。暗くら闇やみは完全に姿を消すはずだ。

「あなたに……話があるの」

　苦しげに日向子は言った。彼女の話を聞いてはならない、という教えをイレーナは思い出した。耳を傾けたら最後、彼女に取りこまれてしまう。この女が暗闇なのだ。

（くじひなこを……うたなきゃ）

　しかし、イレーナの指は震えていた。なぜか体がすくんで動けない。その様よう子すを見た日向子が、壁に手を突いてふらりと立ち上がった。

「……わたしが、どうしてここに……逃げてきたと、思う？」

　彼女の左半身を主に覆っている白い鎧よろいは、背後の壁に紛まぎれて輪りん郭かくがはっきり見えない。まるで彼女の肉体が廃墟と一体化しているように見えた。

「ここがどこなのか、まだ思い出せない？」

　イレーナは目の前の建物を見上げた。重ねたコインのような円えん筒とう形けいをしていて、窓はどこにもない。壁のあちこちに大きなヒビや穴が見える。ただ放置されているだけではなく、何者かに徹てつ底てい的てきに破壊されたことを窺うかがわせた。

「あっ」

　イレーナの目が見開かれた。黒い恐怖が突とつ風ぷうのように吹き付けてきて、彼女はよろめいた。自分はここにいた──あの暗い地下室。

「思い出した？」

　静かなささやきが彼女の唇くちびるから流れた。

「ここはクロノクレイドル……あなたと拓たく也やが初めて会った場所。わたしたちは三人とも、ここにいた」

　イレーナは乾いた悲鳴を上げる。必死に遠ざけてきたはずの暗くら闇やみが目の前にある。むしろ自分からここへ来てしまったのだ。恐怖を振り払うように、金色の輝きを放つ銃を両手でしっかりと握りしめる。

　銃じゆう口こうは日ひ向な子こに向いたままだった。この女がここへ連れてきた。この恐ろしい場所へ。

　アルカミレスはイレーナの方へ足を踏み出す。思わず後ずさりすると、そこにいたフェンリルが背中を支えてくれた。

「待って……落ちついて聞いて」

　言い聞かせるような声に、イレーナは大きく首を振った。

「……あのへやに、あたしはもどらない！」

　戸と惑まどったように日向子は足を止める。

「……あの部屋？」

「くらい、へや……たすけのこない、へや」

　そう言った途と端たん、なぜか日向子の顔色が変わった。血の気を失った唇くちびるがはっきりとわななく。

「あなたも、暗い部屋にいたの？」

　相手の感情を察する余よ裕ゆうは今のイレーナにはない。ただ相手を睨にらみ続けているだけだった。突然、日向子は自分の戦器オニクスを腰の鞘さやに戻した。白い鎧よろいはかき消えるように体内へ戻っていった。喉のど元もとまでせり上がっていた恐怖が和らいだ。目の前にいるのは、全身に傷を負ったただの少女だった。

「わたしも、そんな部屋にいたわ。助けを求めていた」

　どこか悲しげな目がイレーナを見つめる。

「わたしには助けが来なかった……でも、あなたには来たはず」

　え、と思わず声を上げた。

「思い出して……誰があなたのところに来たのか」

　確かにあの地下室の記き憶おくには続きがあるような気がする。誰かが外からドアを開ける瞬しゆん間かんをぼんやりと憶おぼえていた。

「受けとって」

　日向子は黒い小さなものを山なりに投げてきた。指輪だらけの左手で受け止めると、妙みように無ぶ骨こつなデザインの携帯だった。小さな声がその中から流れてくる。

「話してみて。その人と」

　イレーナはそろそろと携帯を耳に押し当てた。

『……礼れ菜な？拓たく也やだ』

　すぐそばから囁ささやかれているように、くっきりとした声が耳に飛びこんでくる。驚きのあまりもう少しで携帯を落とすところだった。この声には聞き覚えがある。昨日きのうの晩も橋で会った少年だ。どこか懐なつかしい声だった。

『お前とはこの八年間、一緒だった……同じ家で暮らしてきたんだ』

　あの家だ、と彼女は思った。老人の住んでいるあの家。やっぱり、彼も一緒に住んでいたんだ……拓たく也やと。拓也という名前を思い浮かべると、胸がかっと熱くなった。指輪だらけの手でしっかりと胸を摑つかむ。なぜか目から涙がこぼれ落ちそうになる。

『俺はお前を守らなきゃいけないって思ってた。その施設を出た日から、そう思ってきたんだ』

（ぼく、君を守るよ）

　たった今囁ささやかれたように、その言葉が記き憶おくの底から蘇よみがえった。あの部屋へ自分を助けに来てくれたのは「拓也」だ。うずくまっている彼女に手を差し伸べてくれた。一緒に行こう、とも言ってくれた。そんな言葉を貰もらったのは初めてだったと思う。この人は自分と一緒にいることを、自分を守ることを望んで──。

　突然、彼女の顔が蒼そう白はくになった。もう、その暖かな夢は醒さめていた。

（ちがう……）

　どうして忘れていたのだろう。あの時の言葉は皆自分に向けられたものではない。ただ間違えられただけだ。別の少女に。

　イレーナは日ひ向な子こを無言で見つめた。怪け訝げんそうに日向子は視線を投げ返してくる。

「……礼れ菜なさん？」

「ちがう。あたしは、イレーナ・ヴォルク」

　日向子の表情がこわばる。再びイレーナの心は暗くら闇やみに塗りつぶされていった。目の前にいるこの相手が生きている限り、自分にはなにも残らない。なぜなら、彼女が全ての正統な所有者なのだから。

（久く慈じ日向子を殺せば、全てはお前のものだ）

　指輪を与えた者の声が聞こえる。その声は尻しり上あがりに大きくなっていく。

（わたしの指し示じ通りに久慈日向子を殺すことが、暗闇から逃れる唯ゆい一いつの方法だ）

　やがて、わずかに残っていた理性がかき消えていった。彼女の殺意に呼こ応おうして、右手の戦器オニクスが妖あやしく輝いた。イレーナは外殻クラスタすら身につけていないアルカミレスに向かってにやりと笑いかけた。

「……しね」

　これまで以上の強い光が銃じゆう口こうに集まってくる。日向子はようやく自分の戦器オニクスを抜き、変へん身しんを始めるところだった──しかし、もう手遅れだ。

　イレーナは引き金を絞しぼろうとした。

『礼菜、お前なにやってるんだ！』

　手に持ったまま忘れていた携帯から、拓也の大声が響ひびき渡った。口元から笑みが消えかけ、一いつ瞬しゆんだけ指が硬こう直ちよくする。

「くっ」

　彼女は改めて引き金を引く。まばゆい光こう球きゆうが地面を抉えぐり、そのまま白い壁を突き破る。クロノクレイドルがぶるっと震えた。土とコンクリートの粉ふん塵じんが舞い上がり、視し界かいが遮さえぎられる。

　地面から白いシルエットが体を起こし、壁に開いた穴からよろよろと建物の中へ入っていった。

（……いきてた？）

　彼女は舌した打うちする。どうやら、わずかに撃うつのが遅れた隙すきに避けていたらしい。彼女は手の中の携帯を見下ろす。全てはさっきの「拓たく也や」の声のせいだ。地面に捨てようとして、まだ通話が切れていないことに気付いた。

　もう一度、その声に耳を傾けようかためらう。聞きたいという狂おしい思いが、心の奥から這はい上がってきた。

（話を最後まで聞く必要はない）

　寸すん前ぜんで指輪をくれた者の教えを思い出す。彼女は携帯を草むらに放り投げ、目の前の建物を見上げる。今は暗くら闇やみへの恐怖よりも、日ひ向な子こへの殺意が勝っている。

（ころそう）

　これが最後の戦いになるはずだ。建物の中では、もう素早い「足」は必要ない。彼女はフェンリルを置いたまま、壁に開いた穴に向かって歩いていった。
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　壁に開いた穴の先はかつてのトレーニングルームだった。横よこ倒だおしになったトレーニングマシンや測定機を避けて日向子は奥へ進んでいった。クロノクレイドルは八年前に襲しゆう撃げきされ、放ほう棄きされてからほとんど変わっていない。部屋の大きさが昔よりも小さく思えるのは、日向子が成長したせいだろう。

　反対側の壁にあるドアを抜けると、吹き抜けの円形のホールが広がっている。建物の中央にあるこのホールの円周に沿って、ほとんどの部屋が配置されていた。さらにその中心には螺ら旋せん階段があり、それを使って上の階にも下の階にも行くことが出来る。頭上には螺旋階段と二階の回かい廊ろうを結ぶ通路が橋のように延びている。

　日向子は足を引きずりながら、埃ほこりの積もった薄暗いホールを横切っていった。天てん井じようにはいくつかの小さな天てん窓まどがあり、ところどころで四角いスポットライトのように暗闇を切り取っている。

　螺旋階段の前にたどり着いたところで、彼女は呼吸を整えた。さっき礼菜の攻撃を避けた時、痛めた右足を強く打ってしまった。もう歩くのもやっとの状態だった。

（説得、出来なかった）

　彼女は唇くちびるを嚙かんだ。古こ滝たきを離れた時から、彼女はずっとここを目指していた。礼れ菜なにとっても因いん縁ねんのあるこの場所に来れば、記き憶おくの封ふう印いんを刺し激げき出来るかもしれないと思った。電話で拓たく也やと話してもらったのもそのせいだった。

（もう少しだと思ったのに）

　手すりにもたれて考えをめぐらせた。拓也の語りかけも記憶の封印を解くことが出来なかった。むしろ、かえって彼女の忌いまわしい記憶を呼び覚ましてしまったように見えた。話し合いで出来ることはもうなにもない。

（後は戦う、しかない）

　頭の中で礼菜の撃うった弾だん丸がんの数を計算する。合計で五発。計算上は残り一発ということになる。やはり彼女が撃ち尽くした後、装そう塡てんの隙すきに彼女の手から戦器オニクスを叩たたき落とすのが一番いいような気がする。しかし、さっきのように引きつけて発はつ砲ぽうさせ、弾丸の軌き道どうから逃れることは難しい。かといってあの戦器オニクスの威い力りよくでは、遮しや蔽へい物ぶつを使っても意味がない。

　いずれにせよ、彼女にこちらの位置を知られた瞬しゆん間かんに終わりだ。ようやく息を整えた日ひ向な子こは、螺ら旋せん階段をゆっくり上がっていった。こちらが動くことなく、相手に無む駄だ撃うちさせる方法を考えなければならない。日向子がいない場所にいると思わせることが出来ればいいのだが──。

（馬ば鹿か馬鹿しい）

　彼女は苦にが笑わらいを浮かべる。これはあまりいい兆ちよう候こうではない。思し考こうが現実離ばなれしてしまうのは、体力や気力の限界が近い証しよう拠こだからだ。こういう時はまず頭を落ち着かせる必要がある。彼女は自分が今いま持っているものを一つ一つ頭に思い描いた。

「あっ……」

　二階の回かい廊ろうへの通路に出たところで、彼女の足が止まった。

（ひょっとすると、出来るかもしれない）

　彼女は慌あわててポケットを探った。




　イレーナは薄暗いホールへ足を踏み入れた。床に顔を近づけると、埃ほこりの上に新しい足跡が残っている。やはり日向子はここへ来たらしい。銃を無む造ぞう作さにぶら下げて彼女は奥へと進んでいった。ホールにある中心の螺旋階段を目にすると、心しん臓ぞうの鼓こ動どうが速くなり始めた。その階段の下に例の地下室へ向かう通路があるはずだ。汚いものでも見たようにそこから目を背そむけた。

（どこかに……いる）

　アルカミレスの気配を近くに感じる。息を潜ひそめてどこかに隠かくれているはずだ。なにを考えているのかは察しが付いている。こちらがあと一発撃った瞬間に、襲おそいかかろうとしているのだろう。

　彼女は立ち止まって周囲を見回した。ホールの円周に沿って、規則正しく並んでいるドアがおぼろげに見えた。

（わたしも、そんな部屋にいたわ。助けを求めていた）

　あの時、日ひ向な子こもこの建物のどこかにいた。彼女と同じように助けを求めて、暗くら闇やみにうずくまっていた。自分とそっくり同じだ。

　どうして彼女をここまで追い詰めて殺そうとしているのか、分からなくなりかける。右手の戦器オニクスを握りしめて、気持ちを落ちつかせた。

　むしろ似ているからこそ、殺さなければならない。自分は一人でいい。一人になれば、あの拓たく也やのところへ戻れる──彼女の代わりに。

　イレーナは日向子の足跡を追って歩いていた。二階の回かい廊ろうと螺ら旋せん階段をつなぐ渡り通路の下をくぐる。天てん窓まどから射さしこむ光が床の一部を切り取っていた。

　目だけを動かして正方形の光を見つめていると、その中を黒い影がさっと横切った。天窓と床の間には渡り通路がある。誰かがそこを歩いているのだ。

　彼女は瞬しゆん時じに振り向いて銃じゆう口こうを空中に向ける。そして、迷うことなく引き金を引いた。純白の光こう球きゆうが彼女の戦器オニクスから撃うち出され、通路の中央を吹き飛ばした。鉄てつ筋きんとコンクリートの破は片へんがばらばらと彼女のフードの上に降り注そそいだ。通路の左右の断だん片ぺんは耳みみ障ざわりな音を立ててゆっくりと一階に沈んできた。

　彼女は笑みを浮かべて破壊した通路の真下へと戻りかけた。こちらの反応の速さからすると、逃げ出す暇ひまがあったとは思えない。しかし、本当に倒したかどうか確認したかった。

　舞い上がった破片と埃ほこりで視し界かいが悪くなっている。ふと、その向こうから人ひと影かげがこちらへ近づいてくることに気付いた。

　思わず息を吞んだ。正面から現れたのは、こちらが六発目を撃ったことをちゃんと数えているからだろう。しかし、イレーナは足を留めようとしなかった。一いつ層そうの大きな笑みが唇くちびるに広がった。

「ばか、が……」

　この程度のことは予想済ずみだった。六発目を撃ち終えた瞬しゆん間かんなら、油ゆ断だんして近づいてくるだろう。彼女はそれを逆に待ちかまえていたのだ。

　彼女は銃口を正面の日向子に向けた。この建物に入る前に、予備の弾だん丸がんなどとっくに装そう塡てん済ずみだ。相手は戦器オニクスを向けられていることすら気付いていない。

　再びイレーナは発はつ砲ぽうした。日向子のシルエットは白い光に完全に吞みこまれた。光球はホールの反対側にある壁を粉ふん砕さいし、クロノクレイドルを再び揺り動かした。

（こんどこそ……ころした）

　まったく感かん慨がいの起こらない自分に彼女は戸と惑まどった。胸のうちに黒い不安が広がり始めている。なにか越えてはいけないラインを越えてしまった気がした。日向子を殺したことで、むしろ暗闇がいっそう近しいものになったような──。

　かつん、と背後で足音が聞こえた。振り向くと螺旋階段の右手にぼんやりと人影が立っている。

（ころした、はずなのに）

　まだ日ひ向な子こは生きている。驚くよりも奇き妙みような安あん堵どが湧わき上がってきた。しかし、それでも殺さなければならない。イレーナは迷いを振り切るように二度引き金を引いた。二つの光こう球きゆうが今度こそ確実に相手を消し飛ばした。

　恐る恐る螺ら旋せん階段の方へ近づいていった。ミセリア・フォルテスで撃うてば、人間など死体の一部も残らないだろう。しかし、なぜか確かめずにはいられない。彼女は日向子の立っていたあたりにうずくまった。

　かつん。

　再び同じ音が聞こえた。彼女は傍かたわらの螺旋階段を見つめる。今度の足音は地下から聞こえた。ホールの床に置かれた手が小こ刻きざみに震えている。この下に何者かがいる。もはや、自分が誰を相手にしているのか分からなくなりかけていた。

　イレーナは立ち上がると、よろめきながら階段を降りていく。地下まで辿たどり着くと、足元には小さな明かりがところどころに点ついている。どうやらこの地下にはまだ非常用の電源が生きているらしい。しかし、最も思い出したくない記き憶おくの場所に来たと思うと、足がすくんだ。

　自分が落ちつくのをしばらく待ってから、仄ほの暗ぐらい通路を歩き始めた。戦器オニクスの力を信じることにした。この銃には持ち主から闇やみを遠ざけてくれるだけの力がある。

　廊下の奥から誰かが歩いてくる。彼女は叫び声を上げてその誰かを撃った。巨大な光はその誰かとともに突き当たりの壁をも破壊した。彼女は震える膝ひざを押さえるようにして、壁に手を突きながらどうにか歩いていった。

　下した腹はらのあたりに冷たい石のような恐怖がわだかまっている。

「……たすけて」

　ほとんど無意識に言葉が洩もれる。しかし、誰になにを助けてほしいのか、彼女にもはっきり分からない。そのことがなぜか悲しかった。

　彼女の放った弾だん丸がんは地下室の壁もドアも同時に破壊してしまっていた。彼女はすっかり大きく広がった穴から中へ入った。金色の戦器オニクスの発する光が室内をおぼろげに照らした。

　昔となにも変わっていない、殺さつ風ぷう景けいな部屋だった。彼女がうずくまっていた隅すみの壁もそのままだった。

「……礼れ菜なさん」

　入り口から声が聞こえた。イレーナは反射的に振り向いて、そこに立っている誰かを撃つ。大きな光球がその誰かを突き抜けて飛んでいった。しかし、その後も人ひと影かげは消えなかった。まるで彼女を迎えに来たかのように立っていた。

　イレーナはゆっくりとその相手に近づいていき、向かい合うように立った。

「あ……」

　彼女は息を吞んだ──そこには金色の戦器オニクスを手にした彼女自身が立っていた。

「ただの鏡かがみよ、それは」

　誰もいなかったはずの足元の空間に、うずくまる日ひ向な子こがゆっくりと現れる。

「光の反射を操あやつったの……わたしに使える能力か、自信がなかったけど」

　彼女は右の手首に黒いリングを着けている。フェンリルたちの首輪とよく似ていた。古こ滝たき市を出た時から、日向子はずっとそれを持っていたのだ。

「その戦器オニクスを捨てて」

　日向子は静かに言った。しかし、得え体たいの知れない衝しよう動どうに突き動かされて、イレーナは相手に銃じゆう口こうを向け、引き金を引いた。

　かちり。

　小さな乾いた音が響ひびき渡った。

（ぜんぶ……うったんだ）

　弾だん倉そうにはもう一発も残っていない。突然、日向子の黒い刃やいばが振り上げられ、彼女のミセリア・フォルテスを弾はじき飛ばした。澄すんだ金属音おんを立てながら、金色の戦器オニクスは通路の先へと滑っていった。彼女の変へん身しんが解け、獣けものの腕は人間のそれへと逆ぎやく戻もどりする。

　日向子は立ち上がり、申し訳なさそうな表情を浮かべた。

「……ごめん」
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　彼女は左手の手しゆ刀とうを放った。首くび筋すじに衝しよう撃げきを感じ、目の前が真っ暗になっていく。薄れゆく意識の中で、なぜかイレーナは安あん堵どしていた。
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　円形のホールで赤い鎧よろいを身にまとった少年が金色の大剣クレイモアを振り回している。彼が扱うには長すぎたせいか、どことなく剣と踊っているようにも見えた。

　螺ら旋せん階段のかげから、一人の少女がその光景を見守っていた。彼女の無地の白い服は点々と返り血を浴びて、髪からは赤いものが滴したたり落ちている。

　少年の周囲に動く者は誰もいない。彼から少し離れた場所に、戦器オニクスを手にしたテリオンがうつぶせに倒れている。テリオンは背中から一いつ刀とう両りよう断だんにされていた。

　クロノクレイドルを襲おそったテリオンは全部で四人いたが、一人残らずこの少年に斬きり伏せられていた。全ての敵を倒した後も、彼はまだ剣を手放そうとしない。

　この金色の戦器オニクスを手にした瞬しゆん間かん、彼の肉体も──そして精神も豹ひよう変へんした。少女の目から見て、彼は完全に正気を失っている。見えない相手に向かって剣を振り続け、喉のどを鳴らすように奇き妙みような声を発し続けている。しかし、それでも恐ろしいとは思わなかった。

　彼があの不ふ吉きつな剣を手に取ったのは、テリオンから彼女を守るためだったからだ。

（あたしの代わりに、ああなっちゃったんだ）

　どれほどの時間そうしているのか、さすがに疲れてきたらしい。彼は血だまりに足を滑らせて、濡ぬれた床に両膝ひざを突いた。そのタイミングを逃さずに彼女は飛び出していった。少年は剣を拾おうと床を探っている。その動きを止めるために、彼女は首を回して抱きついた。彼の全身を濡らしていた返り血で、彼女の服が真っ赤に汚れていく。

　鎧よろいの尖とがった部分が彼女の腕や頰ほおを刺した。しかし、その痛みはさして気にならなかった。硬いはずの赤い殻からがどくどくと脈みやく打うっている方が薄うす気き味み悪かった。

「もう大丈夫。全部終わったから、もう大丈夫だよ」

　この鎧の下にいるはずの少年に向かって、彼女は語りかけた。彼は相変わらず喉のどを震わせ続けている。笑っているかのような声にぞっとした。

　彼の体から力が抜けて、声も聞こえなくなった。生きている者が誰もいないホールの中で、彼の息いき遣づかいだけが響ひびいている。

（わたしを守ってくれた）

　だから、彼から離れたいとは思わなかった。

　やがて赤い鎧は彼の体内へと戻っていった。鎧は返り血に染まっていたが、その下の服には血しぶき一つ飛んでいない。彼女の服の方がよほど汚れていた。

　彼はいつまで経たってもその場から動こうとしなかった。うつろな目からはなんの感情も読み取れない。ただ、血だまりの中に落ちた剣をまだ目で追っている。

　その手をぎゅっと握りしめた。彼女の願いは一つだった。

「あたし、ここを出たい」

　その言葉を口にした途と端たん、水底から浮かび上がるように彼の意識が戻ってきた。彼はゆっくりと目を動かして彼女を見る。

「……ぼく、君を守るよ」

　確かめるように、さっきと同じ言葉を繰り返す。手を繫つないだまま二人は立ち上がった。はだしで床を踏みしめて出口を目指した。ホールを出る直前、彼女はちらりと背後を振り向いた。二階の西の端はしにある部屋──「９」の数字が大きく描かれたドアの向こうで、なにか物音が聞こえたような気がした。

　ぐいっと手を強く引っ張られる。彼は前を向いて夢む中ちゆうで歩いている。まだ意識ははっきりしていないようだった。もうこの時に記き憶おくは失われていたのかもしれない。でも、誰かを守るという使命感を失ってはいなかった。

「……うん。行こう」

　彼が守りたいのは自分ではないことを、ちゃんと分かっていた。分かっていることを忘れてしまいたいと願った。そうすれば、彼は本当に自分だけのものになるのだから。




　篠しの宮みや礼れ菜なは目を開ける。彼女は小さなベッドに横たわっている。クロノクレイドルのどこかの部屋らしい。壁に窓はないらしく、天てん窓まどから射さしこむ光が埃ほこりだらけの床を照らしていた。半分開いたドアに「９」の数字が見える。

　ぎしっとなにかの軋きしむ音が聞こえた。反対側の壁に机と小さなロッカーが備え付けられている。そのそばに置かれた椅い子すに、日ひ向な子こが腰かけて目を閉じていた。体中痣あざと傷だらけで、ブーツを脱いでいる右足は紫むらさき色に腫はれ上がっていた。

　礼菜の口から声にならない嗚お咽えつが洩もれた。今まで自分のしたことが津つ波なみのように押し寄せてきた。日向子をもう少しで殺すところだった。いや、殺したのと罪は変わらない。そのつもりで銃を使ったのだから。他にも色々なことをしてしまった。

「礼菜さん？」

　しっかりと目を閉じて膝ひざを抱える。グロスマンに貰もらった左手の指輪はもう一つも残っていない。日向子が捨ててくれたのだ。どうしてあんな奴やつの言うことを聞いてしまったんだろう。どうしてもっと勇気が持てなかったんだろう──。

「さっき、外に落ちてた携帯を拾って、拓たく也やたちと話したわ。あなたの意識が戻ったら、もう一度連れん絡らくすることになってる。どうやってここから帰るか、考えないといけないし」

　温かい手が礼菜の髪かみを撫なでる。彼女は静かな声で付け加えた。

「……お帰りなさい」

　彼女は首を振った。その言葉にではなく、その言葉を向けられた自分に吐き気がこみ上げてくる。帰る資格など自分にはない。

「あたし、帰らない」

　声を出すと、自分が泣きかけていることに気付いた。体の震えが止まらなかった。

「どうして？」

　日向子は驚いたように言う。

「帰れない。色々な人にあんなことして、帰れない」

「好きでやったわけじゃない。そんなことぐらい、みんな分かってるわ。この四ヶ月、ずっとあなたの帰りを待っていた」

　それから、少し言いにくそうに付け加えた。

「拓也はあなたを助けるためにアルカミレスになった。あなたを守るんだって、いつも言ってる」

（ぼく、君を守るよ）

　そこから始まったんだと彼女は思った。なにもかもあるべき場所に戻さなければならない。顔を上げると、ベッドの前でひざまずいている日向子と視線が合った。

「拓たくちゃんが守るのは、あたしじゃないの。本当はずっとそうだった」

「……どういうこと？」

　明らかに日ひ向な子こは戸と惑まどっていた。本当に今まで疑いもしなかったのだ。そう思うだけで胸が苦しくなる──全部話し終えたら、きっとあたしを見る目も変わるんだ。

　しかし、もう秘密を知られたくないとは思わなかった。二人を騙だましたまま、優しくされる方がずっと怖い。礼れ菜なは日向子をまっすぐに見つめる。せめて目を背そむけないで話をしようと思った。

「あの時、拓たく也やは久く慈じさんを連れていくつもりだった」

　と、礼菜は言った。

「あたしは、あなたになりすましたの」

　日向子の顔に大きな穴が開いたように見えた。




　全部話すのに大した時間はかからなかった。拓也が日向子に会いにあの地下室へ行ったこと。礼菜は別べつ人じんに間違われていると気付いていたこと。四ヶ月前、イグニス・アウルムを抜いた時に全てを思い出したこと。

　日向子は身じろぎ一つせずに話を聞いていた。どう思っているのか、表情からは窺うかがうことは出来なかった。

「……だから、そういうこと。拓ちゃんが一緒にいるはずだったのも、あのうちに住んでるはずだったのも、全部あたしじゃなくて久慈さんだった」

　一気に話しきってから、息を詰めて彼女の反応を待った。建物の中からも、外からもなんの物音も聞こえない。完全な静せい寂じやくに包まれていた。

　突然、日向子は笑顔を浮かべた。一点の曇りもない、心しん底そこ嬉うれしそうな笑顔だった。ほんのり頰ほおが赤くなっている。

（え？）

　彼女はその表情のまま顔を上げた。

「久慈さんじゃなくて、日向子でいい。その呼び方、あまり好きじゃない」

「あ、ごめん……」

　思わず謝ってから、それまで一言も謝罪を口にしなかったことに気付いて愕がく然ぜんとした。許されると思っていなかったので、そこまで気が回らなかったのだ。

「あの、あたし……」

　慌あわてて口を開こうとすると、

「久慈というのは、わたしの名みよう字じじゃない」

　それを遮さえぎるように日向子は言った。

「この施設での呼び名よ。組織の中でそう呼ぶ人が多かったから、そのまま使っていただけ……本当の名みよう字じは、分からない」

「えっ」

「見て。あそこのドア」

　彼女は部屋の入り口を指さした。「９」の数字の描かれたドアが見える。

「この階には十二の部屋があるわ。それぞれに子供たちが一人ずつ暮らしていた。ここはその九番目の部屋……時計で言うと、九時に当たる場所にあるの」

　礼れ菜なはこの建物の構造を思い浮かべた。今まで気付かなかったが、確かに上から見ると時計の文字盤ばんの形に似ている──彼女ははっとした。

「じゃあ、クロノクレイドルって……」

「時計の形をしているから、付いた名前よ。アルカミレスを育てるための時のゆりかごクロノクレイドル。九時の部屋に住んでいた九番目の子供だったから、わたしは九時って呼ばれてた。日ひ向な子こっていう名前も、ずっと忘れてたわ。ここから連れ出してくれた人に会うまで」

　彼女は懐なつかしむように遠い目をした。

「その人がテリオンとどう戦うか、どう生き延びるかをわたしに教えてくれた。ここを出てからずっと、アルカミレスとして生きてきた。それがわたし」

　淡たん々たんとしたその声には、責めるような調子はまったくなかった。

「時々、わたしは思うことがあった……あの日、もし拓たく也やと会えていたらどうなっていただろうって。ひょっとすると、あなたみたいな人生を歩んでいたかもしれないって……待って。でもね」

　礼菜が表情を曇らせたことに気付いたのか、日向子は急いで言葉を継いだ。

「あの時に戻って、拓也と一緒に逃げたいと思ったことはなかった……拓也と一緒に逃げていたら、今みたいに一緒に戦えなかった。ずっと同じ家で過ごすのも、すごく楽しいだろうと思うけど……わたしは拓也と一緒に戦える、今のわたしが好きなの」

　好き、という言葉を口にする時、日向子ははにかんだ。それを見ているうちに、さっき訊ききたかったことを思い出した。

「……どうして、嬉うれしそうな顔をしたの？」

「いつ？」

　日向子はきょとんとした。

「拓たくちゃんが間違えてあたしに会いに来たって言った時」

　彼女の顔がさらに赤くなる。もじもじとためらってから、か細い声で言った。

「次の日も会いたいっていう約束を、憶おぼえていてくれたのが嬉しかったの。あんなことがあったから、忘れられてたんだろうってずっと思ってたから」

　礼菜の胸がずきんと痛んだ。この四ヶ月、拓也と彼女の間になにがあったのか、礼菜は知らない。でも、はっきり分かることが一つだけある──この人は、ほんとに拓ちゃんが好きなんだ。

「と、とにかく、もうそのことは気にしなくていい。拓たく也やに話す必要もないし」

　礼れ菜なは黙っていた。自分のしたことを思うと、素直にうなずけなかった。自分がなんの代だい償しようも払わずに許されてしまったようで、後ろめたい気分だった。

　日ひ向な子こは礼菜の手を強く握った。なぜか拓也と手を繫つないでここを出た時のことを思い出した。

「……うちに帰りたくないの？」

　そう言われた瞬しゆん間かん、礼菜の顔がぐしゃっと歪ゆがんだ。言葉にならない感情が胸の奥からどっと溢あふれ出してきた。どんなに心細い思いでいたか。どんなに拓也や和かず男おに会いたかったか。どんなに迎えに来てほしかったか。

　握りしめた拳こぶしの上に、ぽたぽたと涙が落ちた。

「帰りましょう、一緒に」

　うん、と泣きじゃくりながらつぶやいた。




　　　　２




「これでこの事件も一いち段だん落らくってことか」

　と、拓也は言った。彼らのワゴン車は相変わらず変へん電でん所しよの近くに停められている。礼菜を無事保ほ護ごしたという連絡が日向子から入ったところだった。

　拓也は心の底からほっとしていた。一番の望みがかなった──礼菜を取り返すことが出来た。

「でも、まだフェンリルが残ってる。気を抜いてもらっちゃ困るね」

　亨きよう司じが苦にがい表情で言った。

「そんなこと分かってるよ」

　礼菜が戻ってくるまでしばらく時間がかかる。それまでに残っているフェンリルたちを出来るだけ倒してしまいたかった。毬まり子こはワゴン車から少し離れた場所で、ぼんやりと空を見上げている。

「どうかしたのか？」

　声をかけると、彼女は軽く首を振った。

「別に。それで、次はどこに行くか決まった？」

「もう少し待ってくれ。ちゃんと情報を集めないと、さっきみたいに現場に行ってもフェンリルがいないことになりかねない」

　ワゴン車の方に視線を向けながら亨司は答えた。今、車内の端たん末まつを使っているのは高たか橋はしだ。警察や安全対策庁ちようの無線を傍ぼう受じゆして、フェンリルの正確な動きを知ろうと情報を集めているところだった。

　毬子はやれやれと言いたげに肩をすくめて、また空に視線を戻した。雲は多かったが、よく晴れた日だった。

「しかし、事じ態たいの収しゆう拾しゆうがつくとしても、分からないことが多すぎるな」

　亨きよう司じは眉み間けんに皺しわを寄せた。

「……そうだな」

　結局、礼れ菜なやフェンリルを使ってグロスマンはなにをしようとしたのだろう。そもそも、礼菜をわざわざ刺し客かくに仕立てること自体が妙みようだ。いくら金色の戦器オニクスを使えるとはいえ、大たい半はんの記き憶おくを封ふう印いんしなければならない者をわざわざ使った理由はなんだろう？

「……なあ」

　拓たく也やは毬まり子この背中に声をかけた。

「グロスマンってどういうテリオンなんだ？」

　グロスマン・Ｈ・スパイリオン。称しよう号ごうは「狂きよう惑わくの枢すう星せい」。クランテリオンの幹部で、「城カストラ」の主。全ての戦器オニクスを管理する役割を担になっている──知っていることと言えばそれぐらいだ。

　毬子は不ふ機き嫌げんそうに眉まゆを上げて振り向いた。

「どうしてお前がそんなことを訊きくの？」

　そう言ってから、彼女は驚きよう愕がくの表情を浮かべた。

「まさかお前もグロスマンを殺やりたくなったんじゃないでしょうね？　お前に獲え物ものは譲ゆずらないわよ」

「そんなこと言ってねえだろ。訊いてみたくなっただけだよ。お前はグロスマンのこと色々知ってるんだろ？変へん身しんした姿とか、どんな感じなんだ？」

　毬子はあっさりと首を振った。

「知らないわ」

「……ちょっと待て。お前今いま知らないって言ったか？」

「だって、見たことないものは仕方がないでしょう？　クランテリオンの中でも知っている者はほとんどいないと思う。わたしには戦器オニクスの使い方を色々と教えてくれたけど、あいつ自身はその間も変身しなかった」

「じゃあ、奴やつ専用の戦器オニクスってどういう形なんだ？　それぐらいは知ってんだろ」

「知らないわ」

　今度も即そく答とうだった。拓也はめまいを起こしそうになった。

「お前、本当にグロスマンの右腕だったんだよな？」

　毬子の頰ほおがぴくりと震えた。

「このわたしが親切に答えてやってるのに、失礼にもほどがあるわよ。この阿あ呆ほう」

「『知らないわ』しか言ってねえじゃねえか」

「……なんですって？」

「つまり、グロスマンは敵と戦うことが滅めつ多たにない、ということかな？」

　亨きよう司じがうんざりしたように口を挟んだ。毬まり子こは気を鎮しずめるように大きく息をつく。

「そうね。『城カストラ』からはまず離れられないから……」

「それってなんでなんだっけ？」

　拓たく也やが尋たずねると、いかにも見み下くだすような冷たい視線が返ってきた。

「『城カストラ』を動かす役割があるからに決まっているでしょう。一定時間ごとに細かな制せい御ぎよが必要とされるから、あいつは地上に降りることもほとんどないの……少しは頭を使いなさいよ」

　拓也はむっとしたが、ここでケンカになっては大人おとなげないと思い直した。

「じゃあ、今も操そう縦じゆうしてるってことか」

「そうでしょうね」

　毬子は薄く笑った。

「バレットたちに見つからないように必死に逃げてるんじゃないかしら。いい気味だわ」

「結局のところ、グロスマンは強いのかい？　テリオンとして戦った場合に」

　亨司が尋ねると、毬子は軽く首をひねった。

「よく分からないわね。昔は強かったはずだけど、今はテリオンとしてもかなりの老ろう齢れいだし……でも、前に言ったことがあるわ。『わたしはもう戦器オニクスを手にして戦う必要はない』って」

　拓也はその言葉を頭の中で繰り返した。要するに直接敵てきとは戦わず、策さく略りやくを用いるということなのだろう。

　そこへワゴン車のドアが開いて、高たか橋はしが姿を現した。手には衛えい星せい携帯を持っている。

「電話がかかってきてますが」

　日ひ向な子こから連絡が来たらしい。亨司は受けとって耳に当てた──が、それをいきなり拓也に差し出してきた。

「え？」

「君が話を聞いておいてくれ。ぼくはちょっと高橋と話があるから」

　戸と惑まどいながらも携帯を受けとって、拓也は話を始めた。

「日向子、なんかあったのか？」

『……拓たくちゃん？　あたし』

　礼れ奈なだった。

　甘えるような少し鼻にかかった声。拓也はへなへなとその場にうずくまりそうになる。

「礼菜……」

　そう呼びかけた時、無ぶ遠えん慮りよにこちらを眺ながめている毬子と目が合った。拓也は背を向けて、片手に戦器オニクスのケースを提さげて変へん電でん所しよの前にある国道へ歩いていった。

「お前……体とか大丈夫か？　なんともないか？」

『うん。拓ちゃんは？』

「俺は元気だよ」

　国道のバス停のベンチには黒いスーツ姿の老人が座っていた。風ふう貌ぼうはまったく違うが、拓たく也やは和かず男おのことを思い出した。

「じいちゃんもお前が帰ってくるの、ずっと待ってたんだ」

『そっか……あ、二人ともちゃんとご飯はん作って食べてるの？』

　拓也は噴ふき出しそうになり、同時になぜか熱いものがこみ上げてきた。この携帯の向こうにいるのは、本当に自分の知っている礼れ菜ななんだと思った。

「お前……もうちょっと他に話すことあるだろ？」

　涙なみだ声ごえになるのを必死にこらえた。

『うん。そうだけど……でもね、捕まってる間、あたし色々なこと考えてたんだよ。拓たくちゃんに話したいこととか、聞きたいこととか、沢たく山さんありすぎて、どれから……』

　礼菜の声が途と切ぎれて、ぐすぐすと鼻をすすり上げる音が聞こえてきた。彼女は泣き出す寸すん前ぜんらしい。もう駄だ目めだ、こっちも泣くかも……と思った時、

『あ、ちょっと待って。日ひ向な子こが話あるみたい』

　突然、礼菜はころっといつも通りの声になった。

「え？」

　肩すかしを食って呆ぼう然ぜんとしていると、

『ごめん……大丈夫？』

　いかにも気まずそうに日向子が話しかけてきた。

「うん。平気だけど。なに？」

　慌あわてて気持ちを切り替える。電話の向こうで彼女が場所を移している気配がする。礼菜に聞かせたくない話らしい。

『礼菜が気になることを言ってて……』

　日向子は小声で言った。呼び方が変わっていることに拓也は気付いた。そういえば、礼菜も「日向子」と呼んでいた。いつのまにか仲良くなったらしい。

『……聞こえてる？』

「うん。聞こえてる。それで？」

『グロスマンに言われて、その……わたしや亨きよう司じを襲おそったのは確からしいんだけど、フェンリルに命令を出したことはほとんどないって言っているの』

「えっ」

　そんな馬鹿なはずはない。礼菜がフェンリルの指し揮き官かんのはずだ。

「その時の記き憶おくがなくなってるとかじゃないのか？」

『違うと思う。わたしと戦った時のことは憶おぼえてるもの。榛はる名な毬まり子こも記憶が封ふう印いんされた後に体験したことは全部憶えていたでしょう？』

「ちょっと待ってくれよ、じゃあ……」

　必死に考えをまとめようとする──いくら考えても、結論は一つしかなかった。

「フェンリルを操ってるテリオンは他にいるってことか？」

　そういえば、礼れ菜ながいなくなったのにフェンリルの統とう制せいが取れすぎていると毬まり子こは言っていた。本当の指し揮き官かんが古こ滝たき市に残っていたのなら当然の話だ。

「じゃあ、なんのために礼菜を使う必要があったんだ？」

『彼女は拓たく也やじゃなくてわたしを狙ってた。拓也は礼菜と戦えないし、わたしも当然慎しん重ちようになった……わたし一人が古滝を離れて、彼女を遠くに引き離した。今いま考えると、全部仕し組くまれていたような気がする』

「……どういうことだ？」

『もともと、わたしを古滝から引き離すのが目的だったのかもしれない。そうすれば、わたしたちの戦力が分ぶん断だんされる。フェンリルがわたしたちではなく町を襲おそったのも、拓也一人ひとりを古滝に残すための手段だったとすれば、一応は辻つじ褄つまが合うと思う』

「なんでそこまでやる必要があるんだ？　引き離すって言っても、こんな回りくどい方法を取らなくてもいくらでもやり方があるんじゃ……」

『もっと単純なやり方では露ろ見けんするおそれがあるわ。わたしたちが絶対に気付かない方法を取りたかったのかもしれない。実際、わたしたちはそういう可能性を疑いもしなかった』

　拓也はごくりと唾つばを吞みこんだ。日ひ向な子この言っていることが現実味みを帯びてきた気がした。

「フェンリルの本当の指揮官が古滝にいるとして……この後、なにが起こると思う？」

『分からないわ。でも、一番危き険けんなのは拓也だと思う。なにか起こるとしたら、わたしたちがそっちに戻る前……この数時間のうちよ。ひょっとしたら今すぐにでも始まるかもしれない。だから気を付けて欲しい。亨きよう司じたちにも注意しておいて……』

　彼女の話の後半はほとんど耳に入っていなかった。突然、背中に刺すような冷たい視線を感じたからだ。携帯を持ったままあたりを見回す──さっきと特に変わったものも見えない。ただ、バス停にいた老人が拓也の方を凝ぎよう視ししているだけだ。

　拓也は雷かみなりに打たれたように動けなくなった。

（……バス停？）

　今の古滝市に路線バスが走っているはずがない。このあたりに住む住民も既すでに避ひ難なんしているはずだ──老人はバスを待っていたわけではない。拓也たちの様よう子すを窺うかがっていたのだ。

　突然、彼はベンチから立ち上がる。並なみ外はずれた体格に驚かされた。身につけているのは喪も服ふくのような黒くろ一色のスーツで、帽ぼう子しを深くかぶっている。顎あごからは白く長いひげが伸びていた。

　老人が帽子を捨てて、ゆっくりと拓也の方へ歩き出した。銀色の総そう髪はつが肩に流れる。

『拓也、どうしたの？』

「もう、ここに来てるんだ、そいつは」

　拓也はかすれた声で言った。この町にいる本当のフェンリルの指揮官が誰なのか、おぼろげながら分かり始めていた。フェンリルと礼れ菜なの両方に命令を下せるテリオン。そのような者はほとんどいないはずだ。

「そろそろ名乗るべき時だと思ってな、血刃の王ロワ・デ・ルジエ」

　よく通る声で老人は言う。拓たく也やはなにも答えなかった──いや、答えることが出来なかった。心しん臓ぞうが早はや鐘がねのように鳴る。

「わたしは、グロスマン」

　威い厳げんに満ちた態度で老人は告げた。

「グロスマン・Ｈ・スパイリオンだ」
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　テリオンが名乗った瞬しゆん間かん、呪じゆ縛ばくが解けたように拓也の頭が働き始めた。

「『城カストラ』に……いるんじゃ、なかったのか？」

　相手はかすかに口元を歪ゆがませた。

「わたしのこの体は、今も『城カストラ』にいるようなものだよ、血刃の王ロワ・デ・ルジエ」

　謎なぞ解ときのような言葉に拓也は苛いら立だった。

「『城カストラ』から離れられないんじゃなかったのかって訊きいてるんだよ」

　グロスマンは表情を変えずに立っているだけだった。ふと、拓也は手の中の携帯を見下ろす。まだ日ひ向な子こに繫つながったままだった。

「敵はグロスマンだった。今、変へん電でん所しよの近くにいる」

　携帯に短く告げると、日向子が息を吞むのが分かった。

『分かった。すぐに行く』

　ぶつっと通話は切れた。

「雪花鎧アルヌワ・ブランを呼んだのかね？」

　グロスマンは言った。ケースからイグニス・アウルムを取り出しながら、相手の様よう子すを観察した。戦器オニクスを帯びている様子はない。日向子の百視剣アルゴスガノンのような小さな武器か、アパタスのリングのような装そう身しん具ぐのどちらか。いずれにせよ、殺さつ傷しよう力りよくのある戦器オニクスではないだろう。拓也はようやく自分に余よ裕ゆうが出てくるのを感じた。

　このテリオンは底そこ知しれない不ぶ気き味みな雰ふん囲い気きを漂わせている。しかし、あのルスランのように絶対的な強者の持つ威い圧あつ感かんとは違う。既すでに老おいたテリオンだからかもしれない。

「呼んだところで無む駄だだ。ここに来た時には全てが終わっているだろう。そのつもりでお前たちを引き離したのだからな」

　拓也はすらりとイグニス・アウルムを抜いた。使い慣れた剣を手にすると、どうにか相手に笑いかけることが出来た。

「俺たちを二人同時に相手するのが怖かったのか？」

「いや、違う」

　グロスマンは真ま顔がおで答えた。

「実力の問題ではない。わたしの目的は常にはっきりしている。その目的にかなうように、敵てき味み方かた全てのものを美しく配置するのがわたしの主義だ。この場合、あの女にはこの町を離れていてほしかった。そのような配置をわたしが望んだだけのことだ」

「お前の目的ってのはなんなんだよ」

　グロスマンの目が冷たく光った。大切なものを見せびらかすように、節ふしくれ立った両手を拓たく也やの方へ晒さらして見せる。

「なんの邪じや魔ま立だてもなく、お前をこの手で心おきなくくびり殺すことだ。今まで自分以外の者を使ったのが間違いだった。絶対に逃れられず、何者の助けも得られない、絶望的な状況で、お前を確実に殺す」

　拓也は絶ぜつ句くした。殺意を向けられたせいではない。テリオンの殺意は今までに何度も目の当たりにしてきた。しかし、自分を直接殺ころすためだけに、ここまで周しゆう到とうに準備を進め、ようやく姿を現したテリオンなど皆かい無むだった。

「国くに立たちを襲おそったのも、俺を殺すことと関係があるのか？」

「イレーナ・ヴォルクが刺し客かくだと思わせるためだ。仲間の乗っていた車を撃うたせたのもそうだ……どちらも、お前たちの周囲で起こったことだろう？」

「じゃあ、フェンリルをなんで使ったんだよ。俺をこの町に俺を足止めするためか？」

「それだけではないな」

　老人は言げん下かに否定した。

「わたしがお前を殺した後、フェンリルどもはわたしの指示のもと、この町を完全に破壊することになっている。この町のインフラの大半はがらくたになった。後は人間だ」

「……え？」

「町の外に逃げることも難しいこの状況では、人間どもの大たい半はんはどこかへ集まっているはずだ。お前たちの拠きよ点てんである東とう堂どう学園もそうだろう。それらの施設へフェンリルどもを一いつ斉せいに送り込み、目に見える人間たちを全て殺させる。フェンリルの実力では全員を始し末まつするわけには行かないが、全てのフェンリルが駆く除じよされるまでに万まん単位の人間は死ぬだろう」

「ちょっと待てよ……」

　拓也の声が震えた。インフラを破壊され、多数の人間が殺されれば、この町に残る人間は本当にいなくなるだろう。古こ滝たき市そのものが事実上消きえてしまいかねない。

「俺を殺すのが目的じゃないのか？　なんで他の人間まで殺すんだよ！」

　一いつ瞬しゆん、グロスマンは哀あわれむような視線を投げつけた。

「お前という存在はもはやその一個の肉体に留まらない。お前を見たことのない者にまで、存在を知られているではないか。人間たちの中にいるお前という存在を消し去るには、お前の肉体を屠ほふるだけでは足りない」

　相手がなにを言おうとしているのか、理解するまでしばらく時間がかかった。

「……まさか、『赤い戦士』の噂うわさを消すためにこの町を消すつもりなのか？」

　グロスマンはかすかに眉まゆを上げた。拓たく也やがなにに驚いているのか分からないという顔つきだった。

「この方法がもっとも確実で効果的なのだ。雪花鎧アルヌワ・ブランは生き残って、新たな噂の担にない手となってくれるだろう……『赤い戦士は死んだ』という噂だ」

　単なる脅おどしではないと拓也は悟さとった。このテリオンは本気で実行するだろう。現に半なかばまでこの計画は進んでいる。ふと、ルスラン・ヴォルクが新しん宿じゆくを消した「災さい厄やく」を連想した。

「そんな『災厄』みたいなマネ、させてたまるか」

　そう言った途と端たん、グロスマンの表情が険けわしくなった。今までの冷静さが影を潜ひそめて、怒りに満ちた目で拓也を睨ねめ付ける。

「……あのような気の触れた怪かい物ぶつの行為と同列に並べるな」

　歯は軋ぎしりの間から低い声が洩もれる。「怪物」という表現に拓也は驚いていた。対立関係にあるとは言っても、同じクランテリオンの幹部のはずだ。にもかかわらず、グロスマンにとって「災厄の絶ぜつ星せい」は異い様ような存在らしい。

「そもそも、お前が『災厄』についてなにかを語れる立場にあると思っているのか」

「えっ？」

　拓也はぎょっとした。あたかも彼が「災厄」に関わりがあるかのような物言いだった。

「それはどういう……」

「グロスマン！」

　突然、絶ぜつ叫きようがあたりに響ひびき渡った。振り返ると曲きよく刀とうの戦器オニクスを構えた毬まり子こがこちらへ向かってくるところだった。




　毬子はマントの下から出した曲刀を顔の前で構えた。細い三み日か月づきのような戦器オニクス──クレスケンス。

「久しぶりだな、毬子」

　グロスマンは毬子に優しく声をかけてきた。以前はこの声を聞くたびにこの老人の前に跪ひざまずいていた。この老人が自分を救ってくれたと信じ、思し慕ぼの念すら抱いていたことに、胃がよじれるほどの怒りを覚えた。

（こいつは父とうさんと母かあさんを殺したんだ）

　彼女はイグニス・アウルムを抜いている拓也に視線を走らせた。

「手を出すんじゃないわよ、アルカミレス！　こいつはわたしが殺す！」

「なぜ、わたしを殺そうと思うんだね？」

　穏おだやかに老人が問いかけてくる。毬まり子この背中の毛が怒りでぞわっと逆さか立だった。四し肢しが一気に獣けものとしての姿に変化する。

「復ふく讐しゆうに決まってるでしょう、グロスマン。なんでお前が『城カストラ』から離れてここにいるのか知らないけれど、わたしの前に現れた以上は命を貰もらうわ」

　それから、彼女は戦器オニクスの切きっ先さきを上に向けて構え、言葉を区切るように語りかけた。

「我が名は榛はる名な毬子。父母の魂たましいに捧げんがため、汝なんじグロスマン・Ｈ・スパイリオンの命を奪うべく推すい参さんした。互いの爪そう牙がにかけ、雌し雄ゆうを決することを望む。生者、死者、ともに一人……」

　グロスマンは黙って聞いていたが、やがてくっと喉のどを鳴らして笑った。

「……なにがおかしい？」

　毬子はかすれた声で言った。今にも斬きりかかりそうな自分をどうにか抑えられたのは、この老人のように卑ひ劣れつでありたくないという一心からだった。

「お前の両親や、親しい者の中に、わたしへの復讐を勧めた者はいたのか？」

　胸にたぎっていた殺意がわずかに後退する。彼女の両親も、長なが年ねん一緒にいたアパタスも彼女に逃げろと言っていた。そういえば、友とも典のりにも言われたことがある──殺した殺されたで戦うことなんかない、と。

「実はお前が古こ滝たき市に現れることは予想していなかった。わたしの考える美しい配置に、お前は含まれていない。だから、今回はこのまま立ち去れば、お前の命は助けてやってもいい。あるいは……」

　グロスマンの微笑ほほえみがさらに深くなった。

「……もう一度指ゆび輪わを受け入れれば、わたしの配はい下かに戻ることを許してやってもいい」

　胸の奥からむかつきがこみ上げてきた。もう一度意いのままに動く人形に成り下がれと言っているのだ。こいつはクズだ、と毬子は確信した。たとえ両親が復讐を望んでいないとしても、彼女自身がこのテリオンの血を望んでいる。

「お前の首を一いつ刀とう両りよう断だんにしてやるわ、グロスマン」

　毬子は両手で曲きよく刀とうを構える。グロスマンは素す手でのまま微び動どうだにしなかった。攻撃を仕掛けようとする彼女の腕をいきなり誰かが摑つかんだ。

「……本当に攻撃するつもりか？」

　隣となりに立っている拓たく也やが低く囁ささやく。

「邪じや魔まをしないで、アルカミレス」

　振り向きもせずに言うと、拓也の手の力がさらに強くなった。

「違う。俺とお前の両方と戦おうっていうのに、あいつは余よ裕ゆうがありすぎる。なんか裏があるんじゃないか？」

　確かにそれは気になっていた。金色の戦器オニクスを扱うアルカミレスと、「瞑めい目もくの星せい火か」の称しよう号ごうを持っていた自分──この両者を目の前にして、まるで警けい戒かいしている様よう子すがないのは奇き妙みようだった。

　しかし、今は自分の能力への絶ぜつ大だいな自信の方が勝っていた。今いま彼女が持っている戦器オニクス・クレスケンスは彼女の素早さを飛ひ躍やく的に上げる能力がある。直線攻こう撃げきなら今の自分がテリオン最速だという自負があった。それに、普段のグロスマンの身しん体たい能力についても熟じゆく知ちしている。なにを企たくらんでいようと、相手が一歩も動かないうちに首を切り落とす自信があった。

「お前は黙って見ているといいわ。血刃の王ロワ・デ・ルジエ」

　毬まり子こは鼻で笑って付け加えた。

「目で追えるんならね」

　彼の手を振りほどいて地面を蹴けり、ほとんど一歩で距離を詰めた。クレスケンスの間ま合あいに入っても、グロスマンは指ゆび一本動うごかしていない。彼女は体を回転させながら、黒い刃やいばを相手の顎あごの下に叩たたきこんだ。ずぶりという重い手て応ごたえに、彼女の唇くちびるから笑みが洩もれた──。

　しかし、首を切せつ断だんすることなく戦器オニクスは途中で止まった。

「お前には素早さはあるが、筋きん力りよくが足りない。そう教えたはずだが」

　グロスマンの肉体は強い力で刃を弾はじき返してくる。その首くび筋すじを見た毬子は驚きよう愕がくした。太い首はいつのまにか出現した強きよう固こな黒いうろこで守られ、致ち命めい傷しようには至っていなかった。

（いつ、変へん身しんを……）

　突然、腹部に衝しよう撃げきを感じた。やはりうろこに覆おおわれた黒い拳こぶしが食いこんでいた。彼女は空中に高く突き上げられ、完全に意識を失った。




　　　　４




　一いち撃げきで吹き飛ばされた毬子は、ワゴン車のある方へ飛んでいった。拓たく也やが振り返ると、倒れている毬子の方へ亨きよう司じが駆け寄っていた。

「榛はる名なのこと、頼む！」

　そう叫んでから、彼はイグニス・アウルムを握りしめた。




「反転リトウルネ！」




　全身がたちまち赤い鎧よろいに包まれていく。その間も正面にいるグロスマンから目を離さなかった。

　グロスマンの肉体は変化し続けていた。もともと巨大な体たい軀くはさらに膨ふくれ上がり、ざらついた黒いうろこが体たい表ひように浮かび上がる。

（……なんだ、あれ）

　戦器オニクスを構えながら、拓也は目の前にいる者を呆ぼう然ぜんと見上げた。グロスマンの手足は大きく伸び、尖せん端たんが二ふた股またのかぎ爪に変わった。足の付け根から伸びた太い尻尾しつぽがアスファルトを強く叩たたく。尖とがった顎あごの中には無数の鋭い歯が並んでいた。

「この姿をさらすのは、数十年ぶりだ。血刃の王ロワ・デ・ルジエ」

　低い声でゆっくりとグロスマンは言った。

「わたしはこの地上に最後に残った竜りゆうの眷けん属ぞく……竜のテリオンだ」

　目の前に立っているのは、拓たく也やの倍ほどの身長を持つ肉食の爬は虫ちゆう類るいだった。子供の頃、図ず鑑かんで目にした太たい古こに絶ぜつ滅めつした生物。

（竜っていうか、恐きよう竜りゆうじゃねえか）

　体の震えを抑えながら、拓也は心の中でつぶやいた。しかも、その体のどこにも戦器オニクスを帯びている様よう子すはない。

（わたしはもう戦器オニクスを手に戦う必要がない）

　その言葉は直接戦わないという意味ではなかった。戦器オニクスなど持たなくとも変へん身しん出来るという意味だったのだ。

　グロスマンの口が大きく開き、ずしりと腹に響ひびくような咆ほう吼こうを響かせた。拓也は奥おく歯ばを嚙かみしめると、すくみそうになる足で前に走り出した。相手は体が大きい分、小こ回まわりが利かないはずだ。しかし思ったよりも腰の位置が高く、急きゆう所しよを狙うのは容易ではない。仕方なく太い足に向かって剣を振る。

　手て応ごたえはあった──しかし、目の前から相手は消えていた。

　マスクの下で目を丸くした瞬しゆん間かん、顔面に重いものが叩きつけられた。それが爬虫類の尻尾だと気付いた時には、背後に跳ね飛ばされていた。アスファルトに膝ひざを突いて前を見ると、グロスマンは十メートルも先の地面に着地していた。

（……あんなところまで）

　飛び上がってこちらの斬ざん撃げきを避けつつ、尻尾で攻撃して反動で背後に飛ぶ。小回りが利かないという考えは捨てざるを得なかった。

　しかし、左足の付け根から血が噴ふき出しているのがはっきり見える。骨には達していないだろうが、かなり深く切り裂いたはずだ。

（多少は動きが遅くなるかな）

　再び攻撃しようと立ち上がりかけた拓也は、中ちゆう腰ごしのまま動けなくなった。グロスマンの傷口から溢あふれていた血が、まるで水道の栓せんでも閉めるように少なくなり、やがてぴたりと止まってしまった。

　拓也ははっとグロスマンの首くび筋すじを見る。毬まり子こに斬きりつけられた傷がどこにも残っていなかった。

「ああ、気が付いたようだな」

　と、グロスマンが言った。

「瞬しゆん間かん的な肉体の治ち癒ゆ。それがわたしの能力だ。この首を一いち撃げきで落とさない限り、わたしを殺すことは出来ない」

　一いつ瞬しゆん、絶望的な気分になりかけた。硬いうろこに守られたあの首を一いつ刀とう両りよう断だんにすることなど、拓たく也やの技量では難しい。そもそもこの体格差では、大剣クレイモアを急きゆう所しよに届かせること自体が至し難なんの業わざだった。

　揺らいでいる拓也の気を読んだのか、グロスマンはじわじわと距離を縮めてくる。彼は後ろに下がろうとする自分を抑えこんで大剣クレイモアを構えた。

　ここには自分一人しかいない。後ろに下がるわけには行かない。前に出なければ──。

　かすかに右手のイグニス・アウルムが熱を帯びた気がした。見下ろすと刀とう身しんの光が増している。

（俺の戦せん意いに反応したんだ）

　遠距離からグロスマンの首を切り落とす手段が一つだけある。拓也自じ身しんの戦意が光る刃やいばとなって敵を両断する技──「斬刹リネア・レクタ」。精神を集中すると、イグニス・アウルムにますます強い光が集まってきた。

　グロスマンとの間にはなんの障しよう害がい物ぶつもない。相手の首くび筋すじに狙いを定め、大剣クレイモアを大きく横に薙なごうとする。

　しかし、グロスマンはその技の前ぜん兆ちようを見逃さなかった。素早い動きで身を屈かがめて、地面を力強く蹴けって突進してきた。

「く……」

　両手のかぎ爪がひゅっと音を立てて斜めに振り下ろされる。拓也は技を放つことも出来ずに、背後に体を引いてかろうじて避ける。

　戦器オニクスを構え直し、目の前の相手に突きを放つ。左肩にぐさりと尖せん端たんが刺さったが、グロスマンはそのまま外殻クラスタに覆おおわれた腕に嚙かみついてきた。巨大な顎あごの下で外殻クラスタが嫌な音を立てる。

　もう片方の手で顎をこじ開けようとした時、グロスマンが大きく首を回して拓也を体ごと振り飛ばした。彼は変へん電でん所しよの前を横切るように転がっていき、フェンスの外にある鉄てつ塔とうに背中からぶつかった。土ど台だい近くの鉄骨が大きく震えて、切れた送電線が振り子のように揺れた。

　立ち上がろうとした拓也の右腕に痛みが走る。外殻クラスタに等とう間かん隔かくの穴が開いており、その下からじわりと血がにじみ出している。グロスマンの牙きばが外殻クラスタを突き抜けたらしい。さほど深い傷ではないが、もしこれが頭だったらと思うとぞっとした。

「お前のその技を防ぐのは簡単だ」

　と、グロスマンは言った。必殺の「斬刹リネア・レクタ」だが、どうしても放つ前にこちらの攻撃の手が止まってしまう。あの体格にも関わらず、グロスマンは拓也よりも機き敏びんに動いている。相手の足を止めて、技を使う隙すきを作らなければならない。

「やはり、大した手て応ごたえもない……そろそろ、終わりにするか」

　全身のうろこが血で濡ぬれて光っているが、今しがた刺したばかりの肩の傷ももう塞ふさがろうとしている。ほとんど無む傷きずと変わらない状態だった。

（どうする……？）

　外殻クラスタの中の手足が冷たい汗をかいている。足を狙った時のように、ただ斬きりつけただけではグロスマンの動きすら止められない。

　どうするか結論が出る前に、テリオンが鉄てつ塔とうに向かって走ってきた。パニックに襲おそわれかけた拓たく也やの脳のう裏りに日ひ向な子この顔が浮かんだ。

（日向子ならきっとどうにかするはずだ）

　そう思うと少し気持ちが落ちついた。彼女がここへ戻ってくるまで、戦い抜かなければならない。ふと、揺れている切れた送電線に目が留まった。

　拓也はグロスマンの突進を避けて真ま上うえに飛んだ。しかし、その動きは読まれていたらしい。グロスマンは地面を蹴けって拓也の後を追ってきた。見下ろすと恐きよう竜りゆうの顎あごが空中の拓也に向かって迫ってきていた。

（今だ！）

　左手に摑つかんでいた送電線の切れ端はしを、さっき傷を付けたグロスマンの肩に投げつけた。もちろん、傷きず口ぐちはほとんど塞がっているが、全身は流れた血で濡れている──塩えん分ぶんを含んだ液体は電気をよく通すはずだ。送電線が触れた途と端たん、爆はぜるような音とともにグロスマンの全身から青白い火花が散った。顎あごからかすかにうめき声が洩もれる。
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　地面に落下したのは両者ともほとんど同時だったが、動き出したのは拓たく也やの方が早かった。体中から白い煙を上げているグロスマンに向かって、拓也は間かん髪はつ入いれずに剣を振った。

「斬刹リネア・レクタ！」

　再び光の刃やいばがまっすぐに飛ぶ──太い首に光が吸いこまれていった。一拍の間の後、傷きず口ぐちから鮮せん血けつがどっと溢あふれる。ぐらりとグロスマンの上体が仰あお向むけに倒れていった。地じ響ひびきが拓也の足の裏にも伝わってきた。

　どうやら倒すことが出来た。毬まり子こがどうなったのか気になって振り返ると、毬子もワゴン車ももう姿を消している。亨きよう司じたちが彼女を運んでいったらしい。

「その一いち撃げきでは、首を切り落とすのは無理だ」

　かすかなしゃがれ声が聞こえる。グロスマンに目を戻すと、胸元を赤く染めた彼がゆっくりと立ち上がろうとしていた。喉のどの傷は逆ぎやく回まわしのフィルムのように小さくなっていった。

「……あっ」

　グロスマンが血しぶきをまき散らしながら拓也に躍おどりかかる。振り上げたかぎ爪が外殻クラスタに包まれた脳のう天てんに叩たたきつけられる。地面にうつぶせに倒れた拓也の上に、テリオンの声が降ってきた。

「詰めが甘いな、アルカミレス」

　拓也はまだ戦器オニクスを手放していない。もう一度立ち上がろうとした刹せつ那な、グロスマンの足が背中に押しつけられた。手足を踏ん張ってはねのけようとしたが、ぴくりとも動かない。グロスマンはゆっくりと体重をかけてのしかかってきた。外殻クラスタは卵の殻からが割れるような音を立てた。

（踏みつぶす気だ）

　自分の体にグロスマンの重みを感じる。もう呼吸することも出来ない。鈍い痛みが胸からゆっくりと広がっていき、口からひとりでに悲鳴が上がった。体中がめりめりと軋きしみを上げる。目の前が少しずつ真っ白になっていった。

（日ひ向な子こ……）

　やがて、拓也は自分の肋ろつ骨こつが折れる音を聞いた。




「無理だよ。絶対走れないって」

　礼れ菜なは外殻クラスタのない右腕を摑つかんで止めようとする。どうやら痣あざのあるところに触れてしまったらしく、日向子は顔を歪ゆがませた。

「あ、ごめん」

　思わず手を放す。その間に日向子は足を引きずりつつ、壁の穴からクロノクレイドルの外へ出てしまった。

「ちょっと待って！」

　慌あわてて背中を追った。拓たく也やとの電話を終えた日ひ向な子こは、今すぐ古こ滝たき市へ帰ると言い出した。どうやらグロスマンが古滝に潜ひそんでいたらしい。歩くこともままならない状態だというのに、無理に走って帰ろうとしていた。

　壁の穴から外へ出て、日向子の姿を捜す。ほんの十歩ほど先にうずくまって右足を押さえていた。

「日向子、大丈夫？」

　礼れ菜なは駆け寄っていった。名前で呼び始めたばかりのせいか、まだ少し照れくさかった。

「悪いけど、肩を貸して」

　前を向いたままで日向子は言った。強い意志のこもった目にどきっとした。ここから古滝まで何十キロも離れている。彼女は文字通り這はってでも帰るつもりなのだ。

　礼菜はぐっと下した唇くちびるを嚙かんだ。

（あたしが怪け我がさせたんだ）

　自分と戦わなければ彼女は走って帰れたはずだ。いや、そもそもこんな遠くまで来ることもなかっただろう。

　礼菜は覚かく悟ごを決めた。

「あー、もう分かった。やってやろうじゃないのよもう」

　日向子の前に回ると、片かた膝ひざをついて背中を差し出した。

「ほら」

「……なに？」

　怪け訝げんそうに日向子は訊きいてくる。

「あたしが日向子をおんぶして走る」

「えっ。でも……」

「それが一番速いでしょ」

　それでもためらっている日向子をきっと振り向いた。

「拓たくちゃんが心配なのは、あたしだって一緒なんだから」

　沈ちん黙もくが流れる。やがて、おずおずと日向子の手が礼菜の首に回された。ぐっと下した腹はらに力をこめて立ち上がる──と、ついよろけた。

「ご、ごめん。重い？」

　恥ずかしそうに日向子は言った。彼女は太っているわけではないし、礼菜よりもスタイルはずっと良かった。ただ、見た目よりも筋肉がついているらしい。

「……ううん。全然軽いよ」

　なるべく普ふ段だん通りの声で答える。一応、ここは意地を見せたいところだった。

　礼菜はマントの中の戦器オニクスを握りしめる。右腕がたちまちテリオンのそれに変わったが、全身の筋きん力りよくはあまり上がった気がしない。金色の戦器オニクスが使えるとはいえ、人間と身しん体たい能力は大差ないらしい。今はそれが恨うらめしかった。

（それでも、あたしが日ひ向な子こを帰すんだ）

　少しは役に立たなければ、今までしたことの申し訳が立たない。日向子を背負ったまま前ぜん傾けい姿勢を取る。ここから南なん東とうに向かってまっすぐに走れば、古こ滝たきに着くはずだ──。

「あ……」

　礼れ菜なは一歩も動けなくなった。

　二人の行く手を阻はばむようにフェンリルが立ち、うなり声を上げていた。彼女がここまで乗ってきた一頭だった。




　完全に血刃の王ロワ・デ・ルジエの息の根を止める前に、グロスマンは一いつ旦たん足をどけた。

　もともと、このアルカミレスを殺す方法などいくらでもあった。しかし、今回の作戦は誰にも邪じや魔まをされずに自らの手でこの少年を殺すこと、少年が存在していたこの町を自ら指し揮きを執とって蹂じゆう躙りんすること──その二つが絶対条件だった。あっさりと殺してしまっては、ここまで慎しん重ちようにことを進めた甲か斐いがない。

　彼は腕を摑つかんでアルカミレスの体を持ち上げる。彼の口元からかすかにうめき声が上がった。戦器オニクスから手を放していないところを見ると、どうにか意識は保っているらしい。

「……そうこなくてはな。わたしも退たい屈くつしないで済む」

　グロスマンは乾いた笑い声を上げると、地面や鉄てつ塔とうにアルカミレスの体を激しく叩たたきつけ始めた。赤い外殻クラスタの破は片へんが周囲に飛び散る。むろん中の人間も無事では済まないだろう。彼は規則正しくその動作を繰り返す。叩きつけるたびに少しずつ変わる衝しよう撃げき音おんに、グロスマンはうっとりと聞き惚ほれた。

　十五回ほど叩きつけた後で、再びアルカミレスの様よう子すを確認する。まだ戦器オニクスを握ったままだが、さすがにほとんど意識を失っているようだった。外殻クラスタの表面はぼろぼろにはげ落ちて、その下の生なま身みの姿も半なかば見えている。無む惨ざんな有あり様さまにようやくグロスマンは満足した。

「さて、そろそろ終わりにするか」

　両腕のかぎ爪で拓也の首を挟んで、一気に骨を折ろうとする。

　ふと、グロスマンは目を疑った。

　残った赤い外殻クラスタの表面が律りつ動どうしている。まるでそれ自体が生きているかのようだった。

　汚いものに触れたように手を放して、グロスマンは一歩下がる。アルカミレスはどさりと地面に転がった。外殻クラスタの動きはますます大きくなっている。残っている表ひよう皮ひがふくらんで、増ぞう殖しよくするように広がっていく。外殻クラスタの欠落した部分は見る間に小さくなっていった。

「治しているのか……？」

　グロスマンは啞あ然ぜんとした。テリオンでも治ち癒ゆ能力を持つのは彼一人ひとりだ。このような能力を持つアルカミレスなど聞いたことがない──が。

「お前だから出来ることか、血刃の王ロワ・デ・ルジエ」

　グロスマンは直ちよつ観かんした。今すぐこのアルカミレスを消さなければならない。これ以上生かしておけば、必ず自分に害を及ぼす。グロスマンはかぎ爪を振り上げる。完全に外殻クラスタの損そん傷しようが元通りになっていない今なら、いくらでも急きゆう所しよを狙える。

　心しん臓ぞうか、頭か──最後の選択をしようとした時、目の前をさっと黒い影が横切っていった。地面に転がっていたアルカミレスとイグニス・アウルムが同時に消えていた。

「む……」

　グロスマンは影の去っていった方角へ視線を向けた。アルカミレスを抱えた毬まり子この背中が遠ざかっていく。

「卑いやしい名無しヴアルガめ……」

　グロスマンは舌した打うちをする。彼の足では追っても無む駄だだった。

「そいつを渡さねば、この町を先に消すぞ」

　毬子に向かって声をかける。一いつ瞬しゆん、彼女はぎくりと足を止めかけた──しかし、振り返ることなくそのまま走り去っていった。
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　山やま裾すそにある人ひと気けのない旧きゆう道どうに、亨きよう司じたちのワゴン車と古いライトバンが並んで停まっている。ライトバンの前には亨司と毬子が立っており、彼らから少し離れた場所では高たか橋はしが周囲を見張っていた。

　グロスマンの手から拓たく也やを奪い返した毬子たちは、自分のたちのワゴン車を隠かくして世せ津つ子こを呼びに行った。ライトバンは彼女の車で、中では拓也が治ち療りようを受けているはずだ。

「この町を消すというのは、皆みな殺ごろしという意味なんだろうね」

　と、亨司は言った。

「そうだと思うわ……もちろん、ただの脅おどしではないはずよ」

　毬子はグロスマンを長年間ま近ぢかで見てきた。虚きよ勢せいであのようなことを口にするテリオンではない。

「でも、血刃の王ロワ・デ・ルジエを渡したところで、きっとその後で同じことをするわよ。順番が変わるだけじゃないかしら」

「困ったものだな。それじゃなにをしても皆殺しじゃないか」

　毬子は改めて亨司をまじまじと見る。さほど困っているような顔つきでもなかった。拓也や友とも典のりも人間にしては変わっているが、この亨きよう司じも別の意味で他の人間とは違う。町を消されると聞いても、特に動じた様よう子すもない。人類の敵と戦う気負いもなさそうなのに、方舟アルカを助けようとする熱意には並々ならぬものがある。

「お前はどうして方舟アルカに協力しているの？」

「なんで急にそんなこと訊きくんだ？」

　無言で答えを待った。自分からは質問するが、他人に質問されても気に入った質問にしか答えないのが毬まり子この流りゆう儀ぎだった。

「……ぼくはアルカミレスが好きなんだよ。それ以上に深い理由はないかな。別に正義感からやってるわけじゃない」

　しばし考えこんだが、好きになるポイントがよく分からない。

「どこが好きなのよ、アルカミレスの」

「彼らの強さかな。テリオンと戦うために彼らは多大な努力を払っている。肉体を改造し、鍛たん練れんを行い、しかも誰にも賞しよう賛さんされることもない。素晴らしいと思うよ」

　自分から尋たずねたにもかかわらず、毬子は不快になってきた。彼女の母親を死なせたのはグロスマンだが、直接手てを下したのはかつてのアルカミレスたちだ。

「だったら、お前がアルカミレスになればいいじゃない」

　軽い気持ちで口にした言葉だったが、亨司の顔色が変わった。沈んだ目つきで自分の両手を見下ろしている。

「ぼくは彼らのようにはなれないし、戦うことも許されない……だから、彼らには敬けい意いを払ってるんだ」

　毬子は無言でライトバンを振り返った。その「強い」はずの戦士たちのうち、一人はグロスマンに倒されて治ち療りようを受けている最中で、もう一人は遠く離れた場所にいて、いつ帰ってこられるかも分からない。この町を守れる者はいなかった。

「篠しの宮みや拓たく也やをどうするつもり？」

「とりあえず町の外へ逃がす。グロスマンの言うとおりにしたところで、結果は変わらないようだからね」

「そう。じゃあ、お前も一緒に逃げるのね」

　非難したつもりではなかった。拓也を逃がすのであれば、当然そうするだろうと思っただけだ──しかし、亨司はむっとした様よう子すだった。

「そんなことはしない。ぼくはここに残るよ。なるべく多くの人間が逃げられるように努力するさ」

「正義感はないんじゃなかったの？」

　亨司は肩をすくめる。

「わざわざぼくが拓也と逃げる意義がないだけだよ。もうぼくもクランテリオンにすっかり顔を知られているし、今後もテリオンと戦えるわけじゃない。ここでグロスマンの計画を少しでも妨ぼう害がいする方が、まだアルカミレスたちのためになる。こっちのワゴン車で市内を動き回れば、拓たく也やが逃げる時の囮おとりぐらいにはなるかもしれない」

　それから、さりげない口く調ちようで付け加えた。

「戦わない者でも、命ぐらいかけられるからね」

　毬まり子こは変へん電でん所しよでの亨きよう司じと拓也の会話を思い出した。命がけで戦っていない者が、戦っている者を非ひ難なんするなと言われたのが堪こたえているのかもしれない。おかしなところで意地を張る人間だと思った。

「君の方こそどうするんだ？」

「グロスマンがこの町にいるなら、わたしのやることは一つよ……ここに残るわ」

　自分がグロスマンに敵かなうかどうかは問題ではない。自分の親を殺した時のように、あのテリオンが無力な者を蹂じゆう躙りんし、なにかの満足を得ると思うと我が慢まん出来なかった。

「じゃあ、ぼくたちに協力してくれるわけだ」

　亨司はにやっと笑った。ぼくたちという言葉を聞いた瞬しゆん間かん、友とも典のりの間まの抜けた顔が頭をよぎった。どうせ友典のことだ。自分よりも先に他の人間を逃がそうと躍やつ起きになるだろう。グロスマンとの戦いが最さい優ゆう先せんだが、おかしな動きをされるとこっちの気が散る。彼が古こ滝たき市にいる間は守ってやるぐらいのことをしてもいいと思った。

　その時、ライトバンの後部ドアが開いて、白はく衣いを着た世せ津つ子こが現れた。背もたれを倒した後こう部ぶ座席に横たわっている拓也が見える。

「ひどい怪け我がだけど、命に別べつ状じようはないと思うわ。ただ、肋ろつ骨こつが折れているようだし、肩も脱だつ臼きゆうしているから、ちゃんとした外科で検査しないと……」

　毬子は違い和わ感かんを覚えた。普通のアルカミレスがどの程度の生命力を持っているか、彼女はよく知っている。グロスマンが拓也にしたことを考えると、拓也は運が良くて瀕ひん死しの状態だろうと思っていた。結局、「ひどい怪我」程度で済んでいる。

（……あの鎧よろい）

　赤い外殻クラスタは宿やど主ぬしを守るような動きを見せる。今回もそれが彼を救ったのかもしれない。

「古滝市内の病院へ拓也を搬はん送そうすることは出来ますか？」

　亨司が世津子に尋たずねる。

「今は難しいでしょうね。今け朝さ、国くに立たちさんを送っていったけれど、この町の外科の病院は大変な騒ぎになっているから」

「じゃあ、市外の病院へ拓也を連れていっていただけませんか？」

　世津子は表情を曇らせた。

「それは構わないけれど……市外へ出る道路にはテリオンがうろついているから……」

「ああ、そうですね……高たか橋はし！」

　亨きよう司じはぼんやりと自分のヒゲを撫なでていた中ちゆう年ねん男を呼んだ。

「は？」

「先生の車で拓たく也やを市外の病院へ運んでくれ。なるべく見つかりにくいルートを選んで外へ出るんだ」

「……はあ」

　高たか橋はしはやる気なく答えた。

「後は彼に任せます。それで構いませんね、先生」

　ほとんど有う無むを言わせない態度に、世せ津つ子こは戸と惑まどったようにうなずいている。亨司にとっては、この二人も逃がしたい人間なのだろうと毬まり子こは思った。




「どうやって古こ滝たき市を出るんですか？」

　ライトバンを発車させてすぐ、世津子が問いかけてきた。礼れい儀ぎとして仕方なく会話を始めたというニュアンスをはっきりと感じた。なるべく高橋から離れようとするように、彼女は助手席のドアに体をくっつけて座っている。膝ひざの上の白はく衣いの裾すそを神しん経けい質しつに引っ張っていた。

「……今のところ、奴やつらがいない道を通ります」

　高橋は素そっ気けなく答えた。ライトバンはインターチェンジのある方向へ向かっていた。

「ひょっとして、高速道路に向かってるんですか？」

「ええ、そこから東京方面へ向かいます。あの道路ならテリオンもいませんし」

「上りの車線は完全に塞ふさがっているって聞きましたけど？」

「下りの車線を逆ぎやく走そうすればいいんですよ。今は対たい向こう車しやなんていませんからね」

「ああ……」

　なるほど、という表情を浮かべたが、なにも言わなかった。自分を脅きよう迫はくした相手の話に感心などしたくもないのだろう。それも当然だと高橋は思った。

「君に渡しておきたいものがある」

　出発前、亨司は高橋に二つのものを手渡してきた。貸かし金きん庫この鍵かぎと小さなアタッシュケースだった。

「貸金庫は君の名めい義ぎになっている。そこに入っている金を拓也の治ち療りよう費ひに充あてて、残りは君の借金でも返すといい」

　かなり高額の現金が預けてあることが窺うかがえた。退職金、という言葉が頭をよぎる。後ろの座席にいる怪け我が人にんを病院に送り届けたら、大おお江え亨司から与えられた仕事は終わりらしい。借金も返済出来るだろう。

「アタッシュケースの方は武器が入っている。万まんが一いちの時になにかの足しになるだろう……気を付けて行ってくれ」

　おそらく、万が一現れたテリオンを撃げき退たい出来るような道具、ということなのだろう。なにもかも至れり尽くせりだった。

（こんなもんなのか？）

　命をかけて働いてもらうといわれた時は、今すぐ金だけでも盗んで逃げ出したいと思った。しかし、大した働きもしないまま金を与えられて解放されてしまうと、肩すかしを食ったような気分だった。やがて借金から自由になれるというのに、なんの感かん慨がいもない。

　気を付けて行け、という言葉の意味もはかりかねていた。なんとなく本当に高たか橋はしを心配しているように聞こえた。こんな風ふうにこの仕事が終わっていいのだろうか、と彼は真剣に考え始めていた。

　ライトバンは誰もいない料金所を通って、インターチェンジに入った。進行方向を逆ぎやく走そうしているせいか、アクセルを踏むのに抵抗がある。ゆるゆるとカーブを曲がって高こう架かの上へ出ると、そのままなにごともなく事故現場を通りすぎた。バックミラーに市し境ざかいを示す看かん板ばんが映る。そろそろ古こ滝たき市を出るはずだ──。

「……停めて下さい。やっぱりなにかおかしいわ」

　突然、世せ津つ子こが鋭い声で言った。慌あわてて急ブレーキで停車する。

「なにかいましたか？」

　高橋は素早く前後を見渡したが、バイク一台通とおっていなかった。

「違います。さっきのあの子たちの様よう子すがおかしいと思って……これからもっと大変なことが起こるんじゃないですか」

「もっと大変なことと言うと？」

「あの子たち、死ぬのを覚かく悟ごしてるんじゃないでしょうか」

「まさか」

　高橋は口ではそう言ったが、薄うす々うす同じことを感じていた。なにかが起こる前に自分たちを逃がそうとしているのだ。あの恐きよう竜りゆうのようなテリオンを見れば、それがどのような事態なのかはだいたい予想がつく──。

「とにかく、わたしは戻ります。拓たく也やくんはあなたが一人で病院へ連れていって下さい」

　彼女は返事を待たずにシートベルトを外そうとする。ふと、高橋は自分でも説明のつかない動どう揺ように襲おそわれた。逃げだそうとしているのに、なぜか一人きりで取り残されようとしている気がする。

「待ちなさい。戻ってどうするんですか」

「わたしは医者ですから。やることぐらいあるはずです」

「しかし、それは……」

　彼女にも一緒に逃げて欲しいと高橋は真剣に願った。一人で逃げてしまっては、自分の無む力りよくさに言い訳も出来ない。このまま強ごう引いんに車を発進させてしまおうとまで思った。

　ふと、フロントガラスに視線を移した高橋の顔から血の気が引く。

　道路の先に喪も服ふくを着た老人が立っていた。

（あいつだ……）

　拓たく也やたちをひねり潰つぶしたテリオン。ここは待ち伏せされていたのだ。後部座ざ席せきに身を乗り出して、亨きよう司じにもらったアタッシュケースを摑つかんだ。震える手で留め金を外していく。

「今すぐにアルカミレスを渡せ」

　密みつ閉ぺいされた車内にも、テリオンの声ははっきり聞こえてきた。

「誰なんですか、あれは？」

「あれがテリオンですよ。今いま町で起こっていることは全部あいつのせいなんだ」

　万まんが一いちの時のための武器とはなんだろう。彼はすがりつくような思いでアタッシュケースを開け放った。

「なんだ……これは」

　自動拳けん銃じゆうが一いつ丁ちようと弾だん倉そうが一つ入っていた。特にカスタマイズされた武器というわけでもない。ただの護ご身しん用ようの銃だった。亨司が託たくした武器だから、もっと役に立ちそうなものかと思っていた。

　テリオンはゆっくりと歩き出した。その肉体はみるみるうちに巨大化し、太たい古この生物へと変へん身しんしていく。隣となりにいた世せ津つ子こが悲鳴を上げた。口に両手を上げてわなわなと震えている。

　自分以上に怯おびえている彼女を目にした途と端たん、高たか橋はしは冷静さを取り戻した──あんなものから、確実に命を救ってくれるものなどありはしない。亨司もどうにもならなかったから、気を付けて行けとせめて言葉をかけたのだろう。期待しすぎた自分が間違っていた。

「……先生」

　と、高橋は言った。

「わたしが降りたら、すぐにバックして下さい。町へ戻るんだ」

「え……」

　拳銃に弾倉を差しこんでスライドを引く。警察に勤務していた頃に銃を扱った経験もある。あの的の大きさなら苦労せずに当てられるだろう。シートベルトを外してドアを開けようとすると、世津子に腕を摑つかまれた。

「どうなさるんですか」

「足止めするんです」

　それでも彼女は手を放そうとしなかった。かける言葉が見つからないらしく、ひたすら首を振っている。高橋はため息をついた。

「患かん者じやと一緒に逃げるなら、医者のあなたの方がいいでしょう。わたしはなんでもない人間でね……それに、今は他にしたいことも思いつかない。金も手に入ってしまったし」

　にやっと笑いかけると、世津子は驚いたように手を引いた。これ以上言い訳の出来ない立場に陥らないためには、あの怪かい物ぶつと戦うしかないようだ。人のことを嗅かぎ回って金を脅おどし取るよりは、この方がいくらかましな行動だろう。

「それじゃ、そういうことで」

　高たか橋はしは運転席のドアを開けてライトバンから転がり出た。

　テリオンは足を止める。十メートルほど距離はあるが、体格が違いすぎるせいか目の前にいるのと変わらない気がする。

「お前は誰だ？」

　牙きばの隙すき間まから怪かい物ぶつの声が流れ出した。いきなり難しい質問だな、と彼は思った。決め台詞ぜりふを吐くところだろうが、しっくり来る答えを思いつかない。

「あー、なんというか、とりあえず……人間ですかね……」

　戸と惑まどっているのか、呆あきれているのか、白けたような沈ちん黙もくが流れた。

　高橋は唐とう突とつに銃じゆう口こうを上げて、相手の心しん臓ぞうがありそうな場所を狙って連れん射しやした。いくつもの銃声が反はん響きようして重なり合う。怪物は一歩も動かずに全ての弾丸を受けた。蜂はちの巣すのようになった胸部から、幾いく筋すじもの血が流れていった。

「これで終わりか？」

　テリオンは嘲ちよう笑しようした。

　相手にどの程度のダメージを与えたのか、確かめる時間すら与えられなかった。突然、恐きよう竜りゆうは大きく跳ちよう躍やくし、足の甲こうで高橋の体を高く蹴けり上げた。重い衝しよう撃げきを全身に受けた瞬しゆん間かん、世界が真っ暗になった。
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　銃を持った男の体は大きく弧こを描いて飛んでいった。グロスマンはその方向すら見ようともせずに、バックしようとしているライトバンに飛びついた。運転席にいる白はく衣い姿の女の悲鳴が、ウィンドウ越しにかすかに聞こえた。グロスマンはボディの下に太い両腕を差し入れると、軽々と車体の上下をひっくり返した。

　タイヤを上にしたままライトバンは道路を滑り、ガードレールをへこませて停止した。グロスマンは車の残ざん骸がいの方へ近づいていった。

　ここをアルカミレスの逃走経けい路ろだと読み切った自分の眼がん力りきに満足していた。人間を先に殺すと言ったせいで、今いま頃ごろ毬まり子こは市内の中心地で自分が現れるのを待っているはずだ。戦う力を持たない人間たちが拓也を逃がすとしたら、確実にフェンリルのいないこの場所を通ろうとするはずだ。

「もう、邪じや魔まは入らんな」

　ライトバンの後部ドアを開けながら、グロスマンはつぶやいた。雪花鎧アルヌワ・ブランはまだはるか遠くにいる。多少の混乱はあったが、最終的に彼の作戦は美しい形で終了出来そうだった。

　車内を覗のぞきこむと、蚕かいこの繭まゆのように上半身を包ほう帯たいで覆おおわれた拓たく也やが転がっていた。残念ながらまだ息はあるようだ。

「無ぶ様ざまだな、血刃の王ロワ・デ・ルジエ」

　まずはその体を車の外に引きずり出そうと、グロスマンはかぎ爪を伸ばしていった。

　ふと、彼は目を細めた。どこかから声が聞こえた気がする。

「……グロスマン」

　今度ははっきりと名前が聞こえた。女の声だ。がばと身を起こして車から離れ、声のした方を振り向いた。白い鎧よろいに身を包んだ少女が、さっき蹴けり飛ばした小こ男おとこを地面に横たえていた。どうやら空中であの男を受け止めたらしい。

　彼女は立ち上がってグロスマンに視線を定めた。長い黒くろ髪かみがふわりと風に流れた。

「グロスマン……お前の相手はこのわたしよ」

　白のアルカミレス・雪花鎧アルヌワ・ブラン──久く慈じ日ひ向な子こだった。




　一いつ瞬しゆん、グロスマンは棒立ちになった。確かに目の前にいるのは日向子だった。

「どうやってここまで帰ってきた？」

　相手を注意深く観察する。疲労しているのか、日向子の顔色は悪かった。体中は傷だらけで、よく見るとほとんど左足だけに体重をかけて立っている。右足をかなり痛めているらしい。

「……その足では走ることも難しいはずだな」

　つまり、この場で戦うこと自体が難しいということだ。グロスマンは少しずつ相手との間ま合あいを詰めていった。

「イレーナ・ヴォルクはどうした？」

　日向子は答えをためらった。

「……殺したのか？　だとすれば愉ゆ快かいだ」

　彼女の顔に朱しゆがのぼった。グロスマンを睨みらみつけながら、思ったよりも機き敏びんに走り出した。一気にグロスマンとの距離を縮め、手首に斬きりかかってくる。

（爪を切り落とすつもりか）

　その動きはグロスマンにも十分に追える。彼は日向子の短たん剣けんをかぎ爪で受け止めた。

「殺すわけがないでしょう」

　押し殺した声で日向子は言った。どうやら本当のことを言っているようだった。だとすると封ふう印いんを解いたのだろう。古こ滝たきまで一緒に帰ってきたのかもしれない──。

　その時、グロスマンはさっきまで日向子の立っていたあたりに、奇き妙みような空間の歪ゆがみがあることに気付いた。誰かが彼の与えた「リング」の能力を使って、自分の姿を隠かくしている。ただし、この者の能力を操あやつる技術は最低だ。使い始めて間もない初しよ心しん者しやに違いない。

「……誰かいるようだな、そこに」

　グロスマンはほくそ笑む。びくっと日ひ向な子こは体を震わせた。どうやら知られたくなかったらしい。誰がそこにいるのか、だいたい予想はついた──イレーナ・ヴォルクだ。

　おそらく、日向子に動きを止めさせて、礼れ菜ながミセリア・フォルテスで仕し留とめるつもりなのだろう。確かにあの銃ならグロスマンを倒すことも可能だ。いつ撃うってくるかは分からないが、日向子が地面に身を伏せるか、離れた瞬しゆん間かんに違いない。こちらは日向子の動きだけ注意していれば済むことだ。

「それでわたしを倒せると思っているのか？」

　日向子はグロスマンに戦器オニクスを押さえられたまま、肩で大きく息をしている。やはり怪け我がと疲労で続けて激しい動きは出来ないらしい。ぼそぼそとなにかをつぶやく声が聞こえる。思わず背を縮めて言葉を聞き取ろうとした──。

「……今よ」

　グロスマンははっと顔を上げる。姿を消している者が跳ちよう躍やくし、グロスマンに向かって一いつ直線に躍おどりかかってきた。

「なに！」

　銃の戦器オニクスを持ちながら、直接攻こう撃げきを仕掛けてくるとは思っても見なかった。もう弾だん丸がんが残っていないのかもしれない。いずれにせよ、不ふ意い討うちにしては甘い攻撃だった。グロスマンはもう一本の腕を素早く振った。ずしりと重い手て応ごたえがあり、声もなくその相手は地面に叩たたき落とされた。

「無む駄だなことを……」

　イレーナ・ヴォルクの低い身しん体たい能力では、結果は分かっていたはずだ。透とう明めい化かの能力がゆっくりと解け、相手の姿が現れていった。地面に倒れているのは、黒い狼おおかみのテリオン──フェンリルだった。

「フェンリルか……？」

　今度こそグロスマンは驚きよう愕がくする。フェンリルたちはグロスマンを中心とした群れを形けい成せいしている。半径数すうキロ以内にいるこの狼たちは、グロスマンの思し念ねんによる命令を察さつ知ちし、それが解かい除じよされるまで忠ちゆう実じつに実行し続ける。どの個体に対しても、主である自分を攻撃するような「命令」など出していない。

　いつのまにか日向子が戦器オニクスから手を手を放し、自分から飛び退のいていることに気付いた。グロスマンははっと振り向く。黒いマントの少女が影のように立っていた。

「それはね、あたしと一緒に古こ滝たきを出たフェンリル……日向子とこれに乗って帰ってきたの。あたしの命令を聞いてくれたから」

　不意に一頭のフェンリルに与えた指示を思い出す──イレーナ・ヴォルクに付き従うこと。その命令は未だに解除されていない。このフェンリルはそれを実行し続けていただけだ。

　なぜ、日向子が突然この場所へ現れたのかも分かった。フェンリルは一定の範はん囲い内ないではグロスマンの思し念ねんを察さつ知ち出来る。思念を辿たどってここまで日ひ向な子こたちを連れてきたのだ。

　白い体たい毛もうに覆おおわれた長い腕と金色の銃じゆう身しんが、一本の直線のようにまっすぐ彼に突きつけられていた。ここまで近い距離では逃れようがない。

「イレーナ……」

　思わず名前を口に上らせると、彼女の唇くちびるの端はしがぴくりと震えた。

「違う……あたしは、篠しの宮みや礼れ菜な」

　その銃じゆう口こうから光が炸さく裂れつし、体の中心から手足に向けてざわりと震えが広がった。自分の体を見下ろしたグロスマンは息を吞もうとした。しかし、もう呼吸そのものが出来なくなっていた。彼の内ない臓ぞうのほとんどは消失している。うろこに覆おおわれた巨体には、人間一人ひとりが通り抜けられそうな大おお穴あなが貫かん通つうしていた。

　グロスマンは口を大きく開けて、無音の叫びを上げながらアスファルトに倒れていった。




　日向子は亨きよう司じからの電話を切って、逆さになっているライトバンを覗のぞきこんだ。天てん井じように当たる部分に拓たく也やと世せ津つ子こと高たか橋はしが横たわっている。三人とも意識を失っているが、ひとまず息をしていた。

　礼菜は一番奥おくにいる拓也のそばにちょこんと座って、にこにこしながら彼の手を握っている。日向子はなぜかいたたまれなくなって目を背そむけた。

「日向子、電話どうだった？」

　礼菜の声が聞こえる。表情も声もさっきよりもずっと潑はつ剌らつとしていて、日向子の目から見ても可愛かわいらしい。拓也の顔を見たからなんだと思った。

「あ、うん……友とも典のりも亨司もこっちへ向かってるって。あと二、三分でここへ来るみたい」

　と、日向子は答えた。今度こそこの事件も終わりに近づいていた。まだフェンリルたちは生きているが、グロスマンが死んだ直後、突然それまでの活動をやめてどこかへ散ってしまったらしい。後は日向子たちが出るまでもなく、ただの獣けものとして駆く逐ちくされていくはずだ。

　この町がどれほどの被害を受けたのか、まだはっきりと分からない。大おお勢ぜいの人々も傷ついた。国くに立たちはる華かも病院にいるはずだ。

　自分たちが方舟アルカとして、これからどうするのかも考えなければならない。日向子はもう一度礼菜と拓也の方を窺うかがった。二人の傍かたわらには二つの金色の戦器オニクスが無む造ぞう作さに置いてある。金きん焰えんイグニス・アウルムと煉れん雄ゆうミセリア・フォルテス──この二つがアルカミレスの側にある以上、クランテリオンの攻勢はさらに激しさを増すはずだ。礼菜は予備の弾だん丸がんまで全て撃うちつくしたので、銃の戦器オニクスの方はなんの役にも立たなかった。

（それに、ルスラン・ヴォルクがいる）

　結局、彼女はテリオンとしての覚かく醒せいを迎えることなく戻ってきた。彼女の兄であるルスラン──クランテリオン最強の「災さい厄やくの絶ぜつ星せい」が、今の状態を許すとは到とう底てい思えない。

　日ひ向な子こは目を閉じる。考えれば考えるほど、不安の種たねは尽きなかった。

（なにが起こっても、必ずここへ帰ってきなさい）

　和かず男おの言葉をしみじみと嚙かみしめた。あれは日向子だけではなく、礼れ菜なや拓たく也やにも向けられた言葉だったと思う。礼菜を傷つけずに解放することが出来てほっとしていた。三人が胸を張ってあの家に帰れる。今はそのことを素直に喜ぶべきなのかもしれない。

「……日向子」

　突然、かすれた声が聞こえてきた。いつのまにか意識を取り戻していた拓也が、必死に起き上がろうとしていた。慌あわてて世せ津つ子こと高たか橋はしの足元をまたいで彼のそばに行った。拓也は日向子の腕を摑つかむ。なにか大事な話があるらしい。彼の口元に耳を近づけていった。

「……グロスマンは……どうなった？」

　ぜいぜいと喉のどを鳴らしながら拓也は言った。

「礼菜が倒したわ」

「どこを狙った？」

「どこって……」

「首を落とさない限り死なない……傷が回復する……」

　そこまで言ったところで、拓也は力尽つきたようにぐったりと横たわってしまう。

　日向子と礼菜は一いつ瞬しゆん顔を見合わせた──さっき撃うったのはグロスマンの胴どう体たいだ。

「拓也たちのそばにいて！」

　日向子は足を引きずりながら倒れたライトバンから外へ飛び出した。百視剣アルゴスガノンを抜きながら、グロスマンの倒れている場所へ視線を走らせる──。

「……あ」

　グロスマンは立ち上がろうとしていた。変へん身しんするだけの力はないらしく、老人の姿のままだ。しかし、腹に開いた大きな穴は蠢うごめきながら癒ゆ着ちやくしつつあった。




「反転リトウルネ！」




　外殻クラスタを身にまとった日向子は、なるべく急いでグロスマンの方へ近づいていった。さっき無理をして動いたせいで、もどかしいほどゆっくりとしか歩けない。老人は歯を食いしばりながらずるずると後ずさりした。突然、さっき切ったばかりの携帯が鳴る。歩きながらポケットから取り出して通話ボタンを押した。

「亨きよう司じ？　実はグロスマンが……」

『今はそっちに行けそうもない。インターチェンジでフェンリルたちに足止めされてる』

　頭の中が真っ白になった。そういえば、どこからか遠とお吠ぼえが響ひびいてくる。それも一頭や二頭ではない。群れがこちらに近づいている。携帯の向こうからも獣けものの鳴き声が聞こえた。フェンリルたちは指し揮き官かんを失って逃げ出したのではなかった。全てここへ集まってきている──自分たちを殺すために。

『フェンリルの大たい半はんはそっちへ向かった。くれぐれも気を付けて……』

　ぶつりと通話が途と切ぎれた。その途と端たん、古こ滝たき市の方角から黒い獣けものの群れが津つ波なみのようにこちらへ押し寄せてきた。急がなければフェンリルたちがここへ来てしまう。

「お前たちを……必ず殺してやる……」

　グロスマンがなおも後ろへ下がりながら苦しげに言った。もはやクランテリオンの幹かん部ぶとしての威い厳げんなどどこにもない。吐き気を催もよおすような執しゆう念ねんがあるだけだった。

　日ひ向な子こは歯を食いしばってグロスマンに近づいていく。この老人を殺せば、フェンリルたちの動きもきっと止まる。もし間に合わなかったら、ライトバンの中にいる拓たく也やたちが殺される。

　日向子は最後の力を振り絞しぼって左足で跳ちよう躍やくし、ガードレールを背にしたグロスマンの前に降り立った。彼女は伸び上がりながら百視剣アルゴスガノンを振り上げる──。

　しかし、その刃やいばは老人には届くことはなかった。次の瞬しゆん間かん、彼女はフェンリルの群れに突き飛ばされ、回転しながら高く舞い上がっていった。




　拓也の意識は傷のせいで朦もう朧ろうとしていた。かろうじて目だけを開けて、逆さになったリアウィンドウから外を見ていた。日向子の白い外殻クラスタがあっという間に黒い集団の中に消えてしまった時、彼はほとんど無意識の悲鳴を上げた。

「……日向子……日向子」

　名を呼ぶたびにどくんとこめかみが痛んだ。彼は歯は軋ぎしりをする。倒れている場合ではない。彼女を助けなければならない。

（君を守る……一緒に行こう……）

　記き憶おくの奥底に沈んでいた断だん片ぺんが言葉となって蘇よみがえってきた。自分ではない自分の過去の中で、誰を助けようとしていたのかはっきり思い出せない。分かるのは過去の自分も今の自分も力が必要だということ。どのような苦痛に焼かれようとも、自分が誰かを守らなければならないということ。

　ふと、空の彼方かなたから一つの言葉が降りてきた。




「炎は黄金イグニス・アウルを証明しム・プロバツト、苦難は勇者ミセリア・フオルを証明するテース・ウイロース」




　体の奥底から得え体たいの知れない力が体に湧わき上がってきた。拓也の手がひとりでにイグニス・アウルムを摑つかむ。

「拓ちゃん、駄だ目め！」

　誰かの悲鳴に近い声が聞こえる。しかし、彼は大剣クレイモアの鞘さやをその場に捨て、よろよろと後部のドアから外へ出た。無数のうなり声が彼の周囲に満ちていた。黒い獣けものの群れが目の前に立ちふさがった。殺さつ意いに彩いろどられた無数の赤い目が拓たく也やを見上げている。

　自分が囲まれたとは思わなかった──こいつらを全部殺しても構わないんだ、と思っただけだった。

　群れの向こうには胴どう体たいに穴の開いた老人の姿が見える。その足元に長い髪の少女が横たわっていた。戦器オニクスは彼女の手を離れていて、外殻クラスタも体内に戻っている。彼女の体は痙けい攣れん一つ起こしていない。死んだように横たわっていた。

（まさか……）

　その瞬しゆん間かん、拓也の全身を抗あらがいがたい強烈な殺さつ意いが貫つらぬいていった。彼は天空にイグニス・アウルムを突き上げて、まるで彼方かなたにいる誰かに呼びかけるかのように絶ぜつ叫きようした。




「反転リトウルネ！」




　　　　７




　拓也の体を赤い外殻クラスタがゆっくりと覆おおい始める。距離を置いてそれを見ていたグロスマンは、ふと奇き妙みようなことに気付いた。さっきよりも外殻クラスタの発現が鈍い。右腕はほとんど赤い装そう甲こうで覆われているが、他の部分はかろうじて網あみ状じようの組織が貼はりついているだけだった。

「もはや、変へん身しんもままならないらしいな、あのアルカミレスは」

　グロスマンは足元に倒れている日ひ向な子こに語りかける。多た少しよう痛めつけはしたが、まだ息はあるはずだ。グロスマンは忍しのび笑いを洩もらす。拓也を囲んでいるフェンリルは六十頭以上。到とう底てい一人で倒しきれる数ではない。

（襲おそえ、フェンリルども）

　彼は心の中で命じる。思し念ねんを受けとった精せい鋭えいの五頭が四し方ほうから同時に飛びかかった。一いつ瞬しゆん、拓也の周囲で赤い光がきらりと瞬またたいた気がした。フェンリルたちは相手に達する前に地面に落ち、動かなくなった。どの個体も首を落とされるか、喉のどをかき切られている。

「なんだ、あれは……？」

　ようやくグロスマンは拓也の体に起こっている異い変へんに気付いた。体が左右対たい称しようではなくなっていた。右腕が左腕の倍ばい以上の太さがある──体の大たい半はんの外殻クラスタが薄く、不十分なものになっているのに、右肩から先だけが今までとは比べものにならないほど大きく隆りゆう起きしている。

　変身する力が残っていないのではない。全身の外殻クラスタが右腕のみに集中しているのだ。

　間かん断だんなく別の数頭が拓也に襲いかかる。彼の右腕はほとんど残ざん像ぞうも残さずに消えた。再び光が瞬き、新たな死体が積み上がった。突然、グロスマンは「赤い光」の正体を悟さとる。彼の体の周囲で赤い腕とイグニス・アウルムの光る刃やいばが超ちよう高速で振り回されている。それが「赤い光」のように見えているのだ。

「くっ……」

　このような方法で包ほう囲いに対抗してくるとは思わなかった。一度に同時に飛びかかれる数は限られている。その数頭を同時に倒すことが出来れば、何十頭、何百頭いようが相手をすることが出来る。

「まともなやり方では駄だ目めか」

　グロスマンは苦く笑しようした。どうせ、フェンリルなど使い捨てだ。あんな「道具」など、「城カストラ」に戻ればいくらでもいる。

「……構わん。一いつ斉せいに襲おそえ」

　フェンリルたちは隊たい形けいを整えて、拓たく也やを中心とした黒い円を形作る。同士討うちの危険や効率を無視して、とにかく圧倒的な数で押しつぶしてしまえば、いくら剣けん筋すじが早くとも対たい処しよのしようがない。

「行け」

　あらゆる方向から拓也に向かって襲いかかった。拓也の姿は巨大な生きた半球の中に沈んだ。その半球は中心に向かって一気に収しゆう束そくしていく。

　死んだ、とグロスマンが思った途と端たん、

「『斬刹リネア・レクタ』！」

　中から拓也の声が聞こえた。一いつ瞬しゆん、フェンリルたちは空中で静止する。彼らの形作る半球の外側に幾いく筋すじもの光の刃やいばが溢あふれ出し、まるで爆発するように四し方ほうに飛び散った。

「なに！」

　グロスマンは顔がん色しよくを失った。高速で剣を振っている最中に、刀とう身しんから光の刃を噴ふん出しゆつするあの技──「斬刹リネア・レクタ」を使ったに違いない。

　空中に飛び散ったフェンリルの血が雨のように降り注そそいできた。その中をアルカミレスがゆっくりと進んでくる。赤く濡ぬれた刃が妖あやしく輝いた。

「……これが血刃の王ロワ・デ・ルジエの力か」

　これがさっき戦ったアルカミレスなのか──とても同じ相手とは思えなかった。

　グロスマンは拓也の口から洩もれている声に気付いた。痙けい攣れんするように喉のどを鳴らして、わずかに肩を震わせている。

　彼は笑っていた。

　フェンリルが全ぜん滅めつした今、戦う手段は残っていない。グロスマンはこのアルカミレスの前に無む防備に自分を晒さらしていることに気付いた。彼は自由の利かない体を必死に動かし、ガードレールに沿って逃れようとする。頭の中にあるのはこの敵への殺さつ意いと、生き続けたいという欲求だけだった。

　突然、赤い刃が鼻先で閃ひらめいて、ガードレールがすっぱりと切せつ断だんされる。同時に右腕が肘ひじから切断されてアスファルトの上に転がった。激げき痛つうよりも怒りから、グロスマンは叫び声を上げた。時間をかければ手足も再生出来るが、体力の消しよう耗もうが激しい今はそれも難しい。なんとしてもこの場を逃げ延びなければならなかった。

　グロスマンはうろうろと左右に視線を走らせ、倒れている日ひ向な子こに目を留める。残った左手で彼女の首くび筋すじを摑つかんで持ち上げ、アルカミレスにかざした。

「動けばこの娘を殺す」

　イグニス・アウルムを振り上げていた拓たく也やの動きがぴたりと止まった。どうやら、敵てき味み方かたの区別はつくらしい。グロスマンは日向子を掲げたまま後ずさりする。ここまで自分を追い詰めた者はかつて存在しなかった。このままどうにか「城カストラ」へ戻り、態勢を立て直した上で、改めてこの血刃の王ロワ・デ・ルジエを殺す。

「……拓也」

　日向子の唇くちびるから小さな声が洩もれた。アルカミレスの大剣クレイモアがぴくりと震える。

「次も勝てるか分からない……こいつを殺して。わたしになにがあっても」

「黙れ！」

　左手に力をこめると、日向子はうめき声を上げて本当に意識を失った。しかし、その悲鳴が拓也を刺し激げきしてしまったらしい。イグニス・アウルムを突きの体勢で構えて、こちらに近づいてきた。グロスマンは目の前に迫った剣けん先さきを呆ぼう然ぜんと見つめた──。

「拓たくちゃん、待って！」

　篠しの宮みや礼れ菜なの声があたりに響ひびき渡った。




　礼菜は拓也に飛びついて、彼の体をしっかりと抱き止めた。八年前、クロノクレイドルで彼を止めた時と同じように、赤い鎧よろいは不ぶ気き味みに脈みやく打うっている。昔よりもずっと高い位置にある彼の首に、伸び上がって腕を回した。

「……拓ちゃんを返して」

　拓也ではなく、鎧と大剣クレイモアに向かって言う。拓也が日向子を見み殺ごろしにするなど、絶対にあってはならないことだった。

　突然、イグニス・アウルムが彼の手から落ち、外殻クラスタも体から姿を消した。意識を失って倒れかかってくる拓也を、地面に膝ひざを突いて受け止めた。

「お前には礼を言わねばならんな、イレーナ」

　いかにも安あん堵どしたようなグロスマンの声に、礼菜は目がくらむような怒りを覚えた。彼女はきっと目め尻じりを上げて振り向いた。

「礼菜だって言ってるでしょ！　何回言えば分かるんだよこのジジイ！」

　このテリオンを助けたつもりなどまったくない。日向子が捕らえられておらず、ミセリア・フォルテスが弾たま切ぎれでなければ、今度こそ頭を吹き飛ばしてやりたかった。グロスマンは人ひと質じちを抱えたまま、ひたすら距離を置こうとしていた。右腕はなく、腹には大きな穴が開いている。見るも無む惨ざんな有あり様さまだった。

「ここから逃げられると思ってんの？　もうすぐ拓たくちゃんたちの仲間も来るんだよ？」

　それでもグロスマンは足を止めようとはしなかった。馬鹿にしきったような笑みを浮かべただけだった。

「わたしはもう逃げ切っているんだよ、イレーナ」

「なに言ってんの？　いいから早く日ひ向な子こを放して」

「分からなくとも無理はない。お前を眠らせてから古こ滝たき市へ連れてきたからな」

「……え？」

　礼れ菜なは昨日きのう古滝市に戻った時のことを思い返す。「城カストラ」でグロスマンから色々と指示を受けて、次に気が付くとあの線路脇わきの空あき地に立っていた。

「……すぐに分かる。『城カストラ』から遠くに離れられないわたしが、どうしてこの町へ現れたのかもな」

　日向子の体を肩にかけると、グロスマンは左手を頭上に掲げた。突然、どこからか黒い鎖くさりが降ってきて、老人の手の中に落ちた。それをしっかりと握りしめる。

「そのアルカミレスに伝えてほしいことがある……」

　突然、グロスマンは怒りの形ぎよう相そうで睨ねめ付ける。思わず礼菜の背せ筋すじが震えた。
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「この娘を取り返したければ、『城カストラ』へ来い。そこでお前の相手をしてやる……必ず、必ず、お前を殺す」

　突然、グロスマンの体が空中に浮かび上がり、たちまちその場から去っていった。礼れ菜なは拓たく也やの体を抱き止めたまま、小さくなっていくグロスマンと日ひ向な子こを呆ぼう然ぜんと見送った。




　　　　８




　日向子がどこでなにをしているのか、なんとなく分かる時がある。何ヶ月か一緒にいるせいで、色々分わかってきたせいもあるんだろうけど、少し考え方が似てきたんじゃないかと思う。

　だから、よく晴れた日の昼休みに日向子が教室にいなかったりすると、屋上にいるんだなと察しがつく。俺もそういう気分だからだ。

　確かめたくなって屋上へ行ってみる。思った通り日向子が寝ね転ころがって空を見ていた。

「やっはりここにいたのか」

　こういう時はちょっと嬉うれしい──いや、正直に言うと、かなり嬉しい。

　俺が近づいていくと、日向子は一度ぎゅっと目を閉じる。別に不ふ機き嫌げんなわけでもなさそうだから、考えごとの最中に話しかけられた時の癖くせなのかもしれない。

「もうすぐ昼休み終わるぞ」

　日向子はなかなか起きようとしなかった。どういうわけか俺の方をちらちら見ている。たまに俺のことを考えてたんだろうかと思う時がある。よくある自じ意い識しき過か剰じようだろうけど、気になることは気になる。

「なんか考えごとか？」

　一応訊きいてみる。結けつ構こう長い時間をかけてから、日向子は答えた。

「別に……空が遠いなあって」

　そりゃそうか。そんなわけないよな。

　日向子がどこでなにをやっているか分かる時があるのに、なにを考えているかは情なさけないぐらい分からない。

　俺も空を見上げてみる。すごくいい天気だった。

　確かに空が遠い──そういえば、このところ空の見え方が微び妙みように違う気がする。雲のせいなのか、色のせいなのか、とにかくちょっと違い和わ感かんがある。空と自分の間になにか挟まっているような、そんな感じだった。

　まあ、どうでもいいことだよな。

「ほんとに空見るの好きなんだな」

「……うん」

　日向子は少し寂しそうな目で言う。なんでそんな顔をするのか、やっぱりよく分からなかった。でも、いつか考えていることが分かることもあるんじゃないかと思う。

　俺たちは離れることはない。これからもずっと一緒だからだ。




　　　　＊




　拓たく也やは目を開ける。礼れ菜ながすぐ真ま上うえから顔を覗のぞきこんでいる。

　彼は大の字になって倒れていた。首くび筋すじのあたりが妙みように温かくてふわふわと柔らかい。道路のど真ん中で礼菜に膝ひざ枕まくらをされていた。

「目が覚めた？」

　と、礼菜が囁ささやき声で言った。体を動かそうとすると、全身に激げき痛つうが走った。怪け我がのせいだけではない。まるで反転リトウルネした後のように体が重かった。

「……寝てて」

　礼菜の声はひどく暗い。嫌な予感がした。

「なあ、フェンリルとグロスマンはどうしたんだ？」

　拓也の記き憶おくはフェンリルの群れが現れたあたりで途と切ぎれている。礼菜の唇くちびるがかすかに震えた。

「フェンリルはみんな死んだし、グロスマンは逃げたよ」

　不意に濃のう厚こうな血の臭においが漂ってきて、横よこ目めで道路の先を見る。

　拓也はぎょっとした。おそろしい数のフェンリルの死体が積み上がっている。

「日ひ向な子こが倒したのか、あれ」

　礼菜は答えない。そこで初めて気が付いた──。

「日向子は？」

　おそるおそる尋たずねる。なぜか今まで夢に見ていた昼休みのことが頭をよぎった。どうしてあんな夢を見たんだろう？

「グロスマンに連れていかれちゃった」

　拓也は反射的に起き上がろうとする。礼菜がぎゅっと肩を押さえつけてきた。

「じっとしてて」

「じっとしてられるかよ。連れていかれたってそんなに時間経たってないんだろ？　まだ追いつくかも……」

「時間は経ってないけど、今のあたしたちじゃ追いつけない」

「なんだそれ。どっちに行ったんだよ、あのジジイは」

　礼菜は答えを避けるように空を見上げた。

「おい、だからどっちに行ったのかって」

　拓也は息を吞んだ。彼女が顔を上げたせいで、彼にも空が見えた。

　全身がひとりでに震え始めた。どうして今まで気が付かなかったのだろう。ヒントは今までにいくらでもあったのに。まったく反応しなかったアパタスのリング。この町に突とつ然ぜん現れたグロスマン。あのテリオンがこの町の地理を細かく把は握あくしていたことがずっと気になっていた。今なら理由が分かる。この何週間か、ずっと観察していたのだから。

　拓たく也やたちの頭上には、星のように巨大な黒い球きゆう体たいが浮かんでいた。今まではずっと姿を隠かくしていたのだろう。フェンリルたちが姿を消していたように。

「……あれが『城カストラ』か」

　礼れ菜なはうなずいた。

　リングが「城カストラ」への行き先を示さなかったのも当然だ──自分たちはずっと真下にいたのだから。城カストラは古こ滝たき市の上に浮かんでいたのだ。

「……日向子」

　拓也は歯は軋ぎしりをした。彼女はあそこにいる。指ゆび一本動うごかない自分が悔くやしかった。

　でも、彼女がなにを考えているのか、今この瞬しゆん間かんだけははっきりと分かる。多分、拓也とまったく同じだ──もう一度会って、ここへ戻ってくること。

「必ず、行くからな」

　拓也はつぶやいた。

　彼らが見つめる先で、黒い球体はゆっくりと上昇していき、白い雲の中へ溶けるように消えていった。







　　　エピローグ







　修しゆう道どう衣い姿の鮫さめ石いし深み月つきが桟さん橋ばしに降り立った時、小さな島は既すでに静かになっていた。

　その島には集落と呼べるほど多くの家もない様よう子すだった。近くにある島々を利用しながら、なるべく分かりにくいルートを辿たどってモーターボートで近づいていき、古びた桟橋から上陸した。急な坂を上がっていくと、五、六軒けんの古い平ひら屋やが寄り添うように建っている。島の人口はせいぜい二十人というところだった。他の生き物といえば、上空を舞っている異い様ような数のカラスだけだ。

　深月は鼻を押さえながら、一軒ずつ丁てい寧ねいに家の中を見て回った。彼女がここへ来たのは、ルスラン・ヴォルクがこの島にいるという情報を得たからだ。なにが起こったのかを一ひと通とおり調べ、やるべきことを終えたらすぐにでも日向子や拓也のもとへ行こうと思っていた。昨日きのうから古滝市にいる彼らと連絡がつかなくなっている。なにか良くないことが起こっている気がしてならなかった。

　今のところ、島の中にルスランの姿は見当たらない。深月は最後に坂道の突き当たりにある、一番大きな家に入っていった。おそらく、ここが島しま長おさの家だろう。他の家と同様、古いことを除けば建物に変わったところはない。靴のまま廊下に上がり、庭に面している広い和室に入った。室内を見回した後で、床の間にかかっている絵に目を留める。

　背景に金きん箔ぱくを施ほどこされた、派は手でな色合いの古い西洋画だった。くすんだ和室の中で、その絵だけがくっきりと浮かび上がっているようだ。近代以い前ぜんのロシアで多く見られる聖せい像ぞう画が──イコンを思わせる画が風ふうだが、その意い匠しようはキリスト教とはまるで関係がなさそうだった。

　巨大な黒い星のようなものが絵の上部に配置され、その中に人の顔の輪りん郭かくが描かれている。星の下には一いつ対ついの半はん獣じゆう半はん人じんが立っている。一人は上半身が狼おおかみで、もう一人は下半身が狼だった。

「……なに、これ」

　そのつぶやきに答える者はいない。絵の下部にはなにか文字が描かれていたらしい。しかし、乾きかけた血がべったりとこびりついているせいで、まったく判はん読どく出来なかった。

　深み月つきの周囲にはかつて人だったものがいくつか山をなしている。手足の場所もはっきり分からない。骨や内ない臓ぞうがまるで裏うら返がえったように露ろ出しゆつしている。この家だけではなく、他のどの家にも、坂道にも、同じような無む惨ざんな死体が転がっていた。カラスが集まってきているのもそのせいだった。

　犯人が誰かは分かっている──ルスランだ。おそらく彼らは金色の戦器オニクスを握らされて、肉体が過か剰じように「反転リトウルネ」してしまったのだろう。

　胸の前で十字を切ってから、深月は一いつ旦たん家を出た。とりあえず桟さん橋ばしのボートに戻って、彼らを弔とむらう手立てを考えるつもりだった。

（ルスランはどうしてこんな真ま似ねをしたのかしら）

　腹の中に重い鉛なまりを抱えこんだ気分だった。わざわざこの島へやって来て、ここの人々を無む差別に殺した理由がどうしても分からなかった。

　深月は俯うつむいて坂を下っている。不意に地面を奇き妙みように大きな鳥の影がよぎっていった。明らかにカラスのそれではない。顔を上げると、一羽の隼はやぶさが桟橋の方へ飛んでいくところだった。

　どきりと心しん臓ぞうが鳴った──あれは鳥ではない。レディ・バレットだ。しばらくルスランと行動を共にしていなかった彼女が、なぜここへ現れたのだろう。

　桟橋の見える場所まで来た深月は、ふと足を止めた。彼女の乗ってきたモーターボートのそばに、青いスーツを着た巻き毛の男と、小こ間ま使づかいの服を着た褐かつ色しよくの肌はだの女が立っていた。男の服や顔には点々と返り血がついている。

「やあ、元アルカミレス。久しぶりだね」

　彼は白い歯を見せて屈くつ託たくなく笑った。

「……ルスラン・ヴォルク」

　深月はうめくように言った。




「まさか方舟アルカにここを嗅かぎつけられるとは思わなかったな。クランテリオンの者ですら、ぼくがここにいることをほとんど知らないというのに」

　奇き妙みように澄すんだ声でルスランは言った。

「あの人たちをどうして殺したの？」

　深み月つきは大声で叫んだ。横よこ目めでは必死に退路を捜している。今はまだ深月を殺すつもりはなさそうだが、なにをするか予想がつかない。

「……人？」

　ルスランはとらえどころのない笑みを浮かべたままだった。

「彼らはテリオンだよ。ぼくたちと同じ種族。人じん狼ろうの末まつ裔えいだ。ここは人狼の最後の隠かくれ里ざとだった。この世界には人間が考えるよりもはるかに多くのテリオンたちが潜ひそんでいる。ここの連れん中ちゆうはクランテリオンからも隠れて生活していた……ぼくたちもここを知ったのはつい最近なんだ」

　さっきの家にあった奇妙な絵を思い出す。あの絵には半分狼おおかみと化した人間が描かれていた。あれはここの住民たちの姿だったのかもしれない。

「自分の同族を手にかけたというわけ？」

　ルスランはわずかに目を伏せた。

「別に殺したかったわけではないよ」
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　深み月つきはルスランが携たずさえている光る大剣クレイモアに目を留める──金色の戦器オニクス第一の位・昴こう陣じんアストラ・カストラ。

「……じゃあ、その戦器オニクスを使えるテリオンを捜していたのね？　あんたと同じように」

　ルスランはうなずいて見せた。

「そういう者が今のぼくには必要なんだ。『聖婚ヒエロス・ガモス』のために。そして、覆くつがえされた宝石のような朝のために」

　意味の分からない言葉に深月は戸と惑まどった。同時にルスランがこうもあっさりと情報を洩もらしていることが気になり始めていた。

「でも、ここでは特別な収しゆう穫かくはなかった。それに、バレットがたった今いま大事な知らせを持ってきた。すぐに発たたなければならない」

　表情はさほど変わらなかったが、ルスランの目だけが赤く底光りし始めた。しばらく見守るうちに、激げき怒どしているらしいと気付いた。

「残念だけど、これから殺さなければならない相手が出来た……アルカミレスではなく、テリオンだけどね」

　深月の中で暗あん雲うんのように不安が広がっていく。彼女の本能の部分が、ここから逃げ出せと叫んでいた。

「ぼくは時間が惜おしい。でも、この島にいた者たちも、このままにしておけない……だからせめて、彼らが誰の手にも触れられないようにしてやりたい」

　突然、確信に近いものが全身を貫つらぬいた。今自分が立っている場所はルスランよりも高い位置にある。間に合うとは思えないが、海へ行かなければならない。かといって、ルスランたちのいる目の前の桟さん橋ばしへは降りられない。彼女は踵きびすを返して、闇やみ雲くもに走り出した。

　その背中に声が突き刺さる。

「君も巻き添えを食うだろうが、今からこの島を完全に……」

　坂道を外れ、青い実のなりはじめたミカン畑の斜面を駆け抜ける。桟橋の方で純白の激しい光が炸さく裂れつした。ドーム状に広がりつつあるその光は、島しま全体を完全に吞みこみつつあった。

　八年前、新しん宿じゆくを吹き飛ばしたものと同じ光──「災さい厄やく」だった。

　唐とう突とつにミカン畑が途と切ぎれ、崖がけが目の前に現れる。しかし、すぐ後ろにまで光は迫ってきていた。ほとんど無む意識のうちに、彼女の唇くちびるが動く。

「日ひ向な子こ……」

　深月が口にした言葉は、かつて彼女が見出し、育て、慈いつくしんできた少女の名だった。




　そして、島の全てが白い光の中に溶けていった。

　一つの島が、この地上から消失した。


〈了〉









　　　あとがき




　時々、仕事の合間にベーコンを作ります。ベーコンというとスーパーやコンビニで売っているあれです。ベーコンは豚バラ肉の塩しお漬づけを煙で燻いぶしたもので、自分で作っている人も結けつ構こういるようです。調べてみるとそれなりに手て間まはかかりますが、手順そのものはそれほど難しくないと思います。

　なんでそんなもの作っているのかというと…………別に大した理由はありません。雑誌かなにかで見かけて、作ってみるとほんとに美お味いしかったので、なんとなく続けています。まあ、趣しゆ味みみたいなものです。

　キッチンで作ろうと思えば作れるのですが、うちのアパートのキッチンは換気が甘いので、煙が部屋中に充じゆう満まんしてしまいそうです。で、バーベキューの施設がある近所の公園に出かけていきます。もちろん、平日にバーベキュー場に来る人間なんか他にいません。一応は火を使うのでスモーカー（燻くん製せいを作るための箱）のそばにいなきゃいけないんですが、そうしていると色々な人がちらちらこっちを見ている気がします。

　以前、別のシリーズのあとがきで、仕事上がりに公園のベンチに座ってると、他人の目が必要以上に気になるという話を書いたことがあります。仕事をしている時はほとんど人と接しないせいか、たまに外に出ると変に自意識過か剰じようになってしまうことがあるようです。だから、どうせただの思い過ごしだろうと受け流してました。

　でも、公園を管理している職員さんがにこやかにぼくの職業を尋たずねてきたり、見知らぬおばあさんが突とつ然ぜん野菜をくれたりするので少し心配になってきました。客観的に考えると「平日の昼間、人ひと気けのないバーベキュー場の真ん中で、煙の出る箱をじっと見つめている景けい気きの悪そうな男」は目立つような気がします。ひょっとするとなにか可哀かわい想そうな境きよう遇ぐうの人だと思われているのかもしれません。

　あの、それなりに働いてますんで、大丈夫ですよ……多分。




　……という、この上なく本編とは関係ない話でしたが、ついに『天てん空くうのアルカミレス』四巻まで来ました！

　読んで下さっている皆さん、本当にありがとうございます。今回は登場人物たちがいつも以上に右う往おう左さ往おうする話になりました。主人公以い外がいの人たちもかなり活動的です。次で最終巻かんの予定になりますので、よろしければもう少しお付き合い下さい。

　イラストの純すみさん、担当の鳥とり居いさん、今回も色々とお世話になりました。五巻でもよろしくお願いします。
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三み上かみ 延えん

１９７１年生まれ。神奈川県出身。東京都在住。外へ出かける時に限ってぼんやりしています。写真は仕事のオフに東京タワーへ出かけた時のもの。下からの眺めは気に入りましたが、展望台に上り忘れて帰ってきました。ぼんやりにもほどがあります。
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イラスト／純すみ 珪けい一いち

黒が大好き黒い絵師。

またまた三上氏と組んで作品を作る事になりました。

今回はいっぱい甲冑（ちょっと違う？）を描けそうなので甲冑好きな自分は気合十分で取り組んでおります。

「俺のココロに鎧が奔る！」










天てん空くうのアルカミレスIV




カストラの虜りよ囚しゆう








三み上かみ 延えん
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